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　　　　第一章　再会










「あ────っ！　もう！」

　ストーリアの中部西岸に位置するアズール市、その港に向かう大通りに面して建つ警けい察さつ署しよのカウンター内で、若い婦警が我慢の限界に達した声を上げた。

　全く酷ひどい混乱であった。

　カウンターの外には人、人、人……老ろう若にやく男なん女によ、人種も国こく籍せきも様々な大勢の人々が押し寄せ、好き勝手にしゃべり続けている。

「並んで！　順番に！　じゅーんーばーん！　分かる!?」

　天井に向かって一発ぶっ放してやろうかしら、という気持ちを抑えて婦警は怒ど鳴なった。しかし人の波は収まらない。逆に婦警の怒鳴り声に釣られたかのように勢いを増し、今にもカウンターに登ってきそうな雰囲気さえ生まれている。

　七月もすでに半なかばを過ぎた。長期休暇を迎えると共に、ストーリアにはヨーロッパのみならず、遠くアジアや新大陸からも多数の観光客が訪れる。中世から残るいくつもの史跡、蒼あおく穏おだやかな地中海、天国と見み紛まごうばかりに美しい島々。日差しこそ強いが湿度が低いために空気はからりとして過ごしやすく、なるほど夏のストーリア半島は長期休暇を過ごすにはうってつけの保養地である。

　しかしそれを受け入れる側はのんびり夏を満喫というわけにはいかない。

　人が増えれば揉もめ事ごとが増える。揉め事は警察署に持ち込まれる。

　というわけで、アズール市警湾岸署は毎年この時期、殺気立った混雑に支配されることになる。スリに置き引きにかっぱらい。詐さ欺ぎもあればぼったくりもあり。容疑者被害者入り乱れて好き勝手に喚わめき散らす。困ったことにストーリア語の通じない外国人がかなりの割合を占め、署内の混雑は時間を追うごとにどんどん酷くなっているのだった。

　この時期、湾岸署では常勤の署員だけでは到底手が足りないので周辺の比較的暇ひまな署から応援を要請している。今カウンターで怒鳴っている婦警も、五十キロ程離れた村からやってきた応援要員であった。

「並べ！　困ってるのはみんな一緒！　順番に！　……っとお待たせしました。……市庁舎の行き方ですか？　お車で？」

　割り込む連中を牽けん制せいしつつ、カウンターにやってくる人々を捌さばく。道案内程度のことでわざわざ来るな。地図見ろ地図──と思っても表には出さない。朝からずっとこんな調子だ。喉のどはもうガラガラ。大量の汗で制服の色は所々変わっている。もちろん窓は開けっ放し換気扇も回りっぱなしだが、これだけ人が多くてはどうしようもない。人いきれで天井付近には靄もやさえかかって見える。蒸せい籠ろに放り込まれた魚にでもなった気分。さっさと結婚してこんな仕事とはおさらばするんだ──去年と同じことを、彼女は今年も思った。来年も思うだろう。

「はい、次の人！」

「子供が！　うちの子がいなくなったの！　ちょっと目を離した隙すきに！　きっと誘拐だわ！」

「落ち着いてください奥さん。ちょっとはぐれただけですよ。これだけ人が多いんですから。いなくなったと気付いたのはどの辺りですか？　その子の名前は？　どんな格好をしていましたか？」

　半狂乱の婦人を落ち着かせながら、婦ふ警けいはてきぱきと質問を重ねていく。婦人の子は誘拐されたのではなくただの迷子で、しかも保ほ護ご済みであった。感動の再会を極きわめて事務的に流して──だってこれで今日きよう五回目なんだもん──次の相手に移る。

「……」

　突然、署内が静かになった。

　天使が通った──喧けん噪そうが不意に理由もなく途切れることをストーリアではそう言う。

　訪れる沈ちん黙もくは一いつ瞬しゆん、すぐに緊きん張ちようが途切れるような笑いが漏もれ、騒さわがしさが戻ってくる──とは、ならなかった。署内はずっと静まったまま。人々は何が起こったのかと戸惑いながら辺りを見回し、最初に静かになったと思おぼしき出入口付近を向いて、そこで硬直する。カウンターの婦警は椅い子すから立ち上がり、硬直する人々の向こうに視線をやり、同じように硬直した。

「……うそ」

　本当に天使が通っていた。

　ほとんど色のない金髪。みずみずしい丸みを持った頰ほお。署内の蒸し暑さを全く感じていないかのような、さらりと透き通った白い肌を持つ天使が、ホールを斜めに横切っていく。さっきまで騒いでいた人々が自然に静かになり、天使のために道を空ける。

　いや、と婦警は思い直した。この世に天使などいるはずがない。あれは人間の少女だ。ただその美び貌ぼうが天上の存在だとしか思えないだけで。

　どこかのご令れい嬢じようなのだろう。美しい少女は運転手と思しき初老の男を従えて、ホールを奥へと進んでいく。婦警は己おのれの職務を思い出した。

「あの！　受付はこちらです！」

「ありがとう。案内は結構です」

　少女は慈愛に満ちた笑みを浮かべて一礼すると、そのまま二階への階段を上がっていった。

　少女の姿が見えなくなると同時に、署内は再び喧噪に包まれた。婦警も業務に忙殺される。

　それから五分もしないうちに、件くだんの少女は二階から降りてきた。二度目なので皆耐性が付いたのか、先程のような劇げき的てきな反応は起こらなかった。それでも少女が現れると同時にホールが静かになったのは確かだ。

　少女は下しも々じもの視線など一いつ切さい気にならない様子でホールを横切り、警けい察さつ署しよから出て行った。

「……ねえ、ちょっと」

　婦警は出入口の方を見たまま体を傾け、隣となりのカウンターで市民の応対をしていた同僚に話しかけた。

「今の、なに？」

　誰だれ？　と聞けなかったのは、今見た少女があまりにも現実感がなかったからだろう。

「え？　ああ、そっか。あんた普段ここの勤務じゃないもんね。見るのは初めてか」

　同僚はかすかに優越感をにじませて笑う。

「もったいぶらないで教えてよ」

「フラムベルク家のアンジェラ様」

「はぁー。あれが社交界に名高き〝クアドラ海の真珠〟か。実物は噂うわさ以上ね。魂たましい抜かれるかと思った」婦警はうっとりした声で言って、「でもそのお姫様が何だってこんなむさっ苦しいところに来たわけ？」

　アンジェラ・フラムベルク──アズールの有力者であり、王国議会議員であるロベール・フラムベルクの一人娘。フラムベルク家は元は貴族であり、ストーリア王家とも遠い親しん戚せき関係にある。貴族制度が廃止されても、フラムベルクが「雲うん上じよう人びと」であることには何の変わりもない。そのアンジェラが何だって、わざわざこんな小汚いところへ自みずからやって来たのか。

「……あんた本当に知らないの？」

「田舎いなか勤務だから世事には疎うといの」

　婦警は不ふ機き嫌げんそうに言う。同僚は同情のため息を漏もらしてから、

「ちょっと前に〝レヴァンテ〟がアズール港を襲しゆう撃げきしたじゃない？」

「あ、それは知ってる」

　六月の中なか頃ごろのことだ。反政府武装勢力レヴァンテが、就役間近の軍用船をかっぱらうというとんでもない事件を起こした。後の調べにより、艤ぎ装そうを請け負っていた会社の一つが、レヴァンテのでっち上げた幽ゆう霊れい会社だったことが判明している。業者として潜せん入にゆうした工作員が、密ひそかに下準備をしていたのである。新造船の配備を急ぐあまり出入り業者の素性をきちんと確かめていなかった責任を問われて関係者の首がいくつも飛んだとか。それはさておき。

「あの事件で、アンジェラ様の婚約者が──まだ正式な話じゃなかったらしいけど、まあとにかく婚約者が行方ゆくえ不明になってるのよ。レヴァンテに誘拐された可能性も考えられたけど、それにしては身みの代しろ金きんの要求もなければ政治犯の釈放要求もなかったからこの線でもない。有力者に恩を売るチャンスだって署長が張り切っちゃったせいで刑事課も失しつ踪そう人にん課も大忙しなんだけど、今のところ手がかりは何もなし」

「なるほどねえ。……でもあれからもう三週間近くでしょ？　これだけ経たって何の情報もないってことは……」

「多分ね。気の毒だけど」

　同僚の言葉を聞きながら、婦ふ警けいは窓の外へと目をやった。警察署の駐車場から黒塗りの高級車が発進するところだった。婦警はふと、今アンジェラがどんな顔をしているのかが知りたくなった。先程署内で見せた笑顔は作り笑いだ。人目から逃れて車の中でさらす素顔はどんなものか。しかし後部座席の窓は黒く塗られていて、少女の横顔を窺うかがうことはできなかった。

　出で歯ば亀がめ根性が満たせなかったことに婦警は少しがっかりし、それ以上にほっとした。見えなくてよかったのだ。あたしがあの子の立場でも、興味本位で覗のぞかれるのはごめんだろう。

「はい、次の人！」

　婦警は首元の汗をぬぐいつつ窓口応対へと戻った。







　車に乗り込んだアンジェラは、ドアが閉められるとすぐ、黒塗りの窓に頭を預けた。

　運転席に着いた初老の男がシートベルトを締め、エンジンをかけながら訊たずねてくる。

「お嬢じよう様。お買い物などは……」

「今日きようは結構です。出してください」

　運転手は何か言いたそうな気配を見せたが、何も言わずに車を出す。

　警察署の駐車場を出た車は、来たときとは別の道へと折れた。

「迂う回かいして参ります。街中は混み合っておりますので」

　運転手の説明にアンジェラは無言でうなずく。車がどこを通るか、そんなことに興味はなかった。どうせ行き先は自由にはならないのだから。窓をほんの少し開けて空を見る。遥はるか高いところを鳩はとが飛んでいた。呟つぶやく。

「……おまえはいいわね」

「はい？」

「何でもありません」

　独ひとり言ごとを聞かれた気恥ずかしさで、アンジェラの口調は少し尖とがった。

　運転手は帽子を直して運転に集中する。しばらくは無言の移動が続いたが、辺りに建物が少なくなると、運転手は意を決したように口を開いた。

「お嬢様。いつまでこんなことを続けるおつもりですか？」

「……こんなこと、とは？」

「警察署通いでございます。お嬢様ももう分かっておいででしょう。マコト様は……」

「やめて！」

　マコトが行方ゆくえ不明になってから、もう三週間近くが経過している。当初最有力だった誘拐の線が消えると、次に疑われたのは家出の可能性だった。マコトは単に家出をしただけで、レヴァンテの事件はたまたま同じ日に起こっただけでなんの関係もないのではないか、と考えられたが、しかし家出の可能性も極きわめて低かった。マコトの部屋からは何一つ持ち出されたものがなかったのだ。つまり行方ゆくえ不明になったその時、マコトはカメラと少々の現金しか持っていなかったことになる。財布の中身はおそらく、隣となり町まちまでの汽車代にもならないだろう。

　誘拐でもない家出でもない。となれば後は事故しかない。

　あの日マコトがカメラを持って港の方に行ったことだけは間違いない。そこで戦せん闘とうに巻き込まれ、怪け我がをして帰れなくなったのか。しかしどこの病院に訊たずねてみても、負傷したマコトを診みたという人は現れなかった。

　ではマコトは一体どこへ行ってしまったのか。

　戦闘から逃れようとして足元を誤り、海に落ちてそのまま死んでしまったと考えるのが最も可能性が高い。死体が上がらないのは潮しおに運ばれて沖に流されていってしまったからだろう。関係者はすでにその方向で話を片付けつつあり、アンジェラの父ロベールも、マコトの父イサミに『極めてお悔やみに近い励ましの言葉』を送った後、カシマ家との関係を考え直し始めている。

　しょせんは政略結婚である。ロベールにとってカシマは、無数にある提てい携けい相手候補の一つでしかなく、提携条件が崩れたとなれば付き合いが浅くなるのは当然のことであった。

　だがアンジェラにとっては違った。アンジェラにとってマコトは、ただ一人のかけがえのない存在なのである。

「マコト様が死ぬはずがありません。マコト様は泳ぎが非常に得意です！　溺おぼれるなんてことはあり得ません」

「ですから、事故だと申し上げるのです。あの日、レヴァンテの赤い亡ぼう霊れいと軍の戦闘で、港は大混乱であったと聞いております。怪我人も大勢出ました。マコト様も怪我をされたでしょう。いかに泳ぎが達たつ者しやでも、体が不自由な状態であればどうにもなりません」

「それは想像です！」

「いいえ。これが論理的な帰結というもので……ああ」

　言い過ぎに気付いたか、運転手は喉のどの奥で嘆なげいた。

「ご無礼をお許しください。お嬢じよう様が生まれたときからお仕つかえしている者として、言わずにはいられなかったのでございます。……お嬢様のお気持ちはこの爺じいも痛い程分かります。ですが、忘れるのです。忘れた方がいいのです。マコト様もそれを望んでおいででしょう。どうか、死者に囚とらわれますな。死者に連れて行かれます。爺はお嬢様を看み取とりたくなどありません」

「……」

　アンジェラはつい先程、警けい察さつ署長に聞かされた言葉を思い出す。

『お気の毒ですが、これ以上はもう……』

　遺い体たいが上がらないことを根拠にアンジェラはマコトの生存を信じていたが、それが願望に過ぎないことは自分でも薄々分かっていた。

　もう三週間が過ぎているのだ。

　認めたくない──今日きようまでアンジェラを動かしてきたのは、ただその一心であった。

　しかしそれももう限界だ。喪失感は日に日に増している。マコトはもういないのだ。

「……うっ」

　アンジェラは窓を閉めてうつむいた。こぼれそうになる涙を必死でこらえる。

　運転手は帽子を目ま深ぶかに直して、それに気付かないふりをした。

　車中は完全に無言。静かなエンジンの響ひびきだけが聞こえる。

　自宅付近に戻ってきたところで、運転手は意を決したようにアンジェラに話しかけた。

「お嬢じよう様、ご旅行などはいかがでしょうか？」

「そんな気分では……」

　アンジェラは不愉快そうな顔をしたが、運転手は構わず話し続ける。

「ちょうど夏のいい季節でございます。しばらくアズールを離れてみるのも悪くはないかと。……マコト様のことを忘れろ、とは申しません。ですが、お嬢様には休息が必要だとお見受けします」

「旅……」

　それも悪くはないかも知れない、とアンジェラは思った。旅に出れば一人になれる。

　家族も使用人もいないところで、一人っきりで、誰だれにも邪じや魔まされずにマコトとの思い出にひたって──思いっきり泣きたい、とアンジェラは思ったのだ。
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　西の空には金色の太陽。昼間の容赦ない輝きも今はなりを潜ひそめ、穏おだやかな光を振り撒まきながらゆっくりと水平線に向かっている。

　海うな原ばらもまた金色。たわわに実った麦畑にも似た世界の中央に、三本の黒煙がたなびいていた。その出所には三本の煙突。煙突の下には白亜の建造物を抱えた船体があった。

　豪華客船ヴィーヴル号──乗員乗客合わせて三百人程度と、客船としてはそれ程大きくはない。船体もどちらかといえば古めだが、磨き込まれた床や手すり、年代物の艤ぎ装そうなどが新しいものには持ち得ない優雅な気品を生み出しており、経験豊かなスタッフが提供するサービスと相まって、地中海の旅行者に人気の船である。もっとも、その乗船料金の方も相当なものであり、一般庶民は到底乗れない高たか嶺ねの花はなでもあるのだが。

「ミリアム、待ってよ」

　そのヴィーヴル号の広い主甲かん板ぱんで、マコト・カシマは車椅い子すを追いかけていた。

「嫌いやだって言ってるでしょ！」

　ミリアムは振り返らずに答えると、主甲かん板ぱんを縦じゆう断だんして舷げん側そくの遊歩道プロムナードへと車椅い子すを進ませる。

　マコトはつかず離れず二メートル程の距離を保ってその後に続く。その表情は戸惑いでいっぱいだ。

「ねえ、待ってってば。なんでそんなに怒ってるのさ？　うわっ！」

　訊たずねた瞬しゆん間かんミリアムが急ブレーキをかけたものだから、マコトは危うく車椅子に追突しそうになった。ぎりぎりのところで車椅子を回かい避ひして、たたらを踏むような感じでその前に出る。

　どうにか体勢を立て直して振り返ると、ミリアムは大きなオリーブ色の目をつり上げてこう言った。

「なんで怒ってるのかって？　マコトが私の写真を撮とろうとするからじゃない！」

「ええ!?」

　マコトが素すっ頓とん狂きような声を出すと、ミリアムはマコトをきつくにらみ付けた。その迫力にマコトは思わず小さくなり、ミリアムの本業を思い出す。

　この車椅子の少女、ミリアム・トラエッタは、反政府勢力〝レヴァンテ〟のパイロットなのである。深紅の機体を自在に操あやつり、わずか一年で百機以上を撃げき墜ついしたと言われる超凄すご腕うでの。ストーリア軍は畏い怖ふを込め、彼女を〝赤い亡ぼう霊れい〟と呼ぶ。「捉とらえたと思ったらかき消える」「まるで実体がないみたいに、いくら撃うっても当たらない」のがその由来だ。

　先月の下旬、レヴァンテがアズール市で起こした事件に巻き込まれたマコトは、赤い亡霊の芸術的な飛行、そしてミリアムの美しさに惚ほれ込み、レヴァンテの雇われカメラマンになった。

　このときマコトは、偶然目撃したミリアムの裸身を「あまりに綺き麗れいだったからつい」勝手に写真に撮り、ミリアムの逆げき鱗りんに触れている。

　その後色々あってマコトはミリアムの信頼を取り戻し、ついに今日きよう、ミリアムは、「撮ってもいい」とマコトに告げたのであった。

　もちろんマコトは狂きよう喜き乱らん舞ぶした。マコトがレヴァンテと行動を共にすると決めた動機はただ一つ、ミリアムをモデルに写真を撮りたかったからなのである。なのに、

「撮ってもいいって言ったのになんで撮ろうとしたら怒るのさ!?」

　困惑と、ちょっとした怒りも混ぜてマコトは言い返す。だが、

「程度ってものがあるでしょ！」

　ミリアムはその倍の勢いで言い返してきた。

「撮ってもいいとは言ったけど、朝から晩までレンズ向けっぱなしにされるなんて普通思わないでしょ！　移動中も食事中も読書中もずっと見られてるとかあり得ない」

「いや、それはだって……一瞬だって目をそらしたくなかったから」

「──っ」

　瞬間、ミリアムの顔がぼっと赤くなった。

　マコトはそれに気付かず、

「どれも人に見られて困るようなことでもないじゃない」

「そういう問題じゃないでしょ。とにかく前ぜん言げん撤てつ回かい！　撮さつ影えい禁止！　分かった？」

「分からないよ！　……ねえ、何が悪かったかちゃんと言ってよ。直すからさ」

　マコトは腰を落とし、車椅い子すのミリアムと目の高さを合わせて訴えた。ミリアムは罪悪感を覚えたかのように唇をむにむにと歪ゆがめてしばし言葉に詰まり、

「じ、自分で考えなさい」

　視線を背そむけてそう言い放つと、車椅子をターンさせてマコトから離れた。

「ミリアム」

「ついてこないで！」

　マコトは反射的にミリアムの後を追いかけようとしたが、その言葉に動きを止める。
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　ミリアムは近くにあったドアを開けて船内に消える。そのドアが完全に閉まるのを待って、マコトは長くため息をついた。首にかけっぱなしにしていたカメラをバッグにしまうと、うなだれてとぼとぼと甲かん板ぱんへと戻る。

　舳へ先さきへ。手すりに寄りかかって見るともなく夕日を眺めていると、背後でドアを開け閉めする音が生まれた。

　振り返ったマコトはポニーテールのメイドがきょろきょろしているのを発見した。ミリアムの姉のような存在でもある、メイドのマルだ。

「マルさん」

　マコトは呼びかけ、手を挙げて存在を示した。それに気付いたマルがマコトの方へとやってくる。

　マルを迎えながら、マコトはふと視線を上へと向けた。

　地中海をゆっくりと北上する、豪華客船ヴィーヴル号。白亜の上部構造が、夕日を浴びて金色に輝いていた。

「さすがは『一生に一度は乗ってみたい船ナンバーワン』」

　ほれぼれするような美しさである。

　ちなみにヴィーヴル号は『新婚旅行で乗ってみたい船』アンケートでも堂々の一位を獲かく得とくしているが、今回マコトとミリアムがこの船に乗り込んでいるのは、もちろん新婚旅行のためではない。

　では一体どういう事情なのかというと──話は数日前にさかのぼる。
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　六月の下旬、政府軍はストーリア南部にあるシェンナの街に軍を派は遣けんし、そこに潜ひそんでいた反政府勢力レヴァンテのアジトを急きゆう襲しゆうした。レヴァンテは直前に完成していたミリアムの新型機でこれに対抗する。政府軍はアジトの制圧には成功したが構成員の逮捕には至らず、用意した部隊もミリアム一人にほぼ壊かい滅めつさせられるという失態を演じることとなった。

　一方のミリアムたちも、戦せん闘とうには勝利したと言っても、街には戻れなくなってしまった。逃亡者となった一行は官かん憲けんの目をかいくぐりつつレヴァンテの本隊と連絡を取り、シェンナから南東に数百キロの海上に浮かぶマローネ島を、当座の潜せん伏ぷく先と定めた。

　マローネ島はワインの原料となる葡萄ぶどうの産地で、少数の農家が点在するのんびりとした島だ。

　その農家の一部がレヴァンテに協力するようになったのは、度たび重かさなる増税が原因であった。増税により値段が上がれば売り上げは落ちる。ワインの売り上げが落ちれば葡萄農家の収入も落ちる。収入がなければ生活は成り立たない。代々守ってきた畑を手放さなければならないところまで追い込まれたその農家に、レヴァンテは資金援助を申し出て仲間にしたのである。

「ようやくベッドで寝られるか」

　マローネ島に到着した夜、一行のまとめ役であり、ミリアムの機体〝リナシメント〟の整備主任的な立場にあるバランは、そう言って首の骨をぽきぽき鳴らした。

　七月に入ると軍による捜索は下火になったが、一行はマローネ島への滞在を続けた。シェンナに替わるアジトがすぐには用意できなかったからである。多くのメンバーはこれを喜んだ。

　三年前の国営鉄道の爆ばく破は事件を皮切りに、レヴァンテは今こん日にちまでずっと政府と戦い続け、気の抜けない日々を送ってきた。それがこの国を良くするためだと信じてはいたが、しかし信念だけでは人間は動き続けることはできない。たまには休きゆう養ようが必要だ。皆、そう考え、葡萄ぶどう畑の広がるこの島での暮らしを楽しむことにした。

「土いじりもやってみると楽しいものだな」

「本当にな。風も気持ちいいし。引退後は農家になろうかな。あ、ミミズ発見」

　畑に水を撒まきながら楽しげに目を細めるレヴァンテのメンバーたち。

　昼は畑仕事をし、夜は上等のワインを飲んでぐっすり眠る。その穏おだやかな日々の中、一人だけ、眉み間けんの皺しわを増やし続ける少女がいた。ミリアムである。

「みんないつまでこうしてるつもりなの！」

　ある日の晩、食堂に集つどってワインを楽しむ一同の前で、ミリアムはテーブルをぶっ叩たたいて力説した。

「こんな辺へん鄙ぴな島でのんびり畑仕事なんかしてる間に、政府は新しい法案を──自由を奪う法案をいくつも成立させている。軍だってどんどん増強されていく。レヴァンテは組織力で負けているのだから、時間をかければこちらが不利になるだけ。ミミズなんかいじってないで一刻も早く活動を再開しなくちゃ！」

　食堂が静まり返った。大人おとなたちは顔を見合わせる。

　ミリアムは自分の飛ばした檄げきが十分に作用したのだと思って笑みを浮かべたが、直後、

「ぷっ」

　誰だれかが吹き出す。それを皮切りに、食堂は爆ばく笑しようの渦に包まれた。

「あーはっはっはっ」

「ちょっと！　なんで笑うの!?」

「若いなあ。眩まぶし過ぎる」

「おじさんにもミリアムみたいな頃ころがあったよ」

「いいから飲め。ここのワインはうまいぞ」

「いらない！」

　ミリアムは頰ほおを膨ふくらませて食堂を出て行く。マコトは慌ててその後を追い、

「休めるときには休むべきだよ」

　とか、

「みんなだって本心ではすぐに活動を再開したいんだよ。でも命令が来ないからほら」

　などとフォローする。

　ミリアムとて状況は分かっているから、マコト相手にひとしきり愚ぐ痴ちってしまえば気持ちは収まるのだが、何日かするとまた同じようなことの繰くり返しだ。

　ミリアムがこのように苛いら々いらしているのは、小さな島に足止めされている、という状況もさることながら、「ここしばらく飛んでいない」「この先も飛べるようになる目め処どが立たない」ことの方が、より強く影えい響きようしている。

　ミリアムの愛機であるリナシメントにはどこにも異常はない。いつでも飛び立てるよう十分な整備を済ませてある。

　機体は万全。パイロットであるミリアムにもなんの問題もない。しかし燃料がなかった。

　マローネ島は収しゆう穫かく期以外には外部の人間がほとんどやってこない僻へき地ちである。暖房は薪まき、明かりは菜種油という環境だから、航空機に使うような燃料の備蓄があるはずもない。島に到着した日を最後に、ミリアムは一度も空を飛んでいなかった。おまけに島の道路はろくに整備されていなくて、車椅い子すでの移動は極きわめて困こん難なん。ストレスもたまろうというものである。

　マコトはなんとか機き嫌げんを取ろうと努力した。しかしミリアムの機嫌は一時は改善しても、すぐ元に戻ってしまう。そう遠くないうちにぶち切れるのは明白であった。

　ある日とうとうミリアムは夜中に島中のガソリンをかき集めてリナシメントに注ぎ込み、行き先も決めずにフルスロットルで霧きりの中に消えた──という夢をマコトが見た朝、マローネ島に一隻せきの船がやってきた。

　遠目には単なる貨物船に見えたその船は、近づくといくつもの対空機銃を備え、随ずい所しよに装甲を施ほどこした戦せん闘とう艦かんであることが分かる。レヴァンテの旗き艦かん〝グランセオーラ〟だ。

　島にいたレヴァンテのメンバーはその知らせを聞いて驚おどろいた。グランセオーラの寄港は予定されていたものではなかったからだ。皆はすっかり板についてきた畑仕事を中断して、大急ぎで船着き場へと集合した。

　グランセオーラは岸から百メートル程離れた沖に錨いかりを降ろした。島の船着き場は小さ過ぎて入港できないのだ。岸に集まった多数の目に見守られる中、グランセオーラの甲かん板ぱんから何艘そうかのボートが下ろされた。手こぎのボートは思い思いの速度でこちらへと向かってくる。先頭のボートに、レヴァンテの首しゆ魁かいである、アントニオ・コンタリーニが乗っていた。

「おじさま！」

　その姿を認めるなり、ミリアムが弾はずんだ声を出した。

　アントニオは好こう々こう爺や然として手を振る。ボートがゆっくり接岸し、アントニオは足下を確かめながら桟さん橋ばしへと移った。

「おお、ミリアム」

　上陸したアントニオは車椅子の少女に笑みを向けて、

「おうおう、久しぶりだのう。元気でやっていたか？」

「うん！」

　アントニオはミリアムの頭を撫なでる。まるっきりの子供扱いであるが、ミリアムは怒りもせず、むしろ目を細めてうれしそうだ。

「ずいぶん慕したってますね。まるで本当の祖父と孫みたいだ」

　二人を眺めてマコトがそう漏もらすと、隣となりのマルが「んふふ」と笑って、

「妬やけます？」

「何ですぐそういう話にするんですか……」

　マコトはうなだれてため息をつく。

　突然ミリアムが「きゃっ」と叫んだ。

　続いて乾いた平手の音。

　何事かと振り返ると、ミリアムが涙目で胸を押さえおり、その向かいに立つアントニオの頰ほおには真っ赤な手形が浮かんでいた。

「何をするんだミリアム。ちょっと成長を確かめてやろうとしただけじゃないか」

「頼んでないっ！」

　打たれた頰を押さえて嘆なげくアントニオに、胸を押さえたミリアムが怒ど鳴なりつける。

「そう邪険にせんでもいいだろうに。そうだ、いいことを教えてやろう。この私が揉もんだ乳で、大きくならなかった乳は一つもないのだぞ」

「そういう問題じゃない」

　ミリアムはしばらくアントニオをにらみ付けていたが、やがて根負けしたようにため息をついた。

「……ところでおじさま、今日きようはどうしてこの島に？」

　ミリアムがそう訊たずねた瞬しゆん間かん、その場の空気が一気に緊きん張ちようをはらんだ。

　予定外の来訪である。ということは予定外の事態が起こったのだという推測が立つ。

「もしかして、何か良くないことが？」

「そんなことはないよ。今日君たちのところに来たのは……」

　桟さん橋ばしにはグランセオーラからやってきたボートが次々に接岸し、人や、積んでいた木箱などを陸揚げしていた。アントニオは近くにいた男に命じて木箱のいくつかを開けさせる。と、その中には色とりどりの果物くだものやハム、チーズやパスタなどの食材が、ぎっしりと詰まっていた。

　おおお、とどよめきが走る。

「ちょっと慰い労ろう会かいでも開こうかと思ってね」







「んーまーいっ！」

「この島の飯もうまいけど、毎日同じようなものばかり食ってるとさすがに飽きるもんなあ」

　アントニオが持ってきた食材は直ただちに、レヴァンテの面々が世話になっている、島で一番大きな農家へと運ばれた。アントニオが連れてきた料理人が存分に腕を振るい、島では滅多に味わえない、本土式のストーリア料理を供する。メイドたちは酒を運んでひっきりなしに行き交い、食堂には楽しそうな笑い声が途切れることなく続く。メンバーの一人がテーブルに飛び乗り、ジョッキを掲げて歌い出した。たちまち声をそろえた大合唱が始まる。

「くぉらマコト！　飲んでるか？」

　三脚を立てて宴うたげの様子を撮さつ影えいしていたマコトのところに、酔ったバランとピエトロがやってきた。

「ええ、まあ」

「噓うそはいかんな。俺おれは見ていた。お前はさっきから撮とってばかりで全然飲んでない。飲め」

　ずいっ、とジョッキを押しつけられる。

「あんまり好きじゃないんですけど……」

「なんだとぅ!?」

　バランは絡み酒であった。普段は皆のまとめ役として頼れるところを見せているのだが──だからこそ、だろうか──裏では結構ストレスがあるのかも知れない。

「やめてください工場長、マコトくん本気で嫌いやがってますよ」

　赤い顔でピエトロが取りなす。こちらは顔が赤いだけであまり酔っていない様子。だが、

「こういうことはきっちり説明して、相手に納得させてからじゃないとダメですよ。いいかなマコトくん。レヴァンテは君も知っての通り中ちゆう枢すう部ぶを海上に置いている。と言うことは船に乗る機会が必ずある。ところで船の上での一番の貴重品はなんだか分かるかな？　水だ。真水は陸から汲くんでいかないと、海の上では非常に手に入れにくい。そして水って奴やつは腐るんだな。長期の保存が利きかないから、長い航海では真水が飲めない状況なんてしょっちゅうだ。だから船乗りは酒が飲めなくちゃいけない。つまるところ船乗りはこれすなわち酒飲みであり……」

　真っ赤な顔で何とも気分良さそうに、ピエトロは酒と航海の切っても切れない関係について長ちよう広こう舌ぜつをぶつ。やっぱり酔っているのだ。これは何というのだろう。蘊うん蓄ちく酒？

「ゴチャゴチャうるせえ！」とバランが怒ど鳴なった。「お前はいつもそうだ。頭でっかちで屁へ理り屈くつばっかり言いやがる。若いんだから勢いでつっぱしらんか！　ほれ！」

　とバランはピエトロに文句を言いつつ、なぜかマコトへとジョッキをつきだしてくる。

　飲まなければ解放してくれない雰囲気だ。マコトは意を決してジョッキに口を付け、ビールを一息に──なるべく味が分からないように──飲み干した。

「うっぷ」

「やあ、なんだいけるじゃねえか。ささ、もう一杯。おーおー見事な飲みっぷり。この調子でどんどんいこうか」

「いや、あの本当にもう結構なんで……」

「大丈夫だよマコトくんの体格ならまだいける。そうだね、後一リットル……半はいけるはず。僕の計算に間違いはないから安心して飲みなさい」

「そういうことじゃなくて……あ、つまみがないじゃないですかつまみが。僕もらってきます。空すきっ腹ぱらに飲むのは良くないんですよ」

　マコトは早口でそう言うと、ピエトロが返事をする前に立ち上がった。手早く三脚を畳んでその場を離れる。もちろんつまみを持ってくるつもりなどない。逃げるための口実だ。

　十分に距離を取ったところで振り返ると、バランとピエトロはグランセオーラのメイドの一人を摑つかまえて、「マコトが女の子になった!?」と驚おどろいていた。







　酒宴では政治の話も今後の作戦の話も、誰だれもしなかった。ただひたすらに飲み、歌い、踊る。美食を食らい、笑い、下品な冗談を言う。

　座の中心にいるのはアントニオだ。一同の中で最も小柄な老人が、誰よりも食べ、飲み、大きな存在感を放っていた。

　アントニオを囲む人の輪は皆陽気に酒を酌くみ交かわし、笑い合う。

「……不思議な人だよなあ」

　一見ただの好こう々こう爺や。その実スケベジジイ。武装勢力のリーダー、という肩書きがこれほど似合わない人物もそういないだろう。そのアントニオは、十年と少し前まで閣僚であった。アントニオの在任当時のことをマコトは知らない。聞いた話によれば、あまり評価されることのない地味な仕事を、しかし着実にこなすタイプであったらしい。

　政治闘とう争そうに身を投じることもなく穏おだやかに引退した彼が何故なぜ反政府活動など始めたのか、マコトは疑問に思うが、訊きいてみたことはない。

　昼過ぎに始まった酒宴は日が落ちてからも続いていたが、夜が深まるにつれ、一人、また一人と酔いつぶれて脱落するものが現れた。そうして日付が変わる頃ころには大半が酔いつぶれ、宴うたげはお開きとなった。

「マコトくん、ちょっといいか？」

　マコトがメイドたちと一緒に皿を片付けていると、アントニオが隅すみのテーブルからマコトを呼んだ。同じテーブルにミリアムも座っている。

「はい。ちょっと待ってください」

　マコトは持っていた皿を厨ちゆう房ぼうに下げてから、アントニオのところへ行った。

　座の中心で一番吞のんでいたはずなのに、アントニオの顔色は普段とほとんど変わりがない。

　アントニオは目顔で座るように言った。

　マコトはアントニオのはす向かい、ミリアムの隣となりに腰を下ろす。ミリアムの方を見るが、ミリアムは黙って首を傾かしげた。まだミリアムも何も聞いていないらしい。

「さて」とアントニオが言った。「君たち、豪華客船に乗ってみたくないか？」

「豪華客船……ですか？」

「そう。私の親しん戚せきが所有している船でな、ヴィーヴル号という。ストーリアトラベル社の『一生に一度は乗ってみたい船アンケート』第一位、『プロポーズされたい船アンケート』第一位、その他諸もろ々もろ、なりは小さいが大層評判の良い船だ」

「豪華客船……ねえ」と、ミリアムはあまり乗り気でない様子。

「乗ったことあるの？」

「ヴィーヴル号じゃないけど、その手の船には結構乗ってる」

　そう言われてマコトは、ミリアムが元は航空機メーカーの社長令れい嬢じようとして、裕福な暮らしをしていたことを思い出した。

「でもなんで急にそんな話を？」

「うむ。君らの日ひ頃ごろのがんばりに応じて特別休暇を……」

　マコトの問いに答えていたアントニオが、不意に言葉を途切れさせた。何事かとその視線と辿たどると、ミリアムが半眼でアントニオを睨にらんでいる。

「……すまん、噓うそだ。実は君たちにちょっと面倒な任務を頼みたい」

「任務？」

「うむ。簡単に言うと要人の護ご衛えい……いや、秘密会合の警けい備びだな」

　マコトとミリアムは顔を見合わせた。

「あの、話がよく見えないんですが」

　護衛だか警備だか、いずれ武力の必要なことなら他ほかに適任者がいくらでもいる。見習いカメラマンや脚の不自由な少女に頼むようなことではない気がする。

「うむ。順を追って話そう。……我々レヴァンテはディーナ・フォールトの軍拡政策を批判し、この国を軍事国家へと作り替えようとしている現政権を打倒するために活動している。その手段の一つとして、現体制に不満を持つ議員に密ひそかにアプローチをかけている」

　レヴァンテによる反政府活動がこのまま各地で継続すれば、それを鎮ちん圧あつできないディーナは責任を問われることになる。しかしディーナが解任されたとしても、その後あと釜がまが彼女と同じ派閥の人間で、軍拡路線を継続するのでは意味がない。レヴァンテはディーナ個人を憎んでいるのではなく、あくまでも彼女の政策、やり方を否定しているのである。

　ディーナを追い落としたら終わりではない、「その後」を考えなくてはならないのだ。

「……アントニオさんは政界に復帰するつもりってないんですか？」

　マコトはふと気になったことを訊たずねてみた。

「馬ば鹿か。賞金付きで指名手配されてるのに、選挙に立候補なんてできるわけないじゃない。出ていった瞬しゆん間かん逮捕される」

「あ、そうか」

　ミリアムに突っ込まれてマコトは自分の頰ほおを叩たたいた。

「それがなくても、こんないつ死ぬか分からん老いぼれが復帰しても役に立たんだろう。さて、話を戻すぞ。……長らく続けていた工作が最近ようやく実を結び始めてな、とある議員が我々への協力を申し出てくれた。交渉は順調に進み、来週直接会って最終合意に至る予定だ」

「その会合をヴィーヴル号で行うのね？」

　ミリアムの問いにアントニオはうなずき、

「議員とはタルキア行きの便の中で、偶然乗り合わせた乗客同士という形で接触する」

「タルキア帝国」

　呟つぶやきながら、マコトは脳裏に地図を描いた。ストーリアを出て地中海をひたすら東に、突き当たりまで進めばそこが砂漠と信仰の国、タルキアだ。

「……というところまではすぐに決まったのだが、ここで一つ問題が発生した。タルキア行き航路には近ちか頃ごろ海賊が出没するらしい。大事な会合を万が一にも邪じや魔まされては面白くないが、かといって大部隊で護ご衛えいするわけにもいかない」

「そんな派手な行動を取っては『秘密』会合の意味がなくなってしまいますね」

「その通り。ところでヴィーヴル号には一機分だけだが格納庫が備わっている。飛行機を積み込めるのだ」

「珍しいですね」

「うむ。この船の元オーナーが、自分だけ逃げるために設置したものだ」

「……うわ」

「最低」

　少年少女の素直な反応にアントニオは苦にが笑わらい。

「しかし我々としては好都合だ。そこに機体を隠しておけば外からは見えないし、海賊が襲おそってきても素早く飛び立って応戦できる」

「ああ、なるほど」とマコトは手を打った。「つまりリナシメントをそこに待機させておいて、万が一海賊が現れたら迎げい撃げきに出る、と」

「そういうことだ。海賊連中はあくまでも商売で襲ってくるわけだから、予想外の反撃を受ければすぐに退散するだろう。万一本格的な戦せん闘とうになっても、リナシメントとミリアムならそこらの海賊に遅れを取ることはあるまい。それ以前に海賊と遭そう遇ぐうしない可能性の方が高いだろうが。どうだ？　やってくれるか？」

「もちろん」とミリアムは即答した。「これで久しぶりに飛べる！」

　ミリアムは満面に笑みを浮かべ、喜びに全身を震わせた。

「海賊が出てこなかったら出番もないんじゃ……」

　とマコトが突っ込むが、ミリアムは聞いちゃいない。

「マコトくんには会合の写真を撮とってもらいたい。……相手の議員とこちらの顔がはっきり分かるように、な」

　その意味するところを考えて、マコトは表情をかすかに強こわ張ばらせた。万が一その議員が翻ほん意いした場合、マコトの写真が突きつけられるのだろう。「裏切りは身の破滅を意味するぞ」と。事態に深入りをしていいのだろうか。いや、マコトがいてもいなくても状況は何ら変わらない。自分はただ、その場を「見てるだけ」──マコトはそう考えることにした。

「では明日の朝早さつ速そく出発してくれ」

「ええっ！　そんな急に」

　とマコトは驚おどろいたが、ミリアムは一分一秒でも早く飛びたいのだろう、嬉き々きとして厨ちゆう房ぼうに飛び込むと、後片付けをしていたマルを引きずり出してきて荷造りに取りかかる。

　マコトも自室に戻って旅の用意を始めた。着換えや身の回り品をトランクに詰め込み、カメラとレンズをチェック。さてフィルムはどれを何本持っていけばいいだろうか、と考えながら写真用品を納めた引き出しを開けたところで、部屋のドアがノックされた。

「ミリアム？」

　違った。ドアの向こうに立っていたのはアントニオであった。

　アントニオは中に入ってくると、後ろ手にドアを閉めて部屋を見回した。マコトが椅い子すを勧すすめると「すぐに済む」とそれを断り、やけにシリアスな顔で、

「マコトくん。君にもう一つ、極秘任務がある」

「……ご、極秘任務？」

「実を言うとさっきの話は噓うそだ」

「ええっ!?」

「いやいや、完全な噓というわけではない。議員との会合はきちんと行われる。が、護ご衛えいが必要だというのは全くのでっち上げだ。タルキア方面に海賊が出るなんて話はここ十年聞いたことがない。仮に海賊が出るとしても戦せん闘とう機で抵抗する意味なんぞ全くない。金かね目めのものを差し出せばそれで終わりだ。その方が安全だしずっと安上がりにことが済む」

「じゃあ何であんなことを？」

　アントニオはいたずら小僧のような笑みを見せた。

「ミリアムを船に乗せる……もっとはっきり言えば遊びに行かせるためさ。最近の様子は聞いている。あの子は真面目まじめ過ぎて息の抜き方を知らん。馬ば鹿か正直に『当分暇ひまだから遊んでろ』などと言ったら暴あばれ出しかねん」

「ああ……そうですね」

　つい先程アントニオが「特別休暇を」と言ったときのミリアムの反応、それ以前のあれやこれやを思い出して、マコトはうめきにも似た声を出した。

「ミリアムの意気込みは好ましい。しかしだ。わしはあの子に戦うだけの存在になって欲しくはない。レヴァンテの活動が終結したとき、あの子が機銃を撃うたずに済むようになったとき、やることが分からずに途方に暮れてしまうのは悲しいだろう。あの子はまだ若いのだ。遊べるときに遊んで、生きる喜びというものをしっかりと知って欲しい……というのは大げさだろうか？」

「いえ。何となくですけど分かります」

　以前ミリアムは自分が飛べなくなったと知って死のうとした。「空を飛ぶ」以外の喜びを知らなかったからだ。それは純粋で、しかし脆もろい生き方だ。アントニオはそんなミリアムを危き惧ぐしているのだろう。

「極秘任務などと大げさなことを言ったが、まあ簡単に言えば、ミリアムに夏休みを過ごさせてやって欲しい、とそういうことだ」

「任せてください！　必ずミリアムに『楽しかった』と言わせてみせます！」

　マコトはアントニオの両手を握って答えた。ミリアムを楽しませろ、笑顔で過ごさせろということなら、マコトに断る理由はあるはずもないのであった。
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　しかし「楽しい夏休み計画」は、初しよ手てから躓つまずくことになった。

　ミリアムはリナシメントで飛んでいくつもりだったのだが、人目を避さけるために機体は貨物に偽装されて船積みとなった。もっとも、マコトとミリアムの他ほかにマルも同行する必要があった──ミリアムの風呂の世話などはマコトでは無理だ──から、最大でも二人乗りのリナシメントで移動するのは最初から不可能だったのだが。

　ともあれリナシメントは一度も陽ひの下に姿をさらすことなくヴィーヴル号の格納庫に収まり、ミリアムは一度も愛機に触れずに客室に収まった。

　第二の躓きは船内の段差であった。豪華客船ヴィーヴル号は優雅で豪華な内装を施ほどこされた、まさしく海に浮かぶ高級ホテルであるが、基本的にはやはり船であるから、全すべての通路が十分な広さを持っているとは言えない。あちこちに段差もある。限られた面積に多数の施設を盛り込んだために上下に広く、階段が多い。エレベーターは設置されているが、これも狭い。

　車椅い子すのミリアムにとって、これほど動きづらい場所はそうそうないだろう。

　おまけに船の上は揺れるのだ。健常者なら無意識にバランスを取れる程度の揺れでも、車椅子の車輪は容赦なく転がり出してしまう。一いつ見けん平らでもまったく気が抜けない。

　船の環境に気付くと、マコトはミリアムが快適に過ごせるよう、普段の何倍も気を配った。その甲斐かいがあったのか、乗船してからのミリアムは島にいた頃ころよりずっと上じよう機き嫌げんで、笑顔も見せていたのだが、つい先程その笑顔も消えてしまった。

　マコトは甲かん板ぱんの手すりに寄りかかり、やってくるマルを迎えた。

　マルはマコトが一人でいることに首を傾かしげ、きょろきょろ左右を見回しながら、

「あら？　お嬢じよう様と一緒ではなかったのですか？」

「よく分からないんですけど、なんか急に怒っちゃって……」

　マコトはつい先程あったことを話した。

　話を聞いたマルは、まず長々とため息をつき、それから、マコトに「かわいそうな生き物を見る目」を向けた。

「え、ちょ、なんですかそれ!?　僕そんなにおかしいですか？」

「疑問にすら思わないですか……重症ですね」

「え!?　だって撮とってもいいって言ったのはミリアムですよ」

　マルは再度ため息をつき、それから子供を叱しかるときのように、両手を腰に当てた。

「撮ってもいいって言われたからって、どこへ行くにもべったり張り付いて、ずっと見ているとか、さすがにやり過ぎですよ。自分だったらどう感じるか想像してください」

　言われたとおりにマコトは想像する。相手は……とりあえずマルとしておこう。朝起きて、朝食の席に行くとマルがいる。マコトが食べる様子をじっと見ている。散歩に行くとカメラを持ってついてくる。お茶にするとテーブルの対面に三脚を立て始める。さすがにトイレにまではついてこないが、用を済ませて出てくると、そこでカメラを構えている。

「……うわ……」

「監視、というか拘束されてる気がしません？」

「はい。すごくうざいです」

　自分の有あり様さまがまんまストーカーだったことに気付いてマコトはうなだれた。

　撮ってもいいよ、と言った手前、ミリアムはずっと我慢していたのだろう。

「……また失敗してしまった」

　どうしてこうなのだろう。

　撮影を始めると周りが見えなくなるのはいつものことだが、それでも普段はぎりぎりのところで自制が働いている。ところがミリアムを相手にしたときだけはそれができない。暴走してしまう。没我の境に入ってしまうものだから自制もクソもないのだが。

　己おのれの人間的な問題点を目まの当たりにして、マコトは打ちのめされた気分になった。よくも今まで警けい察さつのお世話にならずに生きてこられたものだ。

　ちょっと泣きが入ったマコトを見てマルは苦にが笑わらい。

「まあマコトさんがそういう人だというのは、お嬢じよう様も分かってはいますよ」

「……それはそれで泣けますけど……」

　変態のやることだからしょうがない、というような納得のされ方をされるのはちょっと、いやかなり悲しい。

「……とにかく急いで謝あやまった方がいい、ですよね？」

「どうでしょうか」

　マコトは同意を求めたつもりだったのだが、マルは首を傾かしげて否定的な態度。

「お嬢様も今はまだ頭に血が上ってるでしょうし、すぐに謝りに行っても聞く耳は持たない、逆にますます怒らせることになりそうです。『あんたまさか、謝れば済むとか思ってるんじゃないでしょーね？』とか」

「……はは」

　声マネ付きの未来予想にマコトは引きつった笑いを浮かべる。いかにもミリアムの言いそうなことである。

「じゃあしばらく時間を置いて……」

「ですね。明日以降の方がいいと思います。私の方からもフォローしておきますから」

「すいません。よろしくお願いします」

　殊勝に頭を下げ、

「しっかし、面倒くさい性格してるよなあ」

　思わずぼやくマコト。と、

「……誰だれが？」

「そりゃあミ……っ！」

　やばいと思って振り返る。目め眩まいがする程の既視感を覚えつつ視線を下げると、いつの間に戻ってきたのかミリアムが、両目に爛らん々らんと怒りを燃やしてそこにいた。

「私も大人おとなげなかったかな、と思って謝あやまりに来ればこれだものね……」

「ミ、ミリアム。これはその、違うんだ」

　と、マコトは浮うわ気き現場を押さえられた亭主のようにうろたえる。

　車椅い子すの少女は大きく息を吸い、

「馬ば鹿かっ！」

　水平線まで届きそうな声で叫んだのだった。







「ほんっと、デリカシーがないのよねマコトって。そんなに写真のことしか考えられないならもう目ん玉くり抜いて交換レンズはめちゃえばいいのよ。それで空からっぽの頭にフィルムたっぷり詰め込めばちょうどいいと思わない？」

　夜。ベッドに腰掛けマルに髪を梳とかしてもらいながら、ミリアムは舌ぜつ鋒ぽう鋭するどくマコトを罵ののしる。食事もシャワーも終えてもう寝るだけになったというのに、怒りはまだ納まっていない。撮さつ影えいに関するあれこれに加え、「面倒くさい性格」と言われたことを腹に据えかねているのだ。

「マルもマルよ。なんであの変態盗とう撮さつ魔まに色々手助けするわけ？」

「マコトさん、いい人じゃないですか」

「どこが」

「身内でもないのにあんなに親身になってくれる人、そうそういないと思いますよ」

「……それは、分かってるん、だけど……」

「まあ確かにちょっと鈍にぶいところもありますけど、あの年とし頃ごろの男の子なんてあんなものですよ。マコトさんはちょっと特殊かも知れませんけど。『男子って馬鹿ね』くらいの感覚でですね、もっとこう……おおらかに、こっちが大人になった方がいいのですよ」

「ん……」

　ミリアムは唇をへの字に曲げた。言ってることは分かるが素直には聞けない、という感じ。

「まあ無理にとは言いませんけど。そうやって意地になってると、誰だれか別の女の子が現れて、マコトさんはその子に夢中になって、お嬢じよう様には見向きもしなくなるかも知れませんよ。それでもいいんですか？」

「……それは別に私がどうこう言うことじゃない」

「本当にそう思ってます？」

「当たり前でしょ！　私は別にマコトのことなんて何とも思ってないもの。マコトがどこの誰と付き合おうが邪じや魔まなんかしない」

「本当に？」

「本当に！」

　ミリアムは怒気をはらんだ声で答えた。

「そうですか。ではそういうことにしておきましょう」

「そういうことって……。私は本気で……」

「はいはい分かりましたから前向いててください。髪が梳とかせません」

　振り返って抗議しようとするミリアムに無む理り矢や理り前を向かせ、マルはミリアムの髪を梳かす作業を再開した。細く絡まりやすい髪を綺き麗れいに解きほぐしていく。

「撮とられるのが嫌いやだったら、どうして一度はオッケーしたんですか」

「一応世話にはなってるし、恩返し？　みたいな」

　ブラシが動く、髪がほぐれていく。ミリアムは視線を天井に向け、考えつつ言葉を紡つむぐ。

「撮られるのが嫌ってわけじゃ、ないの。実際、朝のうちは何とも思ってなかったし。でもずっと撮られてるうちに段々落ち着かなく、何か恥ずかしくなってきて……」

　すごくいけないことをしているような気持ちになって──これはさすがにマルが相手でも言えなかった。ミリアムは薄い胸を押さえる。昼間の気持ちを思いだしただけで、かすかに動どう悸きが速まっていた。

　マルは静かにミリアムの髪を梳けずる。やがてその作業を終えると、マルはミリアムの頭にナイトキャップをかぶせた。

「はい。おしまい」

「ありがとう」

　言って、ミリアムは毛布へと手を伸ばした。

「明日、マコトさんと仲直りしてくださいね」

「……」

　マルの言葉にミリアムはぴくりと反応したが、聞こえないふりをして毛布をかぶる。

　若草色の毛布にくるまり、栗色の髪を枕の上に散らしたその姿にマルはとれたてのトウモロコシを連想した。

「お嬢じよう様」

「…………………………努力はする」
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　翌朝も目め眩まいがするほどの晴天になった。夏のストーリアは基本的に雨が降らない。晴れ渡る空はどこまでも青く、彼方かなたまでもすっきりと見通すことができた。

　その晴はれ晴ばれとした行く手に、陸地が現れた。近づくと大規模かつ近代的な港と、そこから斜面を駆け上がるように広がる街並みが見えてくる。

　ストーリア西岸で最大の都市、アズール。その姿は海から見ると、山の頂いただきを目指す竜のようにも感じられる。

「マコト」

　甲かん板ぱんの手すりに寄りかかって景色を眺めていたマコトに、ミリアムが斜め後ろから話しかけた。

「き、昨日きのうは悪かったわ。撮とってもいいって言ったのに撮られて怒るとか、無む茶ちや苦く茶ちやもいいところ」

　うつむき気味。頰ほおをわずかに赤くしてミリアムはそんなことを言う。

「いや、僕の方こそ悪かったよ。ミリアムの気持ちも考えないでつきまとって」

「ううん。マコトのせいだけじゃない。私の方も不慣れだったから……」

「いや、ミリアムは悪くないよ。そういうモデルのケアもカメラマンの仕事だから……」

「だからマコトは悪くない！　私が悪いって言ってるんだから素直に聞きなさいよ！　……って何で私また怒ってるの!?」

　はっと我に返るミリアム。マコトがくすくす笑い出した。

「じゃあまあ、昨日の話はお互い悪かったってことで」

「……ん」

　マコトは再び視線を前方、アズールへと向ける。

　アントニオの依頼を受けてレヴァンテと行動を共にする前、マコトはあの街に住んでいた。あれからほんの数週間しか経たっていないはずなのに、かなり長い間遠ざかっていた気がする。今、こうしてかつて住んでいた街を目まの当たりにして、マコトは複雑な気持ちを抱えていた。

　こんなにすぐに戻ってくるつもりはなかった。帰ってきたという気もしない。そのくせ、懐なつかしい顔がいくつも浮かぶ。学校の友人。屋や敷しきの使用人。写真のモデルになってくれた街の人たち。そして、

　──マコト様。

　バラの似合う年下の少女。

　彼らは今どうしているだろう。何も言わずに突然いなくなったことを怒っているだろうか。あの日の選択を間違っているとは思わないが、しかしそのために色々と不義理な真似まねをしてしまったのも事実だ。アズールに目を向けるとそんなことを考えてしまい、純粋に景色の美しさに集中することができなかった。

「……マコト？　大丈夫？」

　マコトの様子が普段と違うのでミリアムは心配になった。が、マコトはミリアムをまじまじ見つめて、

「ミリアムこそ大丈夫？　僕の心配をするなんて……」

「ちょっとそれどういう意味？」

「ごめんごめん。冗談だよ。アズールから例の議員が乗ってくる予定でしょ？　ちゃんと仕事しなきゃ、と思ったらちょっと緊きん張ちようして、それだけ」

　マコトは小さな噓うそをついた。緊張は確かにあったが、それよりもアズールを見て感じたこと──ある少女のことを思い出していたことを、ミリアムに悟られたくなかったのだ。なぜか。







　それから二時間程で、ヴィーヴル号はアズールへ入港した。

　マコトはミリアム、マルと一緒に甲かん板ぱんに上がり、その様子を眺めた。

　船体が岸がん壁ぺきに横付けされ、船腹にある乗船口にタラップが接続されると、乗船手続きを済ませた乗客が続々と乗り込んでくる。タラップの下には日差しを避よけるためのテントが張られ、乗船手続きが行われている。乗船待ちの人々は皆着飾って、見た目には何とも華やかであるのだが、

「うわ、襟えり高っ、ってか真夏にあんなたっぷりしたスカーフって……暑くないのかな、あれ」

「今年の流行なんだって」とミリアム。「一応、あれでも通気性の良い素材で作ってあるらしいんだけど……」

「ふーん。女の人って大変だなあ」

「マコトはああいうの嫌きらいなんだ」

「うん。一いつ生しよう懸けん命めい綺き麗れいに見せようって努力が、なんかあざといって言うか……」

「マコトさん。それ以上言うと世界中の二十歳以上の女性を敵に回すですよ？」

　不意に背後から暗い声。マルだ。

「お嬢じよう様も油断してはいけません。素肌が一番綺麗、なんて言っていられる時期は全然短いですよ。遠くに見えたと思ったらいつの間にか通り過ぎている。それがお肌の曲がり角。日差しは女の敵なんです！」

　びしっ、と言い放ち、マルはミリアムの頭に帽子をかぶらせる。

　と、不意にくすくすという笑い声が聞こえてきた。

「元気そうね、よかったわ」

　そう言いながら現れたのは、ミリアムよりも少し上くらいの女性だった。高めの身長を猫背にして、長い前髪が眼鏡めがねにまで被かぶさっている。身につけているのは耐久性重視な感じのブラウスと、暗緑系のロングスカート。革靴も踵かかとが低く一いつ切さいの飾りがない。シックと言うにはいささか地味過ぎ、はっきり言えば野や暮ぼったい。

「ミラ！」

　その野暮ったい女性を見てミリアムが声を上げた。

「……知り合い？」

「あ、マコトは今日きよう初めて会うんだ。ええっと、」

　とミリアムは互いの紹介をしようとしたが、それより先に女性が声をかけてきた。

「あなたがマコトさんね？　初めまして、ミラ・コンタリーニです」

「コンタリーニ、ということはアントニオさんの身内の方ですか？」

「ええ、娘です」

「えっ」

　予想は当たったが、しかし意外な続柄にマコトは驚おどろく。

　ミラは見たところ二十歳前後、対するアントニオは六十代──正確な歳としは聞いたことがないが、確か七十歳が近いのではなかったか。

「すいません。てっきりお孫さんかと……」

「まあ、間違われるのも無理はないですから」

　マコトの非礼をミラは苦にが笑わらいで流す。こういう反応に慣れているのだろう。

　ミラは普段はグランセオーラに乗っていて、レヴァンテの事務処理や経理を引き受けている、と自分のことを説明した。

「父があれですから、今回は私が代理として、私たちへの協力を申し出てくれた議員の方との会合をすることになりました」

　あれ、というのは指名手配のことだろう。はきはきと話す口調に淀よどみはなく、交渉ごとも得意で有能な事務方なのだろうと思わせる。が、

（猫背と前髪がなあ……それに服も。なんかサイズ合ってないっぽいよなあ……）

　美の追求者マコトとしては、どうしてもそちらが気になってしまう。と、

「ミラ。そこにいたのか」

　若い男がそう言いながら人の間をすり抜けて、マコトたちの前へとやってきた。

　マコトはその男を見て「あれっ」と思った。歳は二十五、六。すらりと背が高い男は目も髪も真っ黒だ。マコトは初め、男が自分と同じ秋あき津つ人なのかと思った。しかしその高い鼻や落ちくぼんだ眼がん窩かは、秋津人の特徴であるあっさり風味とは正反対のものだ。

「遅かったじゃないの」ミラが男に向けて言う。

「すまん。出国の手続きでちょっと揉もめてな」

　男はミラとごく普通に話している。どうやら仲間ではあるらしいが。

「この人は？」

　マコトが小声で訊たずねると、ミリアムは小首を傾かしげてマルを見た。マルも首を横に振る。

「紹介するわ」とミラが男を示して、「こちら、クロード・アイス──〝ソードダンサー〟と言えば分かるかしら」
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「この人が」とミリアムがいち早く反応した。

　続いてマルも合点がいったという風にうなずく。

　どうやら分からないのはマコトだけらしい。

「いつも北の方で活動してるから、シェンナにいた私たちとは接点がないんだけど」

「銀色の機体で雲間を駆けるのがまるで剣けん舞ぶのようだ──と評される凄すご腕うでパイロットです」

　と、マルとミリアムが説明してくれた。

　男──クロードはマコトに握手を求めつつ、

「クロード・アイスだ。今日きようのところはミラのお供だが、普段は君と同じくパイロットをやっている」

「はい？」

　握手に応じる寸前の格好で、マコトは首を傾げて固まった。

「違うのか？　今日きようは〝赤い亡ぼう霊れい〟に会えるって聞いてたんだが……」

「あ」マコトは視線を左下──車椅い子すの少女へ向ける。

「え？　冗談だろ？」

　クロードはまずミリアムを見て、そのまま一度も瞬まばたきすることなくミラを見た。ミラは無言でうなずく。

「マジかよ……」

「別に信じてくれなくても構わないけど」ミリアムは言った。「私は有名になりたいわけじゃないし」

「いや、信じてないわけじゃない。こんなことで担かついでも意味はないだろうし。ただ、少し驚おどろいただけだ。気を悪くしたなら謝あやまる」

　そう言うとクロードは、ためらうことなく年下の少女に対して頭を下げた。

「え、あの、私も別に怒ったわけじゃなくて……」

「すいません、お嬢じよう様はちょっと言葉選びというか対人スキルがあれでして」

　とマルがフォローにならないことを言う。ミリアムの眉み間けんに軽い皺しわ。

　クロードが顔を上げてくすりと笑った。

「ところで、あの、クロードさんって、秋あき津つの方……じゃないですよね？」

「半分、だな」

　と答えてクロードは片手を上げ、空中に指を走らせた。愛あい洲す蔵くろ人うど──秋津文字だ。

「母が秋津人なんだ。生まれはこっちなんだが、小さい頃ころに秋津に行って、ずっとあっちで暮らしていた。何年か前に戻って来たんだけど、誰だれも俺おれのことをストーリア人だとは認めてくれなくてな。なんだそれ、と思ったよ」

　ストーリアは地中海交易の中心地である。世界各地の物が行き交い、人もまた、行き交う。ストーリアでは遠く離れた国同士の人々が出会い、時には恋に落ちる。ストーリアは民族や国こく籍せきなどという概念の薄い、基本的には「来るもの拒まず」な国であったと言える。

　しかしディーナ・フォールトの改革路線がそれを変えた。改革に伴う自国経済保ほ護ごが、人々の意識を変えてしまった。海外資本はストーリアの富を持ち出す悪である──そんな風ふう潮ちようの下、外国人に対する風当たりが徐々にではあるが強まっていた。

「ストーリアはもっと自由な国だったはずだ。生まれも育ちも関係なく、同じ土地で一緒に暮らす奴やつはみんな仲間──そんな国だったはずなのに」

　マコトは神妙な顔でうつむいた。

　クロードは祖国に拒絶され、それでレヴァンテに参加することにしたのだろう。その境遇はどこかミリアムに似ている。ミリアムもまた、祖国に裏切られ、祖国と戦う決意をした。

「さて」とマルが言った。「私たちの方はこれで全員そろったみたいですけど。相手の議員の方は？　ええっと、ダンドロさんでしたっけ？」

「予定が変わったという連絡は受けてないから、来てはいるはずだけど……」

　ミラがそう言いながら手すりに寄りかかり、港を見下ろす。しかし多数の人々でごった返す岸がん壁ぺきから、特定の一人を見つけ出すことはできそうになかった。

　立ち話をしている間に、辺りは随ずい分ぶん混み合ってきていた。乗船を済ませた人たちが「とりあえず」で甲かん板ぱんに上がってきているのだ。

「……この混雑じゃ捜すのは無理っぽいわね」

　ミラの言葉にクロードがうなずき、

「後でいいだろう。先方もとりあえずは部屋に落ち着きたいはずだ」

「じゃあ私たちはお茶にしましょうか」

「あ、じゃああそこ行こう。トリトーネ」

　ミリアムが挙げたのは、ヴィーヴル号に出店している喫茶店だ。本店が首都アルジェントにあり、連日若い女性でにぎわっている。

「昨日きのう食べ損そこねた限定ケーキ、今の時間ならまだ食べられるはず！」

　言うが早いかミリアムは車椅い子すを人混みに突入させた。

「ミリアム！　待って！　一人で行ったら危ないよ！」

　マコトは慌てて呼びかける。

「子供じゃないんだから大丈夫！」

「子供とか大人おとなとかじゃなくて……」

　甲板にはたった今乗船してきたばかりの客が、見送る人に挨あい拶さつをしようと集まってきていて、非常に混み合っている。出入口からも新たな人々が続々と出てきている。

　ミリアムはその隙すき間まをほとんど奇跡とも言えるタイミングですり抜けていく。その姿があっという間に見えなくなった。甘いものにかける女子の情熱恐るべし。とおかしな感心をしている場合ではない。

　船に乗り込んだばかりの人たちはきょろきょろと上の方──壁かべの高いところに掲げられた案内表示ばかり見ている。大きな荷物を引きずる足下はおろそか。そんなところに車椅子で飛び込んで、事故が起こらないと思う方がどうかしている。

「ミリアム！　ミリアム！」

　呼びかける相手の姿はもう人波に飲まれて見えなくなっている。

「ああもう。行くしかないか」

　マコトは意を決して人の波へと飛び込んだ。肘ひじや肩を使って波を割り、つま先を打ち込んで流れに逆らう。カメラバッグが誰だれかのトランクに引っかかった。

「あ、すいません！」

　ぺこぺこ頭を下げつつ、高波のような混雑へさらに突入。押しのけ、押しのけられ、足を踏んだり踏まれたり。どうにかこうにか大きな流れを一つ越えると、視界が少しだけ開けた。

「……はあ、はあ。ミリアムは……」

　この混雑では車椅い子すがひっくり返っていてもおかしくはない。マコトは不安に駆られつつ辺りを見回した。

　ミリアムはすでに船内に入っていた。日差しを和やわらげるための色ガラスの向こうで、扇風機の風に栗色の髪をたなびかせている。

　そのミリアムがマコトに気付き、首を傾かしげて何か言う。

　──何やってるの？

　分厚いガラスのせいで声は聞こえなかったが、確かに唇がそう動いた。

「……」

　ミリアムが無事だったのは良かったのだが……なんだろう、このやるせなさは。

　ともかくミリアムのところへ行こう、とマコトが歩き出そうとしたところで、

　──早く来なさいよ。ケーキがなくなっちゃうでしょ。

「……人が心配してやってるのに……」

　このまま素直に合流するのはしゃくに障さわる。いい機会だから少しお仕置きしてやろう。そんな風に考えたマコトは、人混みに流されて逆方向に行ったり、おばあさんに道を譲ゆずったりと、あからさまな時間稼かせぎを始めた。船内のミリアムはマコトがすぐに来ないものだから苛いら々いらした様子。

「効きいてる効いてる」

　お仕置きとは到底呼べないせこい嫌いやがらせの効果を確認してマコトはにやにや笑い、ついでにカメラを構えてこの混雑を撮とるふりなんかしてみせる。

　マコトっ！

　分厚いガラス越し、かすかにミリアムの声が聞こえ、マコトは首をすくめた。

　さすがにこれ以上はやり過ぎか。本気で怒られる前に合流するとしよう。

「今行くよ！」

　マコトはカメラを降ろして船内への出入口へと向かう。と、

「え？　マコト様？」

　そんな言葉が耳に飛び込んできた。空耳か？　とマコトは辺りを再度見回す。今の声はマルでもミラでもなかった。船内のミリアムでは、もちろんない。何か似たような単語を聞き間違ったのだろう、そう思って歩き出した直後、

「マコト様！」

　はっきりマコトに向けた呼びかけと共に、人の流れをくぐり抜けるようにして、白く小柄な人ひと影かげがマコトの前に飛び出してくる。

　飛び出してきた人影はそのまま両手を広げてマコトに飛びついた。不意を突かれたマコトはカメラを守るので精一杯、仰あお向むけに甲かん板ぱんに倒れ込む。

「っ！」

　背中を打ち、視界が空の青一杯で染まった。

　まず気にしたのは右手のカメラ。高く掲げられて、どうやら甲かん板ぱんにぶつけずに済んだようだ──その分受け身も取れなかった背中が痛いわけだが。

　次に意識に上ってきたのは全身にかかる重さだった。そしてほんのりと甘あま酸ずっぱい香り。胸元に押しつけられたほとんど色のない金髪が、朝の光を浴びて燦さん然ぜんと輝いていた。

「……ア、ンジェラ？」

　呼ばれて、マコトに馬乗りになった少女は顔を上げた。涙に濡ぬれた頰ほおに天使のような笑みを浮かべて、

「……マコト様。本物のマコト様だ。ああ……神様」

　アンジェラ・フラムベルクは感極きわまったように呟つぶやくと、両手を伸ばしてマコトの頭を持ち上げ、幾度も頰ずりをすると、ぎゅうっとマコトに抱きついた。

　予期せぬ珍事の発生に人々が集まり、マコトとアンジェラを中心とした輪を作り始めた。

　その中心で、ふと寒気を覚えてマコトは顔を上げる。




　ガラスの向こうでミリアムが、出会った頃ころよりなお冷たい目でマコトを見ていた。
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　　　　第二章　出航










　一いつ見けん眠たそうにも見える細められた目が、ゆっくりと、時計の秒針が動くような速度で吊つり上げられていく。オリーブ色の瞳ひとみにはちらちらと、小さな種火のような感情の揺らめき。大爆ばく発はつまであと五秒。

「──っ」

　やばい。とてつもなくやばい。よく分からないけどやばい。

　本能が脳みそを内側から蹴け飛とばした。マコトは撥はねるように飛び起きると、転んだ際に散らばったものを手当たり次第に鞄かばんに押し込み、全速力で逃げ出した。

「きゃあっ！」「うわっ！」と悲鳴が聞こえたが一いつ切さい無視。とにかく一刻も早くこの場を離れなければ。その一心でマコトは甲かん板ぱんを蹴り、舷げん側そくの遊歩道プロムナードを人の迷惑顧かえりみずに突っ切った。背はい後ごでまたしてもいくつもの悲鳴。

「きゃっ！　ま、待って！」

「なにやってんだバカヤロウ！」

　ぶつかられた人々が抗議の声を上げるが答える余裕はない。遊歩道を駆け抜けたマコトは船尾側の出入口から船内に入ったが、ここも人でごった返していた。エレベーターを諦あきらめて階段へ。一段飛ばしで階段を駆け上がろうとすると、

「あうっ！」

　背後でひときわ高い悲鳴が生まれたかと思った瞬しゆん間かん、マコトは後方に引っ張られ、仰あお向むけに階段から転落した。長いような短いような浮遊感。

「っ！」

　マコトは階段から転落した。背中と頭をしたたかに打ち付け、一瞬意識が遠くなる。まだ最初の段に足をかけたばかりだったのは不幸中の幸いだった。

「いったぁ……」

　うめきながら右手で後頭部をさする。床に敷しかれた分厚い絨じゆう毯たんのおかげか、こぶにはなっていないようだ。起き上がろうとして左手を床につき──

「……ん？」

　──床についたはずの左手に、何かふにょんとした感触。

　マコトの隣となりには金髪の小柄な少女が倒れていて、マコトの左手はそのめくれ上がったスカートの内側──柔らかい腿ももをつかんでいるのだった。

「うわあっ！」

　驚おどろきに飛び上がりそうになりながら手を離す。それと同時に相手がアンジェラであることが分かったが、マコトはますます混乱を深める。

　何でアンジェラがここに？　と言うか何で僕は階段の下でひっくり返ってるんだ？

　頭を打ったせいか記憶が曖あい昧まいだ。と、

「う……マコト、様？」

　不意にアンジェラがうめいた。

「え、あ、大丈夫？」

「は、はい」

　と答えたアンジェラは立ち上がろうとして、しかし「ううっ」とまたうめく。

「どうしたの!?」

「あ、足が……」

　アンジェラは足首の辺りを気にする。見た目にはよく分からないが、どうやらひねってしまったらしい。

　マコトはおぼろげながら状況を理解した。ミリアムの視線のあまりの恐ろしさに逃げ出したのだ。パニックに陥おちいったマコトは無意識のうちにアンジェラの手を引いて船内に飛び込み、階段を駆け上がろうとしたのだが、アンジェラがついてこれずに足を踏み外した。それに引かれる形でマコトも転落した。

「ごめん」

　自分のせいだと分かるとマコトはすぐに謝しや罪ざいした。

「いえ、たいしたことはありません。ほら──」

　アンジェラは気丈にもそう答えて再度立ち上がろうとしたが、

「──っ！」

　やはり立ち上がることはできず、痛みに目の端はしに涙を浮かべた。

「無理しちゃダメだよ。……ちょっとごめん」

　そう言いつつマコトはアンジェラの脇わきにしゃがみ込み、膝ひざと背中の下に腕を入れて一気に抱き上げた。

「あ……」

　顔の近さを意識してアンジェラが頰ほおを朱に染める。

　一方マコトの方はそんなことは意にも介さない。怪け我が人にんがいる、急いで助けなければいけない、それだけを考えていた。

「下の階に医務室があったはず」

　マコトはアンジェラを抱き上げたまま階段を下りた。

　揺られてますます顔が近づき、アンジェラが「くっ」と切なげな声を出した。

「……ごめん、痛かった？」

　マコトはそれを痛がっていると勘違い。アンジェラは首を激しく振って否定するが、マコトはアンジェラがやせ我慢をしているのだと受け取り、申し訳ないという顔になった。

「すぐそこだからちょっとだけ我慢して……ほら着いた」

　両手が使えない状態で出入りすることを想定しているのだろう、医務室の入口はスイングドアになっていた。マコトは半はん身みになり、ドアを背中で押すようにして医務室に入る。

　医務室には他ほかの患者はおらず、アンジェラはすぐに診みてもらうことができた。

「ただの捻ねん挫ざだね。この様子ならすぐに痛みも引くだろうけど、今日きよう一日くらいは安静にね。一応湿布だけはしておこうかね」

　船医のその言葉にマコトもアンジェラもほっとする。

「毎回ね、誰だれか一人は乗船してから部屋に行くまでに転んでここに連れてこられるんだが、こんな若くてかわいいお嬢じようさんは初めてだよ」

　船医は冗談で言ったのだろうが、アンジェラは恥ずかしさにうつむいて赤くなってしまう。

「せっかくの旅行を台無しにしないように一つ忠告しておくと、その靴はやめた方がいい。この船にはお嬢さん向けのブティックがいくつか入ってるから、そこの彼氏に踵かかとの低い靴を買ってもらいなさい」

「あ、あの、別に彼氏とかじゃ……」と否定したのはマコトである。

「違うの？　まあ何でもいいけどいつまでそこにボーッと立ってるつもり？　もう処置は終わってるんだがね」

　と船医は早くも二人を追い出しにかかる。いつまた別の患者がやってくるか分からないから、軽傷者に長居して欲しくないのだろう。

「すみません。ありがとうございます」

　マコトは船医に礼を言った。

　アンジェラがベッドから立ち上がろうとして、かすかに顔をしかめる。たいしたことはないといってもまだ痛いのだろう。マコトは来たときと同じようにアンジェラを抱き上げた。

「ま、マコト様……何を……」とアンジェラはマコトの腕の中でもがく。

「部屋まで送るよ。まだ歩くのは辛つらいでしょ？」

「……はい。でも……」

「僕のせいで転んだんだから、この位はしないと」

　マコトがそう言うと、アンジェラは観念したように大人おとなしくなった。

「お大事に。よい旅行を」

　船医の言葉を背後に医務室を出ると、マコトはエレベーターホールへと向かう。
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「──っ！」

　強い光に目を射られてミリアムは我に返った。瞬まばたきをして辺りを見回す。甲かん板ぱんから入ってすぐのロビー。ガラスの向こうに広がる甲板に、無数の人が行き交っていた。マコトと、突然飛び出してきた少女の姿はどこにもない。二人が抱き合っていたスペースも今は人で埋め尽くされ、つい先程の出来事などなかったかのように混雑している。

　船が小さく揺れた。光線の具合が変わり、正面の窓ガラスにミリアムの顔が映し出された。目を吊つり上げて唇を引き絞っている。

　そのあまりの形相に、ミリアムはハッと我に返った。

「……私、なんでこんな顔して……」

　ミリアムは目を閉じ、一度ゆっくりと深呼吸をした。なるべく冷静になろうと努めながら、何が起こったのかを思い返す。

　人混みの中から知らない女が突然飛び出してきて、マコトを押し倒した。

　女は人目も憚はばからずにマコトに頰ほおをすり寄せた。

「……」

　それだけを見ればしばらく会えずにいた相手との感動の再会の場面である。しかしその直後、ミリアムに見られていると気付いたマコトは、女の手を引いて逃げ出している。

「……紹介する気もない、会わせたくもない、ということよね」

　こんな対応をされるのはさすがに傷つく。いや、頭に来る。説明も何もなしに逃げ出すというのはない。いかにもやましいことをしている風ではないか。

「……だいたいこの船に乗ってるのは作戦のためでしょ。マコトだって仕事があるのに……女と抱き合って、いちゃいちゃして……。ちょっとお説教してあげた方がいいみたいね」

　そう、「お説教」だ。本来の目的を忘れたマコトに、がつんと言ってやらなくてはいけないのだ。決してマコトが見知らぬ美少女に抱きつかれたことを怒っているのではない。ないったらない。

「よし」

　行動は決まった。逃げたマコトとあの女を追うのだ。追い詰めて、問い詰めて、とっちめるのだ。

　ミリアムは車椅い子すの向きを変えて移動を開始する──開始しようとすると、

「綺き麗れいな顔が台無しだなあ」

　不意に横合いから声がかかった。ミリアムは平静を装よそおってそちらを向く。

「それとも美人は怒っても美しい、というべきかな？　できればそんな陳腐な口説き文句は吐きたくないんだけど。どうもいい言葉が出てこない。ボクのちんけな脳みそでは、キミの美しさを表現する言葉が紡つむぎ出せないようだ。もし何か困っているなら力になりましょう。なぁに遠慮はいらないよ。美しいレディに親切にするのは男の義務、そして男の親切を当然のように受け取るのが女性の義務だからね」

　ウインクしつつ軽い調子で言った男は、歳としは二十代の後半──おそらく三十間近だろう。髪は獅し子しのような金色で、男性にしては長い。前髪の房ふさが一束たば顔にかかっていた。服装は涼しげな麻のジャケット。シャツのボタンもいくつか外し、ネクタイを結ばずに首から垂たらしているのが、いかにも遊び慣れた雰囲気を醸かもし出している。

　顔立ちは悪くない。すらりとした細身で、動作の一つ一つが様になっている。酒場で彼に声をかけられたなら、十人中八人までが彼におごられ、うち半分は朝まで一緒に過ごすことを選ぶだろう。しかし男にとっては気の毒なことに、ミリアムはこの手のちゃらちゃらした男は大っ嫌きらいであった。おまけに今は機き嫌げんが悪い。

「間に合ってる」

　すげなく告げるとミリアムは車椅い子すの向きを変えた。この場を去ろうとハンドリムに手をかける。ところが車椅子はぴくりとも動いてくれない。振り返ると男が車椅子の補助ハンドルを握っていた。

「あんたね──」

「どちらまで？　船の中は狭くて危ないからね。ボクが送ってあぐうっ」

　全くの唐突に男が崩れ落ちた。ハンドルから手を離された反動で車椅子が前に飛び出す。ミリアムは即座にハンドリムを押さえて車椅子を止め、男の方へと向き直った。

　男が床にうずくまって脛すねを押さえている。その背後に一人のメイド──マルではない。もっとずっと小柄、ミリアムよりなお小さい。見たところ十三、四歳くらいか。小さく整った、しかしこれ以上ないくらいの仏ぶつ頂ちよう面づらをしたメイドがいて、男を冷ややかに見下ろしていた。

　男は涙目でメイドを見上げ、

「……リ、リータくん……」

「なんでしょう？」

「……主人に後ろから水面蹴げりとか、メイドのやることじゃないと思うなボクは……」

「今度余所よその女性に声をかけたら蹴る、とリータはあらかじめ宣言しておりました。有言実行です」

「だからって本当に蹴る奴やつが……ああ、痛い……」

　床に転がったままうめく男。もはや気き障ざな雰囲気はかけらもない。というか女の子に一発蹴られたくらいでいつまで転がってるつもりだ。

「申し訳ありませんが、それが仕事ですので」

　とメイドはちっとも申し訳なくなさそうに言う。

　何なのこの人たち──ミリアムはあっけにとられて二人を見る。と、

「お嬢じよう様ー」

　マルがようやく船内に姿を現した。ミラも一緒だ。

「ごめんなさい、ミラさんが眼鏡めがねを落としてしまって、一緒に捜してたので──」

「おお！　こんなにポニーテールが似合う女性は初めてだ！」

「きゃあっ！」

　床に倒れていた男が突如復活し、マルにぐぐっと接近した。

「その美しい尻尾しつぽを是非ブラッシングさせてぐえっ」

　スパーン、と気持ちいい音がしたかと思うと、男がその場に崩れ落ちた。腿ももを押さえてのたうち回る。男の背後には中段蹴げりを放った直後のメイド。何事もなかったかのように足を降ろし、スカートの裾すそを整える。

「な、なんなんですこの人？」

　床でうごめく男を気味悪そうに見ながらミラが訊たずねた。

　問われてミリアムは首を振った。「私が知りたいくらい」

　と、仏ぶつ頂ちよう面づらのメイドが一礼する。

「ご挨あい拶さつが遅れて申し訳ありません。こちらはトリノ・マルヤッキ様。マルヤッキ商会の若旦だん那な……まあ要するに遊び歩いてばかりの無能なぼんぼん、しゃべる子種袋です」

「キミ、雇い主の紹介をするのにそれはないんじゃないかな」

「事実ですから」メイドは雇い主の不平をあっさり切り捨てて、「私はリータと申します。若のメイド……ということになっておりますが、本業は若の監視です。今体験された通り、若は女性と見れば片かたっ端ぱしから声をかける種馬野郎でして、放置すればあちこちに隠し子を作りまくるに決まってます。そんなことになってはお家騒そう動どうまっしぐら。マルヤッキ家を守るため、大旦那様は若にお目付役を付けることにしたのでございます」

「は、はあ。なんだかよく分かりませんけど大変そうですね」とミラ。

「個人的には切ってしまうのが一番だと思うのですが」

　恐ろしいことを言い放つリータ。若旦那は股こ間かんを押さえて青ざめる。

「ともかくご迷惑をおかけしました。犬に嚙かまれそうになったとでも思って忘れてください」

　全く揺るがぬ仏頂面のまま頭を下げると、リータはいまだ起き上がれずにいるトリノの首根っこをつかんで引きずっていった。

「リータ！　キミの給金は誰だれが払ってると思って──」

「大旦那様です。若ではありません」

「それにしたって敬意ってものが、あ、首にシャツが食い込む……息が……」

　くぐもった声が通路の奥へ消えていく。

「……あの人たち、何だったんでしょうか？」

「私に分かるわけないでしょ」

　はぁ、とミリアムはため息をついた。なんだかどっと疲れた。つい先程まで感じてた身を焦こがす程の激しい怒りは──消えてはいなかったが、ろうそくの炎ぐらいに小さくなってしまっていた。
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　アンジェラの部屋は最上階にあった。

　三日も前からこの船に乗り込んでいるマコトは船内の構造をおおよそ把握している。最上階がスイートであることも知っていたのだが、実際に入ったのはこれが初めてだった。

　ヴィーヴル号のスイートは、専用の見晴らしのよいテラスを備えたリビングを中心に、ベッドルームが二つ、ダイニング、キッチン、独立したトイレとバスルームという、地上のホテルと比べても何ら遜そん色しよくのない構成になっていた。深く落ち着いた色合いの壁かべやドア。床には毛足の長い絨じゆう毯たんが敷しき詰められている。

　ストーリアでも有数の豪華客船の、最高の部屋──目を閉じてかすかな揺れを意識しなければ、ここが船の中だとは信じられないくらいだ。

　無数のトランクが入口から少し入ったところの床にきちんと並べてある。奇妙なことに使用人の姿がなかった。

「一人？　……じゃないよね？」

　まさかと思いつつマコトは訊たずねる。フラムベルク家の令れい嬢じようともあろう人間が一人旅などするはずがない。本人が望んでも周囲が許しはしないだろう。マコトはそう思ったのだが、アンジェラはこくりとうなずいた。

「一人です。……船の中では」

「えっ。それって……」

「マコト様。お話の前に……そろそろ降ろして欲しいのですけど……」

「あ、ごめん！」

　言われてようやく顔の近さに、腕にかかる重みと体温に気がつく。マコトはアンジェラを抱き上げたままだった。ずっとこのまま移動していたのだと思うと、今さらのように気恥ずかしさがこみ上げてきた。

　マコトは慌てて部屋の奥に進み、応接用のソファにアンジェラを降ろした。照れが動作を乱暴にさせ、アンジェラが小さな悲鳴を上げた。

「あ、わ、ごめん！　痛かった？」

「いいえ。ちょっと驚おどろいただけです」

「そう。……よかった」

　とマコトは胸をなで下ろす。

　そのまましばし、双方とも口を開かず、妙な間があった。

「お、お、お茶でも淹いれるよ」

　沈黙に耐えられなくなったマコトが、裏返り気味の声でそう言い、キッチンへと逃げ込む。

　辺りの戸棚を適当に開けると、高級品らしい茶葉の缶と、ティーセットが見つかった。ヤカンに水を汲くんでガスコンロにかける。

（さすがはスイート）

　ヤカンがシュンシュンと音を立てるのを眺めながら、マコトはそんなことを思った。

　一等客室であるマコトの部屋では火を使えない。熱いお茶が飲みたければ二十四時間対応のルームサービスで頼めばいいだけの話ではあるが、すぐに来てくれるとは限らないし、お茶一杯のために客室係を部屋に入れてチップを渡して……というのも結構な手間である。夜中などは特に。

　お湯が沸いた。マコトは適当な手つきでお茶を淹れると、盆も使わず二つのカップを直接手で持ってリビングへと戻った。

　アンジェラは座る位置を変えていた。柔らか過ぎるソファに腰がすっぽり埋まり、スカートの中身が見えそうになっている。

　マコトはそちらを見ないようにしながら、アンジェラの前にカップを置いた。

「マコト様にお茶を淹れてもらえる日が来るなんて……」

　アンジェラはうっとりと微笑ほほえむ。

　マコトはアンジェラの正面に座った。アンジェラはカップの水面を見つめてじっとしている。マコトはそれを見ながらカップに口を付け、

「ぶっ」

　即座にお茶を吹き出した。苦にがい。苦過ぎる。

「ごめん、失敗した。淹れ直してくる」

　とマコトは腰を浮かせてアンジェラの手からカップを取る。

「あ」

　と顔を上げたアンジェラは、目に涙をにじませていた。

「……アンジェラ？　どうしたの？」

　ひねった足が痛むのだろうか。視線を足首の包帯にやると、アンジェラは首を左右に振った。

「また会えたことが、信じられなくて……私……もう二度と会えないのかと……」

「アンジェラ」

　何も言わずに飛び出したせいで心配をかけてしまったのだろう。罪悪感にマコトはうつむく。が、

「本当に、良かった。生きていてくれて……」

　アンジェラはマコトが予想もしていなかったことを言った。

「…………え？」戸惑い、考え、「あのさ、ちょっと訊きいていいかな？」

「はい？」

「僕、家出したってことになってる、よね？」

　アンジェラは首をはっきりと横に振った。

「マコト様は反政府勢力の攻こう撃げきに巻き込まれて亡くなったことになっています」

「あぅ」意味のないうめき。

「あの、私はずっと信じていました。マコト様はきっと生きているって。でも他ほかの人が『あり得ない』『現実を見ろ』と。それで……ごめんなさい！　私、最後まで信じ続けることができなくて……」

「いいよ」

　とマコトは言った。反政府勢力が街を襲おそった日に行方ゆくえ不明になったら、誰だれでも戦せん闘とうに巻き込まれたと考えるだろう。これだけの期間音信不通だったのだから、死んだと思われていて当然だ。何故なぜマコトはそれに思い至らなかったのか。本人だからだ。自分が生きているのに、自分が死んだと思われる可能性を考えるのは難むずかしい。

　アンジェラはまだひくひくと泣いている。マコトは両手のティーカップをテーブルに置き、アンジェラの隣となりに腰掛けると、その頭を軽く撫なでた。

「マコト様……」アンジェラはうっとりと目を細め、「……実はこれ、傷心旅行なんです。アズールから遠く離れて、マコト様との思い出がない土地でしばらく過ごして、マコト様のことを忘れるための旅行だったんです」

「それで、一人で？」

「はい。いえ、一人旅はこの船に乗っている間だけで、爺じいやが別の船でタルキアに先回りしています。……船の中で泣いて過ごすつもりで『一人にしてください』とお願いしたんです」

　マコトはアンジェラと出会った頃ころのことを思い出した。もう詳細は覚えていないが、アンジェラが飼っていた小鳥が逃げたんだったか。幼い頃に泣き虫の妹にそうしてやっていたように、マコトはアンジェラの頭を撫でながら、色々と話をしたのだ。

　胸の奥がちくちくと痛んだ。

　アンジェラ自身のことを、マコトは嫌きらってはいない。もしも普通に出会えていたら──例えば学校でたまたま席が隣り合ったり、写真展か何かで肩がぶつかったり、そういう出会い方をしていたなら、良い友達になれただろうと思う。

　しかしアンジェラは、「親が決めた婚約者」としてマコトの前に現れた。マコトの意思を一いつ切さい無視して決められた生涯の伴はん侶りよ。何一つ自由のない、がんじがらめの人生の象徴。天使の形をした鎖くさり。それが、マコトにとってのアンジェラ・フラムベルクという少女である。

　だがしかし、そのアンジェラもまた、親の意向で人生を決定されている自由のない身の上である。マコトとアンジェラはある意味似たもの同士であり、同じ不幸を背負ったものとして何かしてやりたいという気持ちもある。

　複雑な思いを胸に抱えたまま、マコトはアンジェラの頭を撫なでてやった。

　やがてアンジェラは泣きやみ、安心しきった笑顔をマコトに向けた。

「マコト様の方は、今までどうしていたのですか？　生きていたならどうして連絡をくれなかったのですか」

「うっ……」

　再会に際しての当然の問いに、しかしマコトは硬直した。

　写真撮とりたさに反政府勢力と行動を共にし、軍の手から逃れようとする彼らに協力のようなこともしました──とはさすがに言えない。

「……ねえアンジェラ。もしかして、アズールじゃ僕の葬式が終わってたり、する？」

　時間を稼かせぐ意味も兼ねて、マコトは質問に質問で返した。

「いえ、そんなことはありません。公おおやけにはまだ、行方ゆくえ不明扱いのままです」

　アンジェラはぱっと顔を上げた。

「そうだわ！　すぐにマコト様が生きていたことを知らせないと！」

　言うが早いか立ち上がろうとしたアンジェラはしかし、足の痛みにバランスを崩し、テーブルめがけて頭から飛び込んでいく。

「アンジェラ！」

　マコトはアンジェラの手をつかんで引き寄せた。アンジェラがソファに尻しり餅もちをつく。ふう、とマコトは安あん堵どの息。

「ごめんなさい。私、またマコト様に迷惑をかけてしまって」

「そんな大げさなことじゃないから。……それより、僕が生きてるって伝えるのは、ちょっと待って欲しいんだ」

「どうしてです？　このままではマコト様は本当に死んだことにされてしまいます。お父とう様も悲しまれますよ」

　マコトは一いつ瞬しゆん忌いま々いましげな顔になった。確かに父は悲しむだろう。経済的政治的な損失を考えて。マコトの父であるイサミが目論もくろんでいるのは、マコトとアンジェラの結婚により、総合火器メーカー〝カシマ〟にフラムベルク家の威光を持たせ、ヨーロッパ市場に進出することなのだ。マコトが死ねば縁えん談だんは立ち消えになり、カシマのヨーロッパ進出計画も泡と消える。

　父への意趣返しとしては悪くない──が、そんなことのために帰らないのではない。

　脳裏に浮かぶのは戦せん闘とう機きの操そう縦じゆう席に座る少女の姿。

　マコトの目的はミリアムの写真を撮とることだ。だがそれをそのまま伝えて理解してもらえるかどうか。「写真のためとはいえ反政府勢力と一緒にいるなんてとんでもない！　すぐに帰って当局に通報するべきだ」というのが一般的な反応だろう。ことにアンジェラの父、ロベール・フラムベルクは与党の大物議員であり、レヴァンテとは敵対する立場にある。

　押し黙るマコト。そんなマコトを見て、アンジェラは何かを察したかのように表情を強こわ張ばらせた。

「！　まさかマコト様、私のことがお嫌きらいで……それで」

「違うよ！」

　マコトは反射的に否定した。

「そういうことじゃないんだ。……ちょっとね、帰れない事情があるんだ」

「事情？」

「うん」マコトは考えながら答える。「……実はプロのカメラマンになったんだ」

「まあ！」

「それで、今ちょっと長期の仕事を受けてるから、それが終わるまでは帰れない」

「ではそのお仕事が終わったら帰ってこられるのですね？」

「う、うん。終われば帰るよ。……時間はかかると思うけど」

　今考えたにしてはなかなかの言い訳だった。噓うそもついてはいない。ただちょっと「契約に期限が切られていない」ことを告げていないだけで。

「そうですか」アンジェラはいかにもほっとしたように胸をなで下ろす。「プロのカメラマンに……。おめでとうございます。夢を叶かなえたのですね」

「あ、うん。……ありがとう」

　満開の花のような笑顔で祝福され、しかしマコトは半はん端ぱな笑みで応こたえた。

『夢』を言い訳の材料に使ってしまった後ろめたさ。

　それにマコトが目指しているのはアートとしての写真、美の追求者、芸術分野のカメラマンである。報道写真、戦場写真──それも反政府勢力のプロパガンダ──などではなかった。

「でも写真の仕事はアズールではできないのですか？　確か、アズールにも写真館がいくつかあったはずですけど」

「クライアントの注文がちょっと特殊でね。ストーリア中を動き回ってるから、一ヶ所に構えてない方が都合がいいんだ。この船に乗ったのもその仕事の一環」

「そうだったんですか」

「うん。それで、できれば僕の家の方にも、このことは言わないで欲しいんだ。僕が生きてるって知ったら、父とうさんはきっと僕のこと連れ戻そうとして、色々手を回してくる。まだ写真家として何の実績もないのに連れ戻されるのは……って、アンジェラ？」

　アンジェラが体を預けてきた。マコトはソファの端はしまで下がるが、すぐに移動してきたアンジェラに追い詰められる。

「マコト様……」

　アンジェラの頰ほおが桃色に染まっていた。吐と息いきが熱い。

　死んだはずの思い人と再会し、その優しさに触れ、そして二人っきりというシチュエーションにアンジェラは酔ってしまっていた。もう離すまい、とマコトに迫る。マコトはソファの端はしの方へと移動したが、アンジェラはそれを追うように距離を詰める。

　腿ももと腿がぴったり接触。布越しに感じる天使の体温は、思いのほか高かった。

「あの、アンジェラ、……狭いよ」

　アンジェラは無言。両手を自分の膝ひざの上に置き、マコトを見つめた。

「……」

「……あ」

　アンジェラの右手がマコトの膝の上に動いた。遠慮がちに、しかし迷わずに体を預けてくる。細い。脆もろくて壊こわれそうなアンジェラの体。熱くて柔らかい。熟うれた果物くだものの匂においがした。

　マコトは頭がぼうっとしてしまう。アンジェラが顔を上げた。潤うるんだ目が艶なまめかしい光を放っている。肩からワンピースの紐ひもが落ちた。

「マコト様……」

　アンジェラがまぶたをゆっくりと閉じる。前傾姿勢。布と肌の隙すき間まが広がる。

「……アンジェラ」

　マコトは汗ばむ手のひらをソファにこすりつけた。震える両手をアンジェラの肩にやり──

　ぐっと押し返すと素早くソファから抜け出した。

「マコト様！　どうして!?」

　目を開けたアンジェラが泣きそうな声で訴える。

「え、あ、」マコトは辺りを見回し、カメラバッグに目をやると、「仕事！　そう、仕事があるからそろそろ行かなくちゃいけないんだ。というかもう待たせちゃってるかも知れない」

　マコトは大慌てでカメラバッグを担かつぐと、そのままスイートから飛び出した──否いな、逃げ出した。
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　ミリアムは客室に一人で戻り、海を見ていた。見晴らしはあまり良くない。車椅い子すのミリアムにとって、この部屋の窓は位置が高過ぎるのだ。テラスに出ようにも出入口の段差が一人では乗り越えられない──勢いをつければできそうではあるが、そのまま海に飛び込む羽目にもなりかねない。

　不意に一羽のカモメが飛んできて、部屋の外、テラスの手すりに留まった。カモメは窓ガラスに映った己おのれを見て小首を傾かしげる。ミリアムは声に出さず笑った。

　マコトを追いかけようとしたあのとき、変な男に邪じや魔まをされたのはかえって良かったのかも知れない、と思う。おかげで頭が冷えた。

　あのとき誰だれの邪じや魔まも入らずにマコトに追いついていたらどうなっていただろうか。人前で大おお騒さわぎをして恥をかく──だけならいい。勢いに任せて何かとんでもないことを口走っていたかも知れない。その状況を思うだけでミリアムは頭を抱えたくなる。

「なんであんなにかっとしたんだろう……」

　マコトが知らない女の子と抱き合っていた──そう見えたが、違う。マコトの手はカメラを守るためにしか動いていなかったし、あのときマコトは明らかに驚おどろいていた。人混みから出てきた少女に飛びつかれて、不意を衝つかれて一緒に倒れただけだったのではないか。

　そしてあのときミリアムは鬼の形相をしていた。問答無用のオーラをあれだけ振り撒まいていれば、マコトが逃げるのもある意味当然だ。

　それにしてもあの少女は何者なのか──

「あ」

　──考えて、ミリアムは自分がマコトのことを何も知らないのだと気付いた。

　マコトが秋あき津つ人なのは知っているが、では秋津のどこで生まれてどんな風に育ったのか。

　いつストーリアにやってきたのか。

　家族は。友達は。

　何がきっかけでカメラマンになったのか。レヴァンテに雇われる前は何をしていたのか。

　今まで気にもしていなかったが、マコトにだって過去があり、ミリアムが知らない人間関係があるのだ。

　遠くアジアの果てにある秋津国の人間が、地中海のストーリアまでやってきてカメラマンをしている。それはおそらく波乱の連続であっただろう。

　例えばマコトは以前ヨーロッパの別の戦場でカメラマンをしていたことがあるのかも知れない。そこであの子を助けたとか。あるいは国際結婚した両親が離婚して、あの子は腹違いの妹だとか。あるいはあの子は以前にマコトが撮とったモデルで、マコトの写真がきっかけでブレイクしたことを感かん謝しやしているのかも知れないし、単に友達で、酷ひどい抱きつき癖ぐせの持ち主というだけかも知れない。

　可能性はいくらでも考えられる。にもかかわらず瞬しゆん時じに怒りが湧わいたのは何故なぜなのか。

「………………」

　胸の奥を探れば答えは見つかっただろう。しかしミリアムはそこから目をそらした。「それ」を意識の表に出したくなかった。出してはいけない気がした。それはきっとものすごく恥ずかしくて格好悪くてみっともないものだ。

　テラスに留まっていたカモメが飛び立った。その音でミリアムは物思いから復帰する。

「怒る前にちゃんと話を聞くべきよね」

　窓に映った自分に問う。あのときマコトは自分から女の子に抱きついたのではない。女の子に飛びつかれて一緒に倒れたのだ。不可抗力の事故である。

「……うん。そうしよう」

　まだ旅行も始まっていないのに、こんなところでぎくしゃくするのは嫌いやだ。早めに元通りにして、楽しい旅にしよう。

　そうと決めるとミリアムの行動は早い。車椅い子すを回して部屋を出る。

　マコトの部屋はミリアムの部屋のすぐ隣となりだ。十秒もかからずに移動して、ミリアムはマコトの部屋のドアをノックした。が、中からは何の反応も返ってこない。

「マコト？　いないの？」

　ノブをひねると鍵かぎがかかっていた。部屋に戻ってきてはいないらしい。

　とりあえず下の階に行けば会えるだろう。そう考えてミリアムはエレベーターホールに向かった。







　スイートを出たマコトは即座にエレベーターに乗り込んだ。

「どこでもいいから下へ！」

　マコトは怒ど鳴なりつけるように言った。

　デパートなどではエレベーターの操そう作さは女性従業員が行っていることが多いが、ヴィーヴル号のエレベーター係は男性だった。その係員は突然飛び込んできたマコトにぎょっとしつつも、プロ意識で平静を保って扉を閉め、昇降レバーを回した。

　籠かごが動き出す。マコトは壁かべに背中をつけて呼吸を整えた。

「……びっくりしたぁ」

　アンジェラは元々スキンシップ過剰なところがあったが、ああも大胆に迫ってきたのは初めてのことだ。

（思わず逃げちゃったけど、まずかったよなあ……）

　求めた相手に拒絶されれば誰だれだって悲しくなる。マコトが行方ゆくえ不明になった後、アンジェラがどんな気持ちで過ごしてきたのかを思うと申し訳ない気持ちになる。だが、「かわいそうだから」で応じるのも、それはそれで不誠実だとマコトは思うのだ。

　ともあれ逃げてしまったのはよくなかった。アンジェラはきっと傷ついている。後でフォローしに行った方がいいだろう。

「……それからミリアムか……まだ怒ってるかな……」

　ふとマコトは首を傾かしげる。そもそもミリアムは何に怒ったのか。

　来いと言われたのにマコトがなかなか行かなかったから？　いくらミリアムでも、その程度で殺人光線を放ちそうな目つきになるものか。

　じゃあマコトとアンジェラが抱き合ってるように見えたから？　それこそあり得ない。それではミリアムが嫉しつ妬としていることになる。ちょっと前までミリアムはマコトのことを変態盗とう撮さつ魔ま呼ばわりしていたのだ。

　よく分からないが、何か勘違いがあったのだろう。会って話せばはっきりするし、誤解があるなら解くこともできる。

　マコトがそう結論づけると同時に、エレベーターが止まった。係員が恭うやうやしく扉を開ける。

　着いた先は第４デッキだった。

　客船では一つ一つの階層を〝デッキ〟と呼ぶ。ヴィーヴル号には屋上を含めて合計十一の階層が存在し、第４デッキは船底から数えて四番目の階層となる。第４デッキには乗降口やレセプションが置かれていて、陸上のホテルで言うなら地上一階に相当する。

　自分の部屋に戻るべきだったと気付いたが、今さら行き先を訂正するのも悪い気がして、マコトはそのまま降りた。

　マコトを降ろしたエレベーターは上階で誰だれかに呼ばれたのだろう、すぐに扉を閉めて上昇していった。エレベーターホールに人の姿はまばらだ。乗船開始から時間が経たったことで、船内はだいぶ落ち着きを取り戻しているようだった。

　と、背後でチン、という音が鳴った。隣となりのエレベーターが到着したのだ。何とはなしに扉が開くのを見ていると、係員がひょいと箱から出てきた。

「段差がございます。お気をつけて」

「ありがとう」

　その様子を見てマコトは「あっ！」と声を上げた。

　係員に案内されて降りてきたのはミリアムだったのだ。

　マコトはミリアムを見たまま口をぱくぱくさせる。会って話をしなくては、とは思っていたが、まだ何をどう話すかは全然考えていない。不意打ちを食らってただ立ちつくしている。

　しかしそれはミリアムの方も同じであるようだった。

「……」

「……」

「お客様、申し訳ありませんが移動をお願いいたします」

　間合いを探り合うような沈黙を破ったのはエレベーター係員の声だった。車椅い子すが他ほかの乗客の通行の邪魔になっていたのである。ミリアムは慌てて車椅子を進めた。それをきっかけにマコトも動きだし、ミリアムの方へと一歩近寄る。

「……ん」

　視線が交こう錯さく。ちょっと気まずそうな顔で、ミリアムがマコトを見上げた。

「ねえ、さっきの子のことなんだけど……」

「あ、うん」うなずき、マコトは息を整えた。「……ちょっと簡単には説明できないし、立ち話もなんだから部屋で……」

　話すマコトの背後で、再度エレベーターがチン、と鳴った。扉が開き、

「マコト様！」

　その声にマコトは身構えながら振り返る。エレベーターから降りてきたのは予想通りアンジェラだった。今度は全力で飛びついてくることはなかったが、

「きゃっ」

　アンジェラはエレベーターの段差に引っかかって転びそうになる。

「アンジェラ！」

　マコトは素早くアンジェラの下へ滑すべり込み、その体を支えた。

「……大丈夫？」

「はい。ありがとうございます」

　アンジェラはマコトにしがみついてそう答えた。

「まだ足が痛いんだろ。ちゃんと部屋で休んでないと」

「ごめんなさい。でも……」

　とアンジェラは手に持っていたものをマコトに見せた。未使用のフィルムだ。カメラバッグのポケットからこぼれ落ちたのだろう。

「……これ、マコト様の忘れ物でしょう？」

「あ、うん。ありがとう」

　マコトは受け取ったフィルムをズボンのポケットに突っ込む。振り返り、

「ごめ」んミリアム。ちょっとアンジェラを部屋まで送って来るから──そう言おうとして、マコトは凍りついた。

　つい先程まで、気まずそうではあったが融ゆう和わの姿勢を見せていたミリアムの表情が、凍いてつく冬の大地のように厳きびしいものになっていた。

「……もしかして、今までその子の部屋にいたの？」

　ミリアムの視線。底冷えのする──なんてものではない。〝赤い亡ぼう霊れい〟に狙ねらわれた軍のパイロットの気持ちを、マコトはこのとき実感した。

「あ、……うん」

　ミリアムはうつむき、震えている。怒っているのだろう。

　果たしてその口からどんな罵ば倒とうが繰くり出されるのか。マコトは胃に痛みを覚えつつも受け止める覚悟を固める。

「！」

　がばっ、とミリアムが顔を上げた。その顔はマコトの予想通り怒りに染まっていたが、同時に目め尻じりに涙が浮かんでもいるのだった。

「え、あ……」

　マコトは激しく動揺する。まさか泣かれるとは思っていなかった。

　ミリアムはしゃくり上げるように息を吸うと、

「ばかぁっ!!」

　幼稚極きわまりない一言を叫び、くるりと車椅い子すを回して通路へと突っ込んでいった。

「ミリアム！　……っ」

　追いかけようにもマコトの腕には足を怪け我がしたアンジェラがしがみついている。

　去りゆく車椅子をマコトはなすすべなく見送った。

　汽き笛てきが鳴った。

　船体が小さく震える。甲かん板ぱんの方から人々の歓声が聞こえてくる。




　旅の、始まりであった。













　　　　第三章　天使と亡ぼう霊れい










　フィルム選択を間違えていたことに気付いたのは、一本撮とり終わってからだった。

「あっ」

　と短い声を上げたマコトに、部屋中の視線が集まる。

　ヴィーヴル号がアズールを出航した翌日の午前中。マコトはヴィーヴル号の第３デッキにある会議室にいた。会議室と名はついているが本格的なものではなく、十人も入ればいっぱいになってしまう小さな部屋である。

　屋内の暗さを考慮して高感度フィルムを使わなければいけないところを、マコトは晴天日中用のフィルムをセットしていたのだ。

　会議室にはマコトの他ほかにミラとクロード、マル。それにレヴァンテへの協力を申し出たダンドロ議員とその秘書が集まり、今回の航海の目的の一つである会合が行われていた。

「どうかしたかね？」とダンドロ議員が訊たずねてきた。

「何でもありません」マコトはフィルムを感度の高いものに替えながら言った。「ちょっとこちらに視線をもらえますか？　先生はその角度の方が写真映ばえがするみたいです。もちろん、どこから見ても立派ですが」

「はっはっは。若いのに口が上手うまい」と議員は上じよう機き嫌げん。

「笑顔を引き出すのもカメラマンの腕のうちですから」

　上手くごまかせたことに安あん堵どしつつ、マコトはカメラの陰で顔をしかめた。普段はこんなあからさまな追従はしない。自然なスナップこそがマコトの信条だ。被写体にはいい気分でいてもらった方がいい写真は撮とれる。が、今のマコトの行為は写真の質を高めるためのものではなく、ミスをごまかし撮り直すためのものであった。自分で分かっているから嫌いやになる。

「ディーナ・フォールト。彼女が宰さい相しように指名されたときは、まさかこんなことになるとは思わなかったよ」

　話しているのはもっぱらダンドロだ。ミラは聞き役に回り、うなずきを繰くり返す。それぞれの傍かたわらには秘書とクロードがついているが、両者とも余計な口は挟まない。会話の邪じや魔まをしないよう、マルがタイミングを見計らって冷めたお茶を替えた。

　東部出身のこの議員がレヴァンテへの協力を申し出たのは、支持基き盤ばんである地元鉄工業界の困こん窮きゆうが原因であった。

「恥ずかしながらね、軍事特需で地元は大いに潤うるおうと思っていた」

　ディーナの宰相就任以来、ストーリアは軍備の増強を進めている。他国に比べてあまりにも遅れていた国防体制を立て直すため、政府は多額の国債を発行した。収入が足りない分を借金で補おぎなおうとしたわけだが、同時に、必要な資材を「より安く」調達できるような手も打った。

　便乗値上げの防止という名目で市場価格を統制し、取引に制限をかけ、政府系企業が優先的に資材を確保できるよう、特別措そ置ち法を制定する。

「これこれはこの値段以上で売っちゃいかん。他ほかに買い手がいてもまずは軍関係に売らなきゃいかん──つまりは政府公認の買い叩たたきだよ。いや、買い叩きなんてものではないね。利益なんてほとんど出ないんだよ。いくら国を守るためだと言ってもこんな話があるものかね。価格統制も戦時にやるなら理解できなくはないのだが……」

「宰相は国家を守るという大義のために、その国家を支える国民の存在を見失っています。だから私たちは立ち上がったのです」

　ミラが静かな口調で言うと、ダンドロもしっかりとうなずいた。

「閣下には一刻も早く退陣してもらった方がいい。しかしそう上手くいくかどうか……」

　ディーナの政策が「正しいこと」なのが問題だった。国家として防ぼう衛えい力りよくを上げるのはいいことである。治安をよくするのもいいことである。

　しかし、実際問題それらによって社会はおかしくなりつつある。トレーニングのし過ぎで体を壊こわしてしまうかのように。あちこちに歪ゆがみが生じている。

「退陣を迫るとして、一番のチャンスは次の総選挙でしょう。与党の単独過半数を崩せれば宰さい相しようであり党首でもあるディーナ・フォールトの責任問題になります」

「しかし与党は全体の八割を超える議席を持ってる。最低三割……百議席近くをひっくり返すとなると、生なま半なかなことでは難むずかしい。シェンナの市街に軍を入れた件や、治安維持法の成立、度たび重かさなる増税などで市民の反発は徐々にではあるが強まっている。しかし、どれも決定打とは言い難がたい」

「選挙前に何か一手欲しいところですね」

「政敵を蹴け落おとしたければスキャンダルでも探るのが定番だが……」

　ダンドロが難しそうに唸うなった。

「浮いた話も聞きませんからねえ。それに宰相は独身ですし、相手が妻帯者でもなければ、誰だれと交際しようが自由ですから」

「そう言えば宰相は学生時代にジュリオ王子と交際していたという噂うわさがありましたね」

「ジュリオ？」

　知らない名前が出てきて、思わずマコトは口を挟んでしまった。

「ジュリオ・ストーリア殿下です。現国王であるジョルジオ七世の一人息子で、王位継承権者。今はベルデに留学中ですね。宰相とは確か、幼年学校も一緒だったはずです」

　とマルが説明してくれた。

　そういえばストーリアは「王国」だったっけ、とマコトは思い出す。ストーリア王国の最高権力者は国王であるが、国王は実務に直接タッチしない。閣僚の任命だけをして、後は「下しも々じもの者がよきに計らえ」であるから、普段はその存在があまり意識されないのだ。

　それから十五分程で会合はお開きとなった。

　出席者が順次会議室を後にする。マコトはカメラを、マルは食器を片付けるために残った。

「マコトさん、ちょっといいですか？」

　三脚を分解していたマコトは、作業の手を止めて顔を上げる。

　マルの問いは単たん刀とう直ちよく入にゆうだった。

「お嬢じよう様に何かしましたね？」

「なっ……何もしてませんよ！」

「じゃあ何でお嬢様の様子が昨日きのうからおかしいんですか？」

「それは……」説明しようとして、「……ミリアムは何も言ってないんですか？」

　マルがちょっと怒った顔でうなずく。

　意外だった。ミリアムはマルに対してなら何でも話すのだとマコトは思っていた。

「……」

　ミリアムが言わなかったことを自分が言ってもいいものかどうか。いや、それ以前にどう説明すべきか分からなくて、マコトはうつむく。

「……何もしてないにしても、『何かあった』んですね？」

「まあ、……はい」煮え切らない返事。

　少し考え、思い切って相談してみよう、とマコトは思った。ミリアムのことを一番よく知っているのはマルだ。年上だから頼りになる──かはちょっと微妙だけど。仲直りの仲介役としては、やっぱりこの人が一番の適任者だ。

「実は……」

　言いさして、また考える。そのまま言うのはまずいんじゃないか？

　アンジェラは王国議会議員であるロベール・フラムベルクの娘だ。そしてロベールはディーナと同じく与党の人間──体制側の人間であり、発言力も高い。レヴァンテから見たら敵のようなものだろう。

　そしてアンジェラとマコトは婚約者同士であった──この先どう転ぶか分からないが、アズールでの事件がなければ年内の正式発表もあり得た。マコトがレヴァンテと行動を共にするに当たって、このことを知られるのは都合が悪いことになりそうだった。

「……音信不通だった友達と再会したんです」

　マコト自身は親とは関係ない、政治的なこととは距離を置いているつもりだが、世間がそうは見てくれないことも知っている。

「音信不通って……」

「あ、そんな長期間じゃないんですけど、向こうは僕が死んだと思い込んでたみたいで……。たまたまこの船に乗って僕を見つけて、感極きわまって抱きついてきたんです」

「女の子？」

「はい。なんて言うか、寂しがりと言うか、ちょっとスキンシップ過剰な子で……」

「お嬢じよう様は、マコトさんとその子が抱き合ってるのを見た？」

「抱き合ってたわけじゃなくて、一緒になって転んだだけですけど」

　まあ端はたから見たら抱き合ってる風に見えなくもなかっただろう。

「なるほどなるほど。それからは？」

　マルは好奇心に目を輝かせ、鼻息荒く迫ってくる。マコトは引きつつ答えた。

「それから……その子が足をくじいたので部屋まで送って……戻ってきて……」

　そこからがマコトにはよく分からないのだ。

　アンジェラが忘れ物を届けに来て、ミリアムと鉢合わせして、マコトがアンジェラの部屋に行ったことを聞くと、ミリアムは泣きながら怒ってしまった。

「マルさん、ミリアムは昨日きのう……」

　どんな様子でした？　と訊たずねようとしてマコトはぎょっとした。マルが満面に笑みを浮かべていたのだ。

「あ、あの……マルさん？」

「はい？」

「今の話に、どこか笑うようなところってありました？」

「どうでしょうねえ。うふふふふ。……それで、その子って美少女ですか？」

　意味不明なマルの態度にビビリつつ、マコトはうなずいた。アンジェラは美少女だ。それはもう間違いなく。

「なるほどなるほど」とマルはますます不気味な笑みを浮かべる。「そう来ましたですか」

「……それで、あの、ミリアムは……」

「うふふふふ。お嬢じよう様ったらかわいいんだからもう」

「……やっぱいいです」

　この人に相談したのが間違いだった、とマコトはため息をつく。
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　マルに仲介してもらうことを諦あきらめたマコトは、ミリアムと直接話をすることにした。

　ミリアムは誤解をしているのだ。きちんと説明すればきっと怒りは収まるはずだ。

　ミリアムの姿を求めて船内を歩き回る──と言う程のこともなかった。車椅い子す姿は目立つ。係員に何度か訊たずねるだけで、マコトは目的の後ろ姿を第８デッキの船首側テラスに発見した。

　第８デッキのテラスは第５デッキの甲かん板ぱんに比べると圧倒的に狭いが、高さがある分見晴らしはよい。すぐ隣となりにカフェバーがあり、水平線を見ながら一杯楽しめるという趣向だ。もちろん未成年者や飲めない人のためのソフトドリンクも各種取りそろえている。

　テラスに設置された白いテーブルの一つに、ミリアムは頰ほお杖づえをついているようだった。

　マコトはどう切り出そうか考えながら近づいていく。と、強い風が吹いてミリアムの帽子をさらった。

「あっ」

　マコトはさっと手を伸ばして帽子をつかまえる。

「すみません。ありがとうござ……」

　ミリアムは帽子をキャッチした人物に頭を下げようとしたが、それがマコトだと気付いてやめた。無言で車椅い子すのブレーキを外し、出入口へと向かう。

「ミリアム！」

　呼びかけるマコト。ミリアムは無視して行ってしまう──かと思いきや不意に止まった。だがマコトが表情を緩ゆるめて隣へ行くと、

「返して」

　と帽子をひったくり、今度こそ船内へと入っていった。

「……」

　マコトは一いつ瞬しゆんむかっとしたが、誤解されてるうちはこんなものだ、話せば分かる、と自分に言い聞かせて後を追った。

　ミリアムはエレベーターホールへ。呼び出しボタンを叩たたく。少しして扉が開き、ミリアムはエレベーターに乗り込もうとする。車椅子の車輪が段差に引っかかった、と思った途と端たん乗り越えた。振り返るとマコトが車椅子を押している。

「どこまで？」マコトが問う。

「……第７デッキにやってください」ミリアムはエレベーターの係員に告げた。

　エレベーターが第７デッキに到着し、扉が開くと、ミリアムはマコトなどいないかのように急激に車椅子をバックさせた。「うわっ」とマコトが飛び退のく。ミリアムは力任せに段差を乗り越えた。ホールでターンして、通路へ。

「アンジェラとは何でもないんだ」

　マコトは勝手に説明を始めた。このまま移動を続けてもらちがあかない。

「確かに親しくはしてたけど、ただの友達だよ」

　噓うそではない。婚約の話はあくまでも予定であり、正式には決定されていない。そう思っても胸に小さなしこりのような罪悪感が生まれた。

　なぜ僕はこんな言い訳をしているのだろう──自問がよぎったのは一瞬。ミリアムが加速したのを見て、マコトは慌てて言葉をつなぐ。

「僕が家出同然にアズールを出てきたから、アンジェラは心配してて、音信不通だった僕が無事だって分かったから感極きわまって抱きついてきただけなんだ」

　ミリアムはマコトの言葉を一いつ切さい無視した。聞こえていなかったはずはないが、目立った反応は返さなかった。一心不乱に自分の部屋まで移動すると、ポケットを探って鍵かぎを取り出す。

「ミリアム。話を聞いてよ」

　無視。

　マコトがこの場にいないものとして行動しているつもりらしい。しかし鍵穴に鍵を差し込む手つきはやけに荒っぽい。それでもどうにか鍵を開け、ミリアムは部屋に入った。マコトもその後に続こうとするが、

「私シャワー浴びるんだけど？」

「……っ」

　あからさまな噓うそだった。しかし、そうでなくても女性の部屋に勝手に入るわけにはいかない。かといってここで引き下がったらミリアムはウツボのように閉じこもり、無理に引っ張り出そうとすればその手に嚙かみついてくるだろう。

「ミリアム！」マコトはつま先をドアの隙すき間まに突っ込んだ。「十分……いや、五分でいいから僕の話を聞いてよ」

「……三分」

　それじゃあまりに短過ぎる。いや、時間をもらえただけマシなのか。と考える間も惜しい。

「誤解なんだ。アンジェラが足をくじいたから、部屋まで連れて行っただけで、ちょっとお茶飲んで話をして……それだけなんだ」

「あ、そう」

　そのあまりに淡泊な反応にマコトは啞あ然ぜんとする。

「あ、そう、って……」

「他ほかに言い様がないもの。というか何でその話を私にするの？」

「それは……、ミリアムが怒った、から……」

「怒ってなんかない！」

　と叫ぶ声がすでに怒っているのだが。

「何で私が怒るの？　マコトがどこの誰だれかと仲良くしたとして、何で私が怒らなくちゃいけないの？」

「そんなの知らないよ！」

　マコトがそう言った瞬しゆん間かん、ミリアムの眼光がひときわ鋭するどくなり、その髪が逆巻き舞まい上がった──かに見えた。

　そのあまりの迫力に押され、マコトは無意識のうちにドアの隙間からつま先を抜いていた。

「……知らない？　知らないって何？　何で怒ってるか分からないけどとりあえず謝あやまっておけばいいだろうってこと？」

「僕は謝あやまらなきゃいけないようなことはしてない！」

　マコトは潔けつ白ぱくだと言ったつもりだったが、ミリアムはそうは受け取らなかった。

「……」

　ミリアムはすっと車椅い子すを下がらせた。ドアを開け、

「……ミリアム？」

　マコトがとまどったその隙すきに勢いよく前進、車椅子の車輪でマコトの足を轢ひこうとする。

「何するんだよっ！」

　マコトはとっさに飛び退すさって回かい避ひ。ミリアムは車椅子のタイヤを軋きしませて超速のターンを決めると、一度も止まることなく部屋の中に戻った。

「ふん！」

　ドアが勢いよく閉まる。続いて鍵かぎを閉める音が、わざとらしいくらいに大きく響ひびいた。

「……なんだそれ」

　誤解するまではまだ分かる。こっちだっていきなり逃げたりと紛まぎらわしいことをしてしまったのだから。しかし聞く耳も持たないとはどういうことか。さすがのマコトもむっとするのを抑えられなかった。

　腹立ち紛れにドアを蹴けろうとして──さすがにやめる。船に罪はない。こんな見事な船に八つ当たりをするのは美の冒ぼう瀆とくだ。

「そういう態度ならもう知らないからな！　勝手にしろ！」

　マコトは荒っぽい足取りで、カメラバッグをがちゃがちゃ鳴らしながらその場を後にするのだった。
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　まったくもって腹が立つ。

　頑がん固こ者ものだとは思っていたが、あそこまで意固地偏屈根性悪だとは思わなかった。

　荒れた気分でマコトは船内を当てもなく歩き回った。すれ違う乗客にカメラバッグが接触してしまっても、

「失礼！」

　とまるで相手に非があるかのように言い捨てて立ち止まらない。まるっきりの八つ当たりだ。そうしてやさぐれた熊のような気分で角を曲がった瞬しゆん間かん、

「きゃっ！」

　マコトは誰だれかと正面衝しよう突とつをしてしまった。

　小柄な相手が跳ね飛ばされるようにたたらを踏み、壁かべに手をつく。

「あ、す、すいません大丈夫ですか！」

　か弱そうな少女に危害を加えてしまったことでようやくマコトは我に返る。

「はい。大丈夫です。すみません、私も前を見てなくて……マコト様？」

　と顔を上げたのはアンジェラであった。

「よかった」とアンジェラは微笑ほほえむ。「マコト様を捜していたところです」

「僕を？」

「はい」うなずき、「……マコト様、どこか具合でもよくないのですか？」

　アンジェラはマコトの顔を見上げながら、心配そうに訊たずねてきた。

「へ？　あ……」

　どうやら自分は結構なご面相で歩いていたらしい。そうと気付いたマコトは努めて笑顔を作り、アンジェラに向けた。

「何でもないよ。うん。ちょっと嫌いやなことがあっただけ」

　このときアンジェラはふと、エレベーターホールで見かけた車椅い子すの少女のことを思い出していた。マコトとは知り合いであるらしい。なにやら揉もめたような様子だった。

　あの子は誰だれなのか──知りたくてたまらなかったが、それ以上に聞くのが怖かった。

「アンジェラは？　足の方はもういいの？」

「はい。もう痛みもすっかり引きました」

「そっか、良かった」

　話題をそらすために訊ねたような形になってしまったが、マコトがアンジェラを心配していたのは本当だ。怪け我がで旅行を台無しにしてしまっては、申し訳ないどころの話ではない。

「見てください」

　とアンジェラは片足を前に突き出した。元々見て分かるような怪我ではなかったはず、とマコトは首をひねる。

「靴です。お医者様に言われた通り踵かかとの低いものに替えました」

「ああ」言われてみれば昨日きのうとは靴が違う。「買ったの？」

「いえ、最初から何足か持ってきていましたから……あ」

「どうしたの？」

「……いえ、何でもありません」

　つま先を引っ込めて、アンジェラは顔を背そむけた。頰ほおが少々赤い。

　アンジェラは、自分が犯した小さなミスに気付いたのだった。『予備の靴など持っていなかったことにすれば、マコトを買い物に誘う良い口実になったのに』

　──いや、とアンジェラは考えを改める。何も口実がなければ誘ってはいけないというわけではあるまい。私たちは婚約者なのだ。

「マコト様は、今、お暇ひまですか？」

「あ……うん」

「では船内を案内していただけないでしょうか？」

　ほんの一いつ瞬しゆん、マコトはミリアムのことを思った。だが、

「いいよ。どこから行こうか？」

　あんな態度を取られてなお譲じよう歩ほを考えるほど、マコトは大人おとなではないのであった。







　ヴィーヴル号は屋上を除いて十の階層で構成されている。このうち船底に近い方から二階層は機関部や貨物室、それに船員のためのフロアとなっており、一般客が出入りすることはない。

　残る八階層の上から四階層が客室、残りが各種娯楽施設となっている。

　一度部屋に戻りたい、とアンジェラが言ったので、二人はひとまず最上階へと上がった。

　アンジェラが部屋の鍵かぎを開け、中へ入った。マコトが着いてこないことに気付いて、

「マコト様？」

「僕はここで待ってるよ」

「……座ってお待ちになればいいのに」

「いや、いいんだ」

　マコトの脳裏にあったのは、昨日きのうアンジェラに迫られた場面であった。密室に二人っきりはちょっとまずい、気がする。

「ではなるべく急いで準備をしてきます」

「うん。慌てなくていいからね」

「もう」とアンジェラは頰ほおをかわいらしく膨ふくらませてから、扉を閉めた。

　マコトはぼけっと壁かべによりかかって待つ。と、通路の奥の方にある扉が開き、三人の男が出てきた。

「……ん？」

　男たちは暗い色のスーツにワイシャツ、ネクタイもきちんと締しめて、足下は磨みがき抜かれた革靴という出いで立たち。身長はばらばらだが、三人とも妙にがっしりした体格をしている。

（ボディーガード、かな？）

　第10デッキ──スイートの乗客ならそういうものを連れていても不思議ではない。

　そのはずなのだが、妙な違和感をマコトは覚えていた。

　男の一人が通路に立っているマコトに気付いた。

　マコトは思わず目をそらして「関係ありませんよ」という風を装ってしまう。端はたから見たらマコトの方がよっぽど怪しく見えただろう。

「ごめんなさいお待たせして」

　何となくきな臭い空気を押し流すように、アンジェラがドアを開けて廊下に出てきた。

「いや、全然待ってないよ」

　男たちはマコトとアンジェラのやりとりを見ると、無言で視線を交わし、船尾の方へと歩いていった。

　マコトは何となく、彼らの背を見る。

「あ……」違和感の正体がつかめそうに思えた次の瞬しゆん間かん、

「マコト様？」

　アンジェラの問いかけが閃ひらめきの種をどこかに吹き飛ばしてしまった。

「あ、ごめん何でもない」

　まあたいしたことじゃないか、と男たちのことを頭から追い出す。

　アンジェラは短時間の間に顔を洗って髪を直し、服を替えていた。フリルを何枚も重ねたかわいらしい装よそおいだ。

「じゃ、行こうか」

　マコトはうなずいて歩き出す。

　その後ろでアンジェラが、スカートの裾すそをつまんで小さなため息をつく。

「こういうのは好みじゃないのかしら……」

「なにか言った？」

「あ、いいえ！　忘れ物がないか確認をしてただけです」

　そう答えながら、アンジェラは小走りでマコトの隣となりへ並んだ。

「どこか行きたいところは？」マコトが訊たずねる。

「いえ、特には……というかどこに何があるのか、よく分からないので……」

「そっか。じゃあ散歩がてらぐるりと一周、ってことで」

　答えながらマコトはざっとしたルートを考える。一番近い娯楽施設は屋上のプールとテニスコートだが、運動が苦手なアンジェラは楽しめないだろうからパス。第10デッキから第８デッキまでは客室しかないのでパス。第７デッキには客室の他ほかに船橋ブリツジがあるが、航行中に一般客が入れる場所ではないのでここもパス。

「とりあえず第６デッキに降りるのがいいかな。そこから順番に見ながら降りていく感じで」

　マコトはエレベーターホールに向かって歩き出す。と、

「マコト様、階段で降りませんか？　お散歩でしたらゆっくり行きましょう」

「そうだね、そうしようか」

　二人は方向転換して船首側の階段へ。

　マコトはアンジェラに手すりのある側を譲ゆずった。

「昨日きのうの今日きようだからね。ちゃんと手すりに摑つかまって降りた方がいいよ」

「……はい」

「どうかした？」

「いえ、何でもありません」

　マコトの問いにアンジェラは首を振る。

　アンジェラが階段で行こうと言ったのは、足下の不確かさを口実にマコトにしがみつくためであった。目論もくろ見みが外れてまたしても小さなため息。頼りがいがあり過ぎる丈夫な手すりを、アンジェラは恨めしそうに睨にらんだ。

　第９デッキから第８デッキへと降りる途中、下から上がってくる乗客があった。ヴィーヴル号の上下移動はエレベーターがメインなので階段はあまり広くない。マコトは上がってきた乗客のためにすれ違うスペースを空けてやった。乗客は行く手の気配に気付いて顔を上げ、

「なんだ、マコトじゃないか」

　上がってきた乗客はクロードだった。

「そっちはミリアム……じゃないな」

　その名前を出されてマコトはわずかに顔をしかめる。

「マコト様のお知り合いの方ですか？」

「あ、うん……クロード・アイスさんっていって……」レヴァンテのメンバーで優秀なパイロットです──とはもちろん言えない。「……なんて言うか……仕事の関係で」

「まあ。ではこの方もカメラマンなのですか？」

「いや、そうじゃなくて……モデル……でもなくて」

　マコトがまごついている間に、アンジェラはクロードに向かって軽く会え釈しやくをして、

「初めまして。私、アンジェラ・フラ──」

「わ────っ！」

　突然マコトは奇声を上げ、アンジェラの自己紹介の邪じや魔まをした。まずい。それはまずい。マコトがフラムベルク家の娘──体制側の人間と縁えん、それも婚約の予定ありという強い結びつきがあることを、レヴァンテのメンバーであるクロードに知られるのは非常にまずい。やましいことなど何もないが、それでも火種は火種である。

「マコト様？」

「おいおいどうした急に？」

　アンジェラとクロードが同時に問いかけてきた。

「フラ……フラ、フラッペ！　そう！　フラッペを食べに行くところなんだ！」

　裏返った声でそう言うと、マコトはまずクロードを踊り場まで引っ張っていき、その耳に囁ささやいた。

「すいません！　今は何も聞かずスルーしてください」

「はあ？」クロードは首を傾かしげ、アンジェラをチラ見して、「……浮うわ気きか？」

「う、浮気って、え？」

「付き合ってる女とは別の女にちょっかいを出すこと。……マコト、お前ミリアムと付き合ってるんだろ？」

「え？　えっ？　ええっ！」

　端はたから見るとそんな風に見えるのか。

「そんなことないですよ。僕はなんて言うか、使用人その２、程度の扱いで……」

「そうは見えなかったけどなあ」

　とクロードは首をますますひねる。

「何でもいいのでとりあえずこの場は何も聞かずにスルーください。お願いします。後で何でもしますから。どうか」

　身元をばらしたくない一心で、マコトは両手を合わせてクロードを拝おがみ倒す。

「よく分からないが、他人に貸しを作れるなら断る理由はない」

「すいません」

　なんだかやばい約束をしてしまった気もするが、とりあえずこちらはこれで良し。

　続いてアンジェラのところへ行き、

「あのさ、ちょっとお願いがあるんだけど」

「はい？」

「僕の知り合いに対して、アンジェラの家の名前は出さないで欲しいんだ」

「私の家といいますとフラ……」

「[image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　マコトはばたばたと手を振り回してアンジェラの言葉を遮さえぎった。

「……すみません」

「あ、いや、こっちこそごめん」マコトは踊り場のクロードを気にしながら、「僕、素性は秘密にしてるんだ。カシマの関係者だって分かると、お金やコネを目当てに寄ってくる人が大勢いる。カシマってだけでも嫌いやになるくらいそういう人が寄ってくるのに、フラ──っと、とにかく、身元がバレたら多分うんざりするような事態になる」

「ああ……よく分かります。私も旅行中は家のことは忘れて楽しみたいですし、ただのアンジェラでいることにします」

　アンジェラは少し顔をしかめてうなずいた。名声に群がる有う象ぞう無む象ぞうに嫌な思いをさせられたことを思い出したのだろう。

　マコトはふう、と息をつきながら顔を上げる。

　話が終わったのを察したのだろう、踊り場にいたクロードがゆっくりと階段を上ってくる。無言ですれ違うのはなんだか気まずい気もして、マコトは話しかけた。

「ところでクロードさんはこんなところで何をしてたんですか？」

「ん？　別にどうってことはないな。カジノが開くまで暇ひまだからぶらぶらしていただけだ。……目的もなく歩き回ってると余計時間が長く感じられるな。部屋で寝てるとするよ」

　混血のパイロットはそう言うと、マコトとアンジェラの脇わきをすり抜けて階段を上がっていった。

「……あの人、なんだか怖いです」

　クロードの姿がすっかり見えなくなると、アンジェラがそう漏もらした。

「そう？　悪い人じゃないと思うけど」

　昨日きのう出会ったばかりではあるが、マコトの目には気の良いお兄にいさんにしか見えない。どことなく影かげがあるのも生い立ちを考えれば理解できる。

「そう……ですね、感覚だけで人のことを判断してはいけませんよね。……ところでマコト様、先程の話ですけれど。家の名前を出すな、という」

「ん？」

　その話はもう納得してもらったと思っていたのだが……。

「……そうしますと、マコト『様』というのもやめた方がいい、です……よね？」

　上うわ目め遣づかい。妙に緊きん張ちようした様子でアンジェラはそう訊たずねてきた。

「あ」言われてみればその通りだ。「〝マコト〟でいいよ。僕もずっとアンジェラのこと呼び捨てにしてるし」

「ええっ！」とアンジェラは顔を赤くし、「……いえあの、いきなりそこまでは……私の方が年下ですし……」

　アンジェラは口の中で舌を転がす。

「……マ、マコト…………さん」

「うん。それでいいよ」

　まだ顔が赤いままのアンジェラと一緒に、マコトは第６デッキに降りた。ひとまずパーラーに入ってジェラートを注文したのは、先程出たフラッペのことがあったからなのだが、アンジェラはフラッペを知らないと言う。

「本当に？　こう、粗あらく削った氷に甘いシロップをかけて、一気にかき込むと頭がキーンって鳴って。食べると舌が青くなる」

「頭が鳴って舌が青く……そんな恐ろしい食べ物は見たことありません……」

　説明するもアンジェラは理解できない様子。そういえばこっちに来てからフラッペを見たことがなかったような。

「……もしかしたら秋あき津つにしか存在しないのか？」

　渡欧三年以上経たってようやく知る驚きよう愕がくの事実！──という程のものでもないか。

　恐ろしくない食べ物で暑気を払った二人はパーラーを出た。

　第６デッキで一番大きな施設は船首のダンスホールである。ちらりと覗のぞくと子供たちが元気よく走り回っていた。子供たちに交ざって遊ぶつもりはない二人は、通路を船尾の方へと進む。

　通路の両脇に、無数の小売店が並んでいた。

「身の回りのものとか旅行の必須アイテムとか。何か忘れ物があっても船内のどこかの店で必ず買えるはず。ええっと……『当船は手ぶらで乗り込んだお客様にも何不自由させないことをお約束します』だったかな」

　マコトはパンフレットの一節を暗唱した。

　左右に並ぶ店はヴィーヴル号の客層を反映して、国内外で名の知れたブランドばかりだ。日傘一本が五万リーラもするというのはマコトにしてみればギャグとしか思えないのだが、店内は妙齢の婦人でにぎわっていた。

「あ」

　通路を進む途中、アンジェラは小物の店で足を止めた。日記帳とペンを手に取る。

「あれ、日記なんかつけてたんだ」

「今日きようからです。本当は昨日きのうからにしたかったんですけど、昨夜ゆうべはうれし過ぎてそんなこと思いつきもしなくて……」

　人が日記をつけ始めるのは、何か運命的な出来事があったときだという。アンジェラにとってはそれが、マコトとの再会だったのだろう。

　アンジェラの無む垢くな眼まな差ざしを向けられるたび、マコトは申し訳ないような気持ちになる。僕は君に慕したわれる程立派な人間じゃないんだよ、と言ってやりたくなるのだ。

　アンジェラは足早にレジへ。財布から数枚の札を取り出し、緊きん張ちようした面おも持もちで精算する。

「……私、こんな風に買い物したのって初めてです」

　アンジェラはちょっと興奮気味にそう言った。

　自分でお金を払ったのは初めてだ、という意味だとマコトは思ったのだが、

「普段はお店の人が家に来ますから」

　フラムベルク家ぐらいになると、買い物程度で足そく労ろうなどしない。電話一本でデパートの支配人が自みずから新作商品の山と共に参上つかまつるのである。

　通路をさらに進むとソファーを並べた談話スペースがあり、その先は広いダイニングになっていた。

　ヴィーヴル号のダイニングは第４デッキにもあって、時間帯によってどちらかが営業している。今の時間はこちらが閉店中であった。

「一応、第４デッキの方がメインになるのかな。出てくる料理もちょっと違う」

「あら」とアンジェラが首を傾かしげる。

「どうかした？」

「あそこ……」

　とアンジェラはダイニングの中を示す。見ると、一人の船員がテーブルの下に潜もぐって何か作業をしているようだった。

「何かの修理でもしてるんじゃない？　電気の配線とか」

「乗客の目に触れるように作業をするのは感心しませんね」

　アンジェラは少しばかり不ふ機き嫌げんそうに言った。

「何か緊きん急きゆうなんじゃないの？　そう目くじらを立てることでもないよ」

　マコトがそう言うと、アンジェラもさして気にしてはいなかったのか、あっさりと視線をそらして歩き始めた。

　二人はダイニングの前を横切って、船尾の階段から降りようとしたのだが、階段が大きな荷物でふさがれていたため、やむなく引き返すことにした。

　二人はダンスホールの手前まで戻って、中央の階段から下に降りた。

　第５デッキには甲かん板ぱんがあるせいか、他ほかのデッキよりも人出が多いようだ。甲板付近には例のごとくカフェと売店がいくつか。

「船尾の方は劇げき場じようと映画館だね。あと、演劇用のホールもある」

「映画……」

「見る？」

　アンジェラは少し迷ってから、うなずいた。

　しかし映画はすでに上映中で、途中入館はできない決まりだった。係員は申し訳ない、と頭を下げ、演劇ホールの方はいつでも入れると案内した。

「ただいま演劇ホールでは、世紀の奇術師ドン・トルナトーレによる驚きよう異いのマジックショーが開催中です」

「あ、なんか面白そう」とマコト。

「ではちょっと覗のぞいていきましょう」

　二人は演劇ホールへと向かった。係員に笑顔で迎えられ、防音を意識した分厚いドアを押し開ける。と、

「いやああああああああ！」

「きゃああああああ！」

　演劇ホールに入るなり、すさまじい悲鳴が二人を出迎えた。

　ステージ上には血まみれのチェーンソーを振り回す男、その足下には美女のバラバラ死体が転がっている。人体切断ショーの真っ最中だ。

「うっわ、これは……」

　作り物と分かっていてもなかなかえぐい。

　奇術師はふと我に返るとチェーンソーを放り投げ、足下に転がっていた美女の生首を拾い上げた。そしておいおい泣きながら、胴体や手足を拾い集める。一ヶ所に集めた死体に覆おおい被かぶさってしばらく泣いた後、天に向かって両手を広げ、「神よ！」叫んだ後、何かの呪文を唱となえた。直後、バラバラ死体から激しい閃せん光こうと煙が上がった。

「きゃあっ！」

　観客が悲鳴を上げた瞬しゆん間かん、バラバラ死体は一つにつながり元通りの美女として立ち上がった。

「おおおお！」

　マコトは思わず声を上げ、拍手をしていた。それをきっかけに観客全員が拍手をする。

「アンジェラ、見た!?　すごかったね！」

　マコトは興奮を抑えきれずに傍かたわらのアンジェラに話しかけた。が、

「…………………………」

　アンジェラはバラバラ死体──の作り物を目にした瞬間に気を失っていた。

「アンジェラ！　しっかり！」







　白目をむいたアンジェラが崩れ落ち、マコトに肩を揺さぶられていたその時、二人の頭上、第６デッキのダイニングで、とある事態が進行していた。

「……」

　テーブルの一つに船員が潜もぐっている。その船員は鋭い視線で通路の方を見た。

　通り過ぎる乗客の誰だれもダイニングに注意を払っていないことに確証を持つと、船員は胸元からタイマーの付いた小さな筒を取り出し、それをテーブルの裏側に貼り付けた。タイマーのつまみをひねり、耳を近づけてカチカチと音がするのを確認。

　船員──に扮ふんした男──は満足して立ち上がり、何食わぬ顔でその場を後にした。







「ごめんなさいマコト様！　私、また迷惑をかけてしまって……！」

　目を覚ましたアンジェラは怒ど濤とうの勢いで謝しや罪ざいした。

「別にいいよ。アンジェラが悪いわけじゃないんだし」

　とマコトは鷹おう揚ように答えたが、それはアンジェラにとってはなんの救いにもならなかった。逆にその優しさが痛い。

　悲鳴を上げてしがみつくくらいならかわいげもあっただろうが、白目をむいてひっくり返るのは醜しゆう態たい以外のなにものでもない。穴があったら入りたい。そして埋まりたい。永遠に。

　動揺のあまり視線が定まらなくなっているアンジェラをマコトは、

「ちょっと風に当たろう。そうすれば気分もよくなるよ」

　と甲かん板ぱんへ誘った。

　アンジェラは力なくうなずき、頼りない足取りで甲板へと向かった。

「……あ」

　最悪の気分でドアを押し開けたアンジェラの頰ほおを、さわやかな海風が吹き抜けた。ほとんど色のない金髪がふわりと舞まい上がる。

　見えるは空と海ばかり。陸地の姿はどこにもない。世界は見渡す限りの蒼あおと蒼だ。

「……すごい」

　アンジェラがうっとりした声で言った。小走りで舳へ先さきの方へ進み、手すりに摑つかまって身を乗り出す。

「まるで世界がこの船だけになったみたい」

「そしてこの世界に存在する人類がボクと君だけならもっと良かったのに」

　突然の臭いセリフはマコトではない。

　アンジェラの近くにいた男がくるりと振り返り、アンジェラの手を取ると、

「ああ、美しいお嬢じようさん。まるで真珠のようなその頰ほお……お？」男はアンジェラの顔を見て幾度か瞬まばたきをする。「ク、〝クアドラ海の真珠〟？　やば……」

　男がとまどっている隙すきにマコトは二人の間に割って入り、男の手を振り払った。

「どちら様？　何か用ですか？」

　あからさまな不信感を込めて問う。

「ああ、いや、なんでもないんだごめんごめん。人違いだよ。失礼！」

　男は焦あせった口調でそう言うと、逃げるように甲かん板ぱんから出て遊歩道プロムナードへと入っていった。

「……知り合い？」

　とマコトはアンジェラに訊たずねた。男が口にした〝クアドラ海の真珠〟とは、アンジェラの社交界での通り名である。アンジェラはふるふると頭を揺らして、

「いえ、あんなおかしくて失礼な人、知りません！」

　アンジェラがそう答えたとき、男が消えたのとは反対側の遊歩道から、小柄なメイドが姿を現した。メイドはマコトたちに気付くとこちらにやってきて、

「失礼します。今こちらに顔だけはいい種馬男がやってきませんでしたか？」

「は？」

「……金髪でちょっとだらしない格好の？」

「それです」メイドはうなずき、アンジェラを見て、「……その男に何かされませんでしたか？　具体的には妊娠するような行為ですが」

「え、にんっ……」一いつ瞬しゆん絶句して「何もされてません！　ちょっと手を握られただけです！」

　とアンジェラはマコトに向かって弁明した。

「さようですか。我が主あるじが失礼をしました。これをお持ちください」

　とメイドはどこからか小さな薬くすり瓶びんとガーゼを取り出し、アンジェラに持たせた。

「あの……？」

「消毒用のアルコールです。大丈夫とは思いますが念のため」

「大丈夫って何がだよ」

　思わず突っ込むマコト。メイドは仏ぶつ頂ちよう面づらで聞き流し、

「では失礼いたします。あの夜行生物を捜して縛しばり上げねばなりませんので」

　一礼して、メイドは船内出入口の方へと駆けていった。

「あ……」さっきの男が去ったのはそっちじゃないんだが「……まあどうでもいいか」

「……何だったんでしょう？」

「さあ」

　よく分からないがとにかく景色を楽しむという気分ではなくなってしまった。

　二人は何となく疲れた気分で船内に戻り、近くにあったカフェに入ることにした。

　カフェの入口には黒板が出してあって、『カフェ〝トリトーネ〟へようこそ！　誠に申し訳ありませんが、本日の数量限定ケーキは終了しました』と書かれていた。

（ああ、ミリアムが食べたがっていたケーキはこの店のか……）

「マコトさん？」

「ん。何でもない」

　店に入り、アンジェラは紅茶とケーキを、マコトはコーヒーとクッキーを頼んだ。

　小休止を終えた二人は店を出て、さらに下の階層へと移動する。

　第３デッキにあるのは会議室とカジノ。会議室はただの部屋だから見ても面白くはない。カジノの方はこの時間は営業してないので入れない。第３デッキには従業員用の船室などもあるので、客の立場で歩き回れる場所は少ない。二人はあっという間に階段に到達した。

　第２デッキに降りる階段はロープで封じられていて「関係者以外立ち入り禁止」の札がかかっていた。

「この下はどうなっているのでしょうか？」

　立ち入り禁止と言われるとかえって見たくなるのか、アンジェラが階下を覗のぞきながら訊たずねた。

「誰だれも見てませんし、こっそり降りていきませんか？」

「やめておこう。どうせ倉庫とか貨物室しかないだろうし」

「でも……こんな機会滅多にありませんし」

　船旅のことか、それとも家人を連れずに勝手気ままに動き回ることを言っているのか。

　アンジェラの身の上を思えば、ささやかな好奇心を満たしてやりたくもなるが、そういうわけにもいかなかった。第２デッキには格納庫があり、ミリアムの愛機リナシメントが収容されているのだ。格納庫にも鍵かぎはかかっているはずだが、万一と言うこともある。

「どうしてもって言うなら行ってもいいけど……」

「けど？」

「……船の倉庫はネズミが出るよ？」

　マコトがそう言った瞬しゆん間かん、アンジェラは卒倒しそうなくらいに青ざめた。

「か、勝手に入るのはよくないですよね」

　そう言いながらアンジェラは、いましも階段からネズミの大群が上がってきたかのように、怯おびえてマコトにしがみついた。

　マコトはやり過ぎたかと反省しつつ、アンジェラを伴ともなってその場を離れる。上り階段で第４デッキに戻ると、ようやくアンジェラは生気を取り戻して息をついた。

「どうする？　戻って映画でも見るとか？　今行けば多分次の上映にちょうどいいよ」

「いえ。あの……屋上に行きたいです。その……プールに」

　上うわ目め遣づかい。何か大勝負に挑むような必死さでもって、アンジェラは言ったのだった。
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　第７デッキのエレベーターホール。籠かごが止まると、小こ脇わきに数冊の本を抱えたメイドが降りてきた。メイドはエレベーターの係員に「ありがとうございます」と声をかけると、小走りで移動しながら髪をポニーテールに結ゆわえる。マルであった。

　マルは通路をまっすぐに進んで自室へ。部屋の鍵かぎを開けようとして、すでに開いていることに気付く。

「お嬢じよう様、不用心ですよ」

　声をかけながら部屋に入る。ミリアムは車椅い子すを窓まど際ぎわに寄せて本を読んでいた。

「……え？」

　一拍遅れて顔を上げるミリアム。読書に没頭していた──にしては少し様子がおかしかった。どことなくぼんやりしている。

「鍵が開いていましたよ」

「あ、ごめん」

　とミリアムは言ったが、やはりどこか上うわの空そらな感じであった。

「お嬢様……どこか具合でも悪いのですか？」

「別にそんなことはないけど……それより頼んでた本は？」

「あ、はい。これですよね？」

　そういいながらマルは小脇に抱えていた本をミリアムに渡した。

　ヴィーヴル号には図書室も備わっていて、希望者には本の貸し出しも行っている。マルはミリアムに頼まれて本を借りに行ってきたところである。

「うん。ありがと。ところで随ずい分ぶん遅かったけど……」

「え、そ、そうですか!?　ちょっと本を探すのに手間取りまして……」

　マルはとっさに噓うそをついた。

　目的の本は有名な作品だったのですぐに見つけることができた。貸し出し手続きにもなんのトラブルもなかった。

　しかしその帰り道、マルはマコトとアンジェラが一緒にいるのを見かけたのだった。マルは即座に二人の尾行を開始した。髪を下ろしていたのは変装のつもり──この程度じゃ何の意味もないかと思ったが、意外にもばれなかった。船内には他ほかの乗客が連れてきたメイドが大勢いたからだろう。

　マコトとアンジェラはマルに尾行されていることなどまったく気付かずに船内を歩き回った。どうやらマコトがアンジェラに案内してやっているらしかった。上から下まで船内を一巡した後、二人はどうやらプールに行くことにしたらしい。

　ミリアムはマルから受け取った本を確かめもせずそのままテーブルに積むと、視線を読みかけの本に戻した。マルはその本のページ数が、マルが部屋を出たときとまったく変わっていないことに気付いた。

　ミリアムの視線が文字を追う……追っているような真似まねをする。不意にミリアムは目を閉じた。小さくため息をつき、

「ねえ、マル」

「はい」

「私って……かわいくないかな？」

「お嬢じよう様……！」

　ミリアムの唐突な問いにマルは驚おどろき、同時に小さな喜びを覚えていた。

　レヴァンテに加入して以来、ミリアムは戦うことで頭がいっぱいだった。運命に抗あらがい、私はここにいる、あんたの自由になんかなってやるものか、と叫び続ける。存在を示すためには力が必要だった。だからミリアムはひたすらに空を飛び、敵を落とすことばかり考えていた。強くて優秀なパイロットである──それだけが己おのれの存在価値だという思いを、日々深めているように見えた。

　マルはその行き着く先が怖かった。いずれお嬢様は人であることをやめてしまうのではないか──最強の翼つばさを得たならミリアムは空の彼方かなたへ、運命そのものを破は壊かいするために飛び立って、二度と戻ってこないのではないか。マルはずっと、そんな幻想に怯おびえていた。

　そのお嬢様が人目を気にしている。他人と自分を比較している。

「ああ……」

　感極きわまったようにうめくと、マルはミリアムに抱きついた。

「ちょ、ちょっとマル!?」

「お嬢様！　お嬢様は世界の誰だれよりかわいいです！　マルが保証します！」

「わ、分かった。分かったからちょっと離れて、苦しい」

　ミリアムに押され、マルは我に返ってミリアムを解放した。

　少し落ち着いた頭で考える。なぜお嬢様は急にこんなことを言い出したのか。

（……マコトさんのせい、ですね）

　マコトがミリアムを変えた、変えつつある。やはり自分の目に間違いはなかったのだとマルは確信した。

　お嬢じよう様はマコトさんのことが気になっている。気にしまくっている。

　怒ど鳴なって、怒って、意識しまくっているのに、不器用なお嬢様はそれを認められない。

　そんなお嬢様の背中を押してやるのが自分の役目だと、マルは思っている。今回はちょっと荒っぽく、押すと言うより突き飛ばすになるかも知れないけれど。

「ごめんなさい取り乱しました」マルはぺこりと頭を下げてから、「でもお嬢様が世界で一番かわいいというのは間違いないです」

「そう、ありがとう」

　ミリアムはそう答えて微笑ほほえんだが、その顔には寂しさと反省の色がある。

「お嬢様。お嬢様はマルがお嬢様に気を遣つかって『かわいい』と言ったのだと思ってますね？」

「え、あ……う……」

　図星だったのだろう。ミリアムは困ったようにうつむいた。

「それは間違いです。お嬢様は本当に世界で一番かわいいです。なんでしたら証明もできますけど？」

「え!?　そんなのどうやって……」

　お嬢様が食いついてきたことにマルは心の中で盛大なガッツポーズを決める。しかしそれをおくびにも出さずに、

「プールです」

「プール？」

「はい。プールです。お嬢様はかわいくてスタイルもいいのですから、ちょっとお肌を出すだけでプールサイドの視線が釘くぎ付づけになること間違いなし！　です」

「でも……」

　とミリアムはスカートの上から腿ももの辺りをさすった。人前で肌を出したくないのだろう。ミリアムの脚には幼い頃ころの事故による大きな傷跡が今も残っている。

「傷のことならご心配なく。このマルに抜かりはありません。夜なべして作った特製の水着を用意してあります。お嬢様に恥ずかしい思いはさせないですよ、ええ」

　ばんばん、と得意げにマルは自分の胸を叩たたいた。

「マルにどーんとお任せあれ」

　ミリアムはうなずかなかったが、ためらっているのが見て取れた。後一押しだ。

「お嬢様、退院したら旅に行こう、と約束をしたのを覚えてますか？」

「うん」

　もう何年も前のことなのに、ミリアムはすぐに思い出してうなずいた。

「キルシュ共和国に旅行して、ビーチで泳ぎの練習するんだったよね」

「行き先は変わってしまいましたけど、今、その約束を果たすということでは……ダメ、ですか？」

　マルはミリアムの足下に膝ひざを突き、その手に自身の左手を重ねる。右手は自分の胸へ。

「私が心臓に持病を持っていることはお嬢じよう様もご存じですよね？　約束は果たせるうちに果たしておきたいです。いつ何時、何があるか分かりませんから」

「……」

「お嬢様」

　マルは息を止めてミリアムを見上げた。五秒……十秒……息苦しさに顔が歪ゆがんでくる。ミリアムはそれを苦く悶もんの表情と見る。

「……分かった」

　ついにミリアムが折れた。

「お嬢様！」

　マルは満面の笑みでミリアムに抱きつくのであった。
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　振り返り見上げると、黒い煙突フアンネルが天に向かって高々と伸びていた。

　ヴィーヴル号は船体の上に向かって徐々にすぼまる形になっているので、床面積で言えば屋上が一番狭い。しかし頭上を遮さえぎるものがないので開放感は最高級である。

　屋上にある主な施設はプールとテニスコート。ジャグジーの屋根は開閉式で、晴れた日は夜空を見ながら入浴できる。ちなみに混浴だが、水着着用が義務づけられている。

「温泉気分、とはいかないんだよなあ」

　秋あき津つ生まれのマコトとしてはそこが残念である。風呂というものは真っ裸で浸つかるからこそ気持ちいいのだ。それはもう誰だれがなんと言おうと絶対に。

　ストーリアも秋津も火山大国温泉大国ではあるが、両者の入浴に対する感覚は結構違う。秋津の風呂は体を洗って疲れを癒いやすためのものだが、ストーリアでは体を洗うのはシャワーの役目であり、温泉やジャグジーはレジャー施設の一種だと認識されている。

　ともあれ今日きようのお目当てはジャグジーではない。

　マコトは更衣室で水着に着替えると、首にバスタオルを引っかけてプールへと向かった。

　プールサイドには無数のビーチベッドが並び、水着姿の乗客が寛くつろいで肌を焼いていた。

　アンジェラは──まだ来ていないようだ。

　ヴィーヴル号のプールは客船用にしては規格外に大きく、軽いトレーニングになら十分使えそうな長さがあった。

「……久しぶりにちょっと本気で泳いでみようかな」

　タオルをベンチに置いて軽くストレッチ。体をほぐしてから水に入る。端はしから端まで軽く流して、反対側からプールサイドに上がる。調子はまずまずのようだ。マコトは改めて飛び込み台に登った。手指をつま先につけて大きく息を吸うと、光る水面へと迷わず飛び込む。鮮あざやかなクロール。あっという間に端まで到達。ターン。突然現れた少年の見事な泳ぎに、プールサイドで日光浴を楽しんでいた乗客が感かん嘆たんの声を上げる。復路でもペースはまったく落ちない。伸ばした指先がプールの壁かべに触れた。ゴール。

「見事な泳ぎだね」

　水面から顔を離すとそんな声がかかった。顔の水を払って見上げると、主甲かん板ぱんでアンジェラをナンパしようとしたあの優やさ男おとこがいた。

「あ、ええっと……」

「ああ、自己紹介をしていなかったね。ボクはトリノ。トリノ・マルヤッキだ」

「ぶっ」と思わずマコトは吹き出した。

「君は秋あき津つ人だね」

「はあ、そうですけど……なんで分かったんです？」

　欧州の人間はアジアの人間の見分けが苦手だ。秋津人はストーリアでは東アジア最大の国である練れんの人間と間違われることが多いのだが。

「何故なぜか秋津人はボクの名前を聞くと笑う。どうしてかと訊きいてもニヤニヤするばかりで答えてくれない。あの国の人間は性格が悪いね。女の子はキュートだけど」

「あなたの名前は秋津の言葉だとローストチキンとかそんな意味になるんですよ」

　性格が悪いと言われたからではないが、マコトは笑われる理由を教えてやった。

　男──トリノはポンと手を打つ。「なるほど」

　マコトはプールから上がった。わけの分からん男とはあまり関かかわり合いになりたくない。早々にその場を去ろうとすると、

「ちょっと待ってくれよマコトくん。イサミさんちのマコトくーん！」

「なんですか？　うるさ……っ！」

　反射的にマコトは振り返り、そして己おのれの失策を悟った。

「やっぱりか。ま、クアドラ海の真珠と親密にしている秋津人の少年とくれば答えは一つしかないんだけど」

「……あなたは、一体……？」

「婚前旅行？　いや待てよ。カシマの御おん曹ぞう司しは行方ゆくえ不明って聞いてたような……どういうこと？　親公認なのに駆け落ちでもあるまいし」

「あなたは、何者なん、ですか」

「ボク？　通りすがりのぼんぼんさ。マルヤッキ商会って知らない？　そこの二代目」

　噓うそだ。なんの根拠もないが、そう思った。この男には裏がある。

　マコトはトリノから目が離せなくなった。この男の目的はなんだ？　なんのために近づいてきた？　この船に乗っているのは偶然か？　必死で考える。と、

「はおっ！」

　突然トリノが奇声を上げ、尻しりを押さえてその場にくずおれた。その背後から仏ぶつ頂ちよう面づらのメイド。メイドはマコトを見て、

「念のためにお伺うかがいするのですが、あなたは男性ですか？」

「はあ……見ての通りですけど」

　マコトがそう答えると、メイドは床に伏したトリノに向かって、

「失礼しました若。相続問題にならない相手とであれば邪じや魔まはしません。存分に愛を交歓してください」

　そう告げると深々と頭を下げる。

「……だからね、リータくん、ボクにはそういう趣味はない、というか、まず誤解に基づく暴力行為について謝あやまるべきではないのかな、と思うのだけど……」

　トリノが床に倒れたままうめく。額ひたいからは脂あぶら汗あせ。乱れた襟えり元もとから金の鎖くさりが伸びていた。鎖の先せん端たんには角つののあるライオンが刻み込まれた小さなメダルが通してある。何とも雰囲気のあるメダルだった。古い革表紙の本と並べて撮とったら、なかなかいい絵が撮れそうだ。

「っ」

　マコトがメダルを見ているのに気付くと、トリノは慌ててそれを隠した。その動作が逆にメダルの印象を強めた。後で調べてみよう。マコトはメダルのことを頭の片かた隅すみにメモした。

　メイドがスカートの裾すそを払った。

「謝しや罪ざいの必要は感じません。若を制止するためなら何をしてもいい、という大旦だん那な様のお墨付きをいただいております」

「いやだから今回のこれは誤解じゃないか。というかマジで痛かったよ！　ケツの穴が開きっぱなしになったらどうしてくれるんだ！」

「それは由ゆ々ゆしき問題ですね。……船医に見てもらいましょう」

　そう言うと、メイドはトリノの襟首をがっしとつかむ。

「ええ？　ちょっとリータくん!?　ボクはまだ遊びたいんだけど……」

　メイドはわめくトリノを引きずってどこかへと消えていった。

「…………なんだったんだ？」

　首を傾かしげるマコト。

　と、不意にプールの一角、女子更衣室の方がざわめき立った。

「おお……」

「なんと可か憐れんな……」

　無数のため息を引きつれてアンジェラが現れる。

　上下が一つなぎ、これと言って特徴のない淡い桜色の水着。しかしそのシンプルさが逆に、着用者の体の滑なめらかなラインを引き立て、何倍も美しく見せている。透けるような白い肌に陽光が降り注ぎ、その輝きはまさしく真珠のよう。

　少しうつむいた頰ほおが赤い。社交界では名が知られ、見られることには慣れているはずのアンジェラであるが、水着姿を注視されることはさすがに恥ずかしいらしい。たたっ、と小走りでマコトのところへやってくると、人目を逃れるようにマコトの背後に回ってしまう。

「……どう……ですか？」

「に、似合ってるよ」

「えへへ。……良かった」

　顔を上げてはにかむアンジェラ。周囲からため息と、今度はマコトに向けたやっかみの声が上がる。

「お、泳ごうか？」

　眩まぶし過ぎるアンジェラの水着姿から目を背そむけるように、マコトはプールの側を向いた。と、

「うっ」

　鋭い光がマコトの目を射る。水面の反射──ではない。光はもっと鋭い、金属の反射だ。マコトは目を細くして光源を探す。

「あっ！」

　とマコトは声を上げた。眩しい光の発生源は車椅い子すのハンドリムだったのだ。乗っているのはもちろんミリアム。泳ぐつもりか焼くつもりか、きちんと水着に着替えている。

　ミリアムの水着は上下が分離したタイプ。下は膝ひざのすぐ上までを覆おおう形状で、腿ももの傷を完全に隠している。上は幅が広めのチューブトップだ。胸元に靴くつ紐ひものように通した紐で左右の布をつないでいる。その紐の影かげが、引き締しまった肌に落ちていた。美しい。

　マコトは反射的に構図と露ろ出しゆつを考えた。右手が動く。しかしカメラはここにはない。濡ぬれるのが嫌いやで部屋に置いてきたのだ。ひとっ走り行ってカメラを取ってこようかとマコトが思ったその時、

「ああっ！」

　こちらを見てミリアムも声を上げた。







　──はめられた。

　プールの向こうにマコトとアンジェラを見つけた瞬しゆん間かん、ミリアムはそう思った。

　誰だれに？　言うまでもない。

「ちょっと！　マル。これどういうこと!?」

「はい？」

　振り仰あおいで睨にらみ付けるミリアムに、マルはのほほんとした笑顔で応対する。

「余計なことしないでよ」

「なんのことです？　わたしはお嬢じよう様とプールに来たかっただけですよ？　……あ、向こうにマコトさんがいますねえ。なんか女の子と一緒みたいですけど……」

　おーい、と手なんか振ってみせるのがあまりにもわざとらしい。

　マルはマコトとあの子──アンジェラとか言ったか──がプールに来ていることを知っていたのだろう。知ってて、言葉巧たくみにミリアムをプールに誘ったのだ。

　ミリアムをけしかけるために。「うかうかしてるとマコトさんを取られちゃいますよ？」と言うために。

　その手には乗るか、とミリアムは思った。

「冗談じゃない。私、帰る」

　怒りも露あらわに車椅い子すの向きを変えようとするミリアム。その時だった。

　マコトの背後に隠れるように立っていたアンジェラがすっとマコトの隣となりに出てきて、その腕にしがみついた。視線はこちらを向いている。

「……ふ」

　勝ち誇ったその視線が、ミリアムを止めた。

　マコトのことなんて意識していない。これっぽっちも気にしてない。マコトがどこの誰だれと仲良くしようがマコトの自由である。

　だがしかし、

　それとこれとは話が別だ。女には退しりぞいてはいけない一線がある。人はそれを意地と言う。

　これからも女であり続けるならば、女の子でいたいならば、あんな、あんな……靴の紐ひもも自分で結べなそうな奴やつに負けるわけにはいかないのだった。

　ここで引いたら女としての負けを認めたことになる。だから引けないのだ。マコトを取られたくないからとか、そんなことでは断じてない。ないったらない。

「……」

　ミリアムは反転途中だった車椅子の向きを直し、マコトたちの方へと進ませると、

「偶然。来てたんだ」

　にっこり。極ごく上じようの笑顔でマコトに話しかけた。

　対するマコトはミリアムの笑顔の理由が分からずに困惑──むしろ警けい戒かい気味。

　とりあえずマコトのことは無視、ミリアムはアンジェラと向き合う。

「アンジェラさん……だっけ？　話は聞いてる。マコトの古いお友達なんですって？」

「はい。そちらは……」

「私はミリアム。マコトとは……」ちょっと間をとって「今、一緒に暮らしてるの」

「！」

　アンジェラの目が驚きよう愕がくに見開かれる。その目が瞬まばたきもしないままマコトに向いた。

「え、あ。……確かに一緒に住んではいるけど、ミリアムはクライアントの孫というか姪めいみたいなもので……」

「マコトさんが間借りしているおうちの方、ということですね」

「う、うん。まあそんな感じ」

　マコトが冷や汗をかきながら答える。

　アンジェラがマコトの腕から手を離した。

「初めまして、アンジェラと申します。マコトさんがいつもお世話になっているようで……」

　それは「身内」の挨あい拶さつであった。今どういう関係か知らないが、マコトの本拠ホームはこちらなんだぞ──という言外の主張。

「ミリアムよ。こちらこそマコトがいてくれるおかげですごく助かってる」

　分ぶの悪さを感じながらも、ミリアムは笑顔でアンジェラに握手を求めた。
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「さて、これでご挨拶も終わりましたし」唯一水着に着替えていないマルがそう言った。「わたしはお飲み物を用意してきますので、皆さんは遊んでてください」

「え」とマコトは悲鳴のような声を上げる。この状況で三人だけにされるのはきつい。

「マコトさん、よろしくお願いしますね」

　しかし無情にもマルはあっという間にその場を去ってしまった。

　マコトはちらりとミリアムを見た。

「なあに？」

　笑顔が怖い。数時間前までかんかんに怒っていたはずなのにこの変化は何なのだ。

　ミリアムの真意は気になるところではあったが、下手へたに突いて第二ラウンド突入は避さけたいという気持ちが勝まさり、マコトはスルーを決め込んだ。

　一方のアンジェラは、と見ると、

「はい？」

　こちらも笑顔。しかしその意識は明らかにミリアムの方を向いている。対抗心バリバリ。

　マコトの額ひたいに一筋の汗が流れた。右手に爆ばく弾だん、左手に火種を持たされ、両手がゴム紐ひもでつながっている──そんな気分。

「と、とりあえず水に入ろうか？　こうしてても暑いだけだし」

「そうですね」

　アンジェラはそう答えるとプールに向かって走り、小さくジャンプして飛び込んだ。水面からざばっと顔を上げ、きらきらした水滴を飛ばす。

「気持ちいいですよー！　マコトさんも早く！」

「ああ、うん。ちょっと待って」

　そう言うとマコトはまず係員のところに行き、浮き輪を一つ借りてきた。泳げないミリアムのためである。

　マコトは浮き輪の空気の入り具合を確かめながら戻ってくる。その顔が不意に焦あせりに染まった。ミリアムが車椅い子すをプールの縁ふちぎりぎりに止めていた。そこから身を乗り出し、水に入ろうとしている。

「ミリアム！」

　マコトは浮き輪を投げ捨ててミリアムのところに走った。すんでの所でミリアムを引き留め、車椅子を水から離す。

「何やってるんだよ危ないだろ」

「だって……」

　だって、なんなのか──待ってもミリアムはその先を言わなかった。

　マコトは浮き輪を拾ってくるとプールに放り込み、それからミリアムを抱き上げてプールへと運んだ。

　梯はし子ごを使って水の中に入る際、ミリアムは両腕に力を込めてマコトに抱きついた。アンジェラがそれを見てむっとしたが、マコトからは死角になっていて見えなかった。

　完全に水に入ると、マコトは手を伸ばして浮き輪を引き寄せ、ミリアムに渡す。

「ありがとう」

　とミリアムは浮き輪に摑つかまり、それからちょっと不ふ機き嫌げんそうになった。

「……子供じゃないのに」

「泳げないんだからしょうがない」

　慰なぐさめるように言って、マコトはふと思いついた。

「いい機会だからちょっと練習してみる？」

　足の悪いミリアムが、自由自在に泳げるようになるのは不可能だろう。しかし多少なりと動けるのと動けないのでは、万一の際に大きな違いが生まれる。

「……ん」とミリアムはうなずいた。「また迷惑かけるのも嫌いやだし」

「マコトさん」とアンジェラが寄ってきて、「私にも、泳ぎを教えてください」

「あれ？　アンジェラも泳げなかったっけ？」

　こくりとうなずくアンジェラ。

「全然？」

「全然です」

　というわけでマコト・カシマの水泳教室の開催と相あい成なった。

「えーっと、二人とも水が怖いということはないみたいだし、まずは水に浮かぶところからだけど……」

　二人の生徒がマコトの言葉に耳を傾ける。表情は真剣そのもの。時折互いに視線を向けるのは、どっちが先に泳げるようになるか、暗黙のうちに勝負が成立しているらしい。カシマ講師の見立てによれば勝敗は五分五分。ミリアムには足のハンデがあるが、お嬢じよう様育ちのアンジェラの体力も致命的なレベルにある。

　これはどちらも泳げるようにはならないだろうな、とマコトは思ったのだが、意外にも二人ともすぐに水に浮けるようになった。対抗意識が上手うまい具合に作用したのかも知れない。

　こうなると教える側としては俄が然ぜん面白くなってくる。いけるところまでいってみよう。マコトは本格的な指導に乗り出すことにした。

「よし。それじゃあ次のステップ」

　マコトは右手にミリアム、左手にアンジェラを摑まらせた。

「はい。息を吸って……水に顔を付けて……全身の力を抜く……」

　二人の体がぷかりと水に浮く。

「じゃあしばらくそのまま。引っ張るよ？　苦しくなったら僕の手を握って合図して」

　声をかけ、マコトは後ろに向かって歩く。こうして引っ張ることで、水中で前に進む感覚を教えるのが目的だ。煌きらめく水面に、二人の少女が浮かんでる。背中からお尻しりへとつながるラインが健康的かつ艶なまめかしい。

　プールの中程までマコトは進んだ。極きわめて順調だ。昔妹に泳ぎを教えたときは泣き叫んで大変だったのに、とマコトは懐なつかしいことを思い出す。それにしても二人とも息が続く──続き過ぎてやしないか？

「！」

　マコトが疑念に駆られたのとほぼ同時、アンジェラの姿勢が突然崩れた。水面から上がった顔は息苦しさに真っ赤になっている。二人はどっちが長く息が続くか張り合って、限界を超えてもマコトに合図を送らないでいたのだ。

「がはっ──っ！」

　アンジェラは目を閉じたまま、マコトの手を離してもがき出した。姿勢が崩れて全身が水中に没する。

「アンジェラ！」

　声をかけるがアンジェラには届いていないだろう。すでに本格的に溺おぼれている。パニック状態だ。マコトはすぐにアンジェラを助けに向かう。と、

「え？　きゃっ……っ！」

　突然手を離されたミリアムが驚おどろき、こちらも溺れ始める。

「しまっ……」

　マコトはとっさにミリアムの手を引いた。だがそれがいけなかった。

「マコ……！　うっ……がはっ！」

　水中で支えを得たミリアムは本能的にマコトにしがみつく。ミリアムの、引き締しまって見えて意外と柔らかな体と密着するが、その感触をどうこう考える余裕は今のマコトにはなかった。でたらめに伸ばされた腕がマコトの脇わきに回り、腕に絡み、自由を奪い、水中へと引きずり込む。

「ミリアム！　ちょ……」

「マっ、マコトさっ……助けっ……」

　一方アンジェラの方も、流されたのか声を頼りに水を搔かいてきたのか、マコトのすぐ隣となりまで来ていた。自身が立てる激しい水飛沫しぶきに視界を奪われながら、かろうじて見えた人ひと影かげにしがみつく。

「二人とも落ち着いて！　足はつくから！」

　とマコトは叫んだが、これはマコト基準での話。プール中央の水深は周辺より深く、アンジェラの身長では口がようやく出るか出ないか。ちょっと波が来れば鼻まで沈むのだから落ち着けるはずがない。

　ミリアムに至ってはそもそも立てないのだから水深以前の問題である。こちらも必死の形相。マコトの首に背中からしがみつき、薄い胸をぐいぐい押しつけて悲鳴を上げ続ける。

「マコ──助け──！」

「──ト様！　マコ──」

　二人の少女はとにかく何でもいいから摑つかまろうと必死にもがく。暴あばれ過ぎて水着がずれているがまったく気付いていない。

「うわ、落ち着──んむっ！」

　二人の少女にしがみつかれて、というか絡みつかれてしまっては、いくら泳ぎの得意なマコトでもどうしようもなかった。

「ミリ──ム！　アンジェ──。やめ──落ち着……」

　やめろ離れろ落ち着け、と繰くり返す言葉がついに水中に没する。
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　その日の夜、メインダイニングでの夕食の途中、マコトはふと脇わき腹ばらを押さえた。

「マコトさん、どうしました？」

「ん。ちょっとお腹なかの具合が……」

「水を飲み過ぎたのですかねえ」

　マルがのんびりとした口調でそう言うと、その向こうに座るミリアムが背中を丸めた。

「お薬もらってきます？」

「いえ、痛いってわけでもないので大丈夫です」

　プールで溺おぼれそうになったマコトたちは、係員と乗客有志によってあの後すぐに救出された。

　幸いにして三人とも、幾分水を飲んだだけで大事には至らなかった。溺れかけたミリアムよりも、それを見たマルの方が顔面蒼そう白はくで重症に見えた──というのはさておき。

　ミリアムが上うわ目め遣づかいでこちらを見ていることにマコトは気付いた。うっかりマコトを溺でき死しさせそうになったことを反省しているのだろう。

　もう一人の当事者であるアンジェラは見あたらない。「マコトさんに合わせる顔がない」、と部屋で小さくなっている。

　マコトはタコを使ったサラダを一口食べて微妙な顔。

　痛くはないが、やはりどうにも腹の具合が落ち着かない。

「すいません。やっぱりちょっと行ってきます」

　そう言うとマコトは席を立ち、トイレに向かった。

　痛いような痛くないような。どっちつかずの腹具合を意識しながらトイレへ入ると、うさんくさい色男が鏡の前で髪を直していた。

「おお、マコトくんじゃないか」

　トリノ・マルヤッキは鏡越しにマコトを見つけて馴なれ馴れしい笑みを浮かべる。

「なんだか顔色がよくないねえ。大丈夫？」

「プールの水を飲み過ぎたみたいで……。あ、昼間は助けてもらってありがとうございます」

　マコトは丁てい寧ねいに頭を下げた。

　プールで溺おぼれたマコトたちを救出した乗客有志、その中心人物がトリノだ。トリノは三人の無事を確かめるとまたすぐにどこかに消えてしまったので、今まで礼を言う機会がなかったのだ。

「礼には及ばないよ。ボクはキミを助けようとしたんじゃない、美少女二人を助けようとしたら、結果として君も助かっただけだからね」

　とトリノは芝しば居いっ気たっぷりに言った。マコトに気を遣つかわせないようにそう言っているのか、本気で言っているのか判断に迷う。

　マコトは曖あい昧まいな笑みを浮かべてその背後を通り抜け、個室へと入った。トリノには色々と聞きたいこともあるのだが、今はそれよりも腹具合の方が重要だ。鍵かぎを閉め、ズボンを下ろして便座に座り、しばし瞑めい目もく。と、

「美少女二人が恋の綱引きとは憎いね、色男」

　ドアの向こうからトリノが声をかけてきた。

「恋の綱引きって……そんなんじゃありませんよ」

「じゃあどんなのなんだい？　ボクが見たところ二人は互いをライバル視していたね。間違いない。あんな分かりやすい張り合い方はそうそうないよ。『マコトはあたしのものなんだからっ』って感じ？　わざとらしくしがみついて胸を押しつけちゃったりしてさ。うらやましいよこんちくしょう。やっぱり助けなきゃよかったよ」

「……」

　マコトは股こ間かん丸出しで考え込んだ。

（……ミリアムとアンジェラが互いをライバル視している？　僕を巡って？）

　アンジェラに関しては分からないでもない。アンジェラはマコトの婚約者であり、元々好意を寄せていた。そのマコトが知らない女と一緒に暮らしていたと聞けば穏おだやかではないだろう。

　しかしミリアムは？　出会ってまだ一ヶ月かそこら。ちょっと前までマコトのことを変態呼ばわりしていた。今だって友達と言うよりは便利な同居人、という感じの方が強い。

　それとも違うのだろうか？　トリノの言うように、ミリアムはマコトのことを──。

「──まさか」

　あり得ない。こんなカメラオタクの変態を好きになる子がいるはずがない。

　そう言えばアンジェラが何故なぜあれ程の好意を寄せてくれるのかも不思議なところだ。「婚約者だから」は理由にならない。そんなものは親が勝手に決めた「立場」でしかない。現にマコトはアンジェラに恋愛感情を抱いてはいないのだ。

「ボクの言うことが信じられない？」

「ええ、まったく」

　マコトは即答した。このふざけた色男は僕をからかって楽しんでいるのだ──そう考えた方が、明らかに理にかなっている。

「それは残念。ま。信じようと信じまいと事実は変わらないからいいんだけどね」

「事実って……あなたが勝手に言ってるだけでしょう」

　マコトは声を少し荒げた。

「だいたいあなた何者なんですか？　変なちょっかいばかりかけてきて、一体何が目的なんです？」

　トリノの返事を待つ。いつまで待っても返事はなかった。

「……トリノさん？」

　マコトはズボンを直して個室のドアを開けた。そこには誰だれもいなかった。







「マコト。大丈夫？　顔色悪くなってない？」

　トイレから戻ってきたマコトを見て、ミリアムがそう言った。

「え？　ああ、大丈夫大丈夫全然平気」

　マコトは慌てて否定する。顔色が悪いとしたらそれはあのおかしな男のせいで気分が悪くなっているからで、腹具合とはなんの関係もない。

「本当に？」

　ミリアムはなおも心配そうに顔を寄せてきた。

「っ！」

　マコトは反射的に顔を背そむけた。トイレでのトリノとの会話が思い出されて、ミリアムの顔がまともに見られない。余計なことを言ってくれたトリノを恨めしく思いながら、マコトはミリアムを安心させるため、ステーキと付け合わせのポテトをまとめて口の中に放り込み、

「ほら、食欲はばっちり。具合は全然悪くな──がほげほっ！」

　ポテトを喉のどに詰まらせたマコトは激しく咳せき込んだ。

「マコトっ！」

　グラスの水を一気に飲み干し、危うく窒息死を免まぬがれるマコト。

「なにをやってるんですか、もう」

　マルが呆あきれたように笑う。

　ダイニングルームの奥の方、一段高くなった場所に、一人の男が上がった。男は「あ、あ」とマイクの音量チェックをしてから一礼する。

「ホテル部門の支配人ですね」とマルが壇だん上じようの男を見ながら言った。

「お食事中のところをお騒さわがせして申し訳ありません。ヴィーヴル号の旅は楽しんでいただけてますでしょうか。旅の快適さには私どもも細心の注意を払っておりますが、しかし海上の景色というのは退屈なもの。この船は造りが古いこともございまして、少々足が遅い、退屈な時間が特に長い」

　ここで乗客はくすくす笑った。

「そんな船旅の退屈を少しでも解消すべく、今夜は恒例の仮装パーティーを開催いたします。場所は第６デッキダンスホール。衣装のご用意がない方にはレンタルもございます。スタッフ一同、皆様のふるってのご参加をお待ちしております」

　支配人が一礼して下がる。

「面白そうですね」とマル。「お嬢じよう様も参加しましょうよ」

「……マコトは？」

「行ってみる。何か面白いものが撮とれるかも」







　仮装パーティーは午後九時からの開始だった。会場となるダンスホールにはその少し前から人が集まり始めている。マコトはミリアムやマルと一緒に行こうとしたのだが、

「どんな格好かは後のお楽しみ」

　と一人だけ先に会場に行かされてしまった。

　ざっと会場を見回す。参加者の服装は見事なまでにバラバラだ。中世の貴族風、これから向かうタルキアの王族を模した格好、大きな角つの兜かぶとをかぶった蛮族風、ストーリアの三聖人、眼帯にかぎ爪づめの海賊等々。時代を感じさせる衣装の中に、ヴィーヴル号に出店しているブランドの新作が交じっているのが商売上手じようずなところである。

「……ちょっと暗いかなあ」

　会場の照明を見ながらマコトはぼやく。ストロボが使えればいいのだが、あいにくマコトが持っているカメラにはその機能がない。被写体が止まる瞬しゆん間かんを狙ねらっていけば大丈夫だとは思うが。まあ多少のブレも味のうち──と今は思うことにする。

「マコト」

　人が増え始めた会場内をうろうろしていると、横合いからミリアムの声がかかった。

「おお……」

　振り返ったマコトはミリアムの姿にため息を漏もらした。

　ミリアムは透ける素材で作られた淡い水色のドレスを着ていた。幾いく重えにもフリルを重ねたドレスはデザインこそかわいらしいのだが、あちこち肌が透けて見えるため、ただかわいらしいだけではない、妙な色気があった。

「歌劇の〝水すい妖ようの花嫁〟のヒロインの衣装だそうです」

　車椅い子すを押すマルがそう説明した。マルの方は看かん護ご婦ふの格好をしているのだが、紺こんのスカートに白いエプロンという基本がメイド服と一緒なので、雰囲気はあまり変わっていない。

「マコトはいつも通りね。せっかくだから仮装すれば良かったのに」

「ですよね。よく見るとかわいい顔してますし、女装とかきっと似合いますよ」

「……それだけは勘弁してください」

　マコトは泣きそうな顔で言った。アズールの学校に通っていた頃ころ、女みたいな奴やつだとからかわれたことを思い出したのだ。

　マルは車椅い子すから離れてマコトの脇わき腹ばらを突く。

「そんなことよりマコトさん、この格好のお嬢じよう様を見て言うことがありますよね？」
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「と、撮とってもいい？」

　マルがため息をついた。

「普通は『かわいいよ』とか『似合ってるよ』とか言うものじゃないですか……」

「……あ、ごめん」

　肝心のミリアムはちょっと視線をそらして、

「……撮りたければ撮れば？」

　会場にバイオリンの音が響ひびいた。楽団が演奏を始める。パーティーの始まりだ。

　マコトも撮影を開始した。壁かべ際ぎわで談笑する人たち、大量のグラスを積んだ盆を片手に人の間を器用にすり抜けるホール係、楽団、優雅に踊る人々、もちろんミリアムのことも忘れない。

　気の向くままにシャッターを切っていると、レンズを向けられた女性の一人が、前まえ屈かがみになって胸元を強調するポーズをとった。銀色の髪が鎖さ骨こつにかかる。エロい。

「おう！」

　マコトは迷わずシャッターを切る。

　サービス精神にあふれた女性はマコトにウインクすると、腰を振るような歩き方で去っていく。マコトはその後ろ姿をじっと見つめていた──何となく気配を感じて振り返ると、ミリアムがこちらを見上げていた。

「スケベ」

「そ、そんなんじゃないよ！　僕はただ被写体として魅力的だなあって……」

　必死で弁解するマコトを見てミリアムは意地悪く笑う。

「知らない人の部屋に突とつ撃げきしたりしないでよ」

「大丈夫だよ。よっぽど綺き麗れいなものじゃなきゃ、我を忘れることはそうそうないから」

「ば……バカッ」

　ミリアムは頰ほおを赤くして目を背そむける。

　会場の音楽が変わった。弦楽がボリュームを落とし、新たにピアノの音が主役となる。

「この曲……」

　ミリアムはそう呟つぶやくと目を閉じ、膝ひざの上で両手の指をぱたぱたと動かし始めた。

「もしかして、ピアノ弾ひけるの？」

「言ってなかったっけ？　退院してからしばらく家に籠こもってたときに覚えたの。そうだ！」

　ミリアムはピアノを弾く真似まねをしていた両手を打ち合わせる。

「ちょっとここで待ってて」

　そう言うと、すぐに車椅い子すの向きを変えて楽団のところへ移動した。マルも一緒について行く。声は聞こえないが、なにやら交渉。ミリアムと楽団員が握手。ピアノの奏者が演奏を切り上げてミリアムと場所を替わる。

　ミリアムは指の調子を確かめるように鍵けん盤ばんをひと撫なでしてから、おもむろに演奏を始めた。

　ゆったりとした夜想曲ノクターン。曲名は分からない。会場の反応からすると、あまりメジャーな楽曲ではないようだ。しかし、旋律は美しい。

　マコトはピアノに向かうミリアムを撮とろうとして、やめた。シャッター音が演奏の邪じや魔まになってしまうからだ。

　楽団員に替わって車椅子の少女がピアノを弾いていることに気付いたのだろう、乗客の一部が物珍しそうに、ピアノとミリアムを取り囲み始めた。マコトの位置からではミリアムの姿が見えなくなってしまったが、マコトは気にしなかった。見えなくても音は聞こえる。

　音が優しく流れる。頰ほおを撫でる風のように。

「……いい曲ですね」

　声。振り返るとアンジェラがいた。秋あき津つの伝統的衣装であるキモノを着ている。波打つ髪を緩ゆるく結ゆい上げ、露ろ出しゆつした華きや奢しやなうなじが何とも艶なまめかしい。

「昼は、ごめんなさい」

　救出された後にも一度謝あやまっていたが、アンジェラは再度プールでのことで頭を下げた。

「気にしないで。ちゃんと教えられなかった僕の責任だよ」

「そんなこと、ないです」

　仮装パーティーの衣装にキモノを選んだのは、マコトが喜ぶと思ってのことだろう。しかしアンジェラは、「あなたのために選びました」とは決して言わない。そのいじらしさが、マコトには悲しかった。

　アンジェラがマコトを見上げ、そっと片手を差し出す。

「……マコトさん、私と踊っていただけますか？」

　アンジェラはいつかマコトが自分のところに帰ってくると信じている。一方のマコトにはそのつもりはない。

　マコトはアンジェラを騙だましている。噓うそを言ってはいないのだが、真実を告げてもいない。胸の奥に重くて鋭するどい、銛もりのようなものが突き刺さる──罪悪感。それがマコトに、アンジェラの手を握らせた。

「僕でよければ」

　いつかはっきり言わなければならないとしても、今は悲しい思いをさせたくない。

　マコトはカメラバッグを壁かべ際ぎわに置くと、アンジェラをエスコートしてダンスホールの中央に進み出た。

「あっ」

　マコトの足をアンジェラが踏みそうになる。履はき物ものに慣れていないのだ。

「無理に形式通りやらなくてもいいんじゃない？」

「そうですね」

　アンジェラはマコトにぴったりと身を寄せてきた。手を合わせ、胸を合わせ、緩ゆるやかに踊る。

　ゆったりと回りながらホールを移動する。アンジェラの可か憐れんな姿に、次第に乗客の目が集まってくる。

　バァン！

　不意にすさまじい不協和音が発生し、曲が途切れた。

　マコトは足を止めて音の方を見た。ピアノを囲んでいた人垣の一部が崩れている。そこからミリアムがこちらを見ていた。

「……っ」

　ミリアムは、泣いていた。

　瞬まばたきもせず大粒の涙をぽろぽろとこぼし、歯を食いしばって。

　しかしうめき声一つあげずに泣いている。

　マコトは硬直した。

　ミリアムは両手を再度鍵けん盤ばんに叩たたき付けると、ピアノを突き飛ばすようにして、その反動で後ろに下がった。素早く車椅い子すの向きを変えてダンスホールの出口へと向かう。人をはねそうな勢いで飛び出していく。

「ミリアム！」

「行かないで！」

　マコトはすぐにミリアムを追いかけようとしたが、アンジェラがその腕にすがりついて引き留めた。

「私じゃダメなんですか!?」

「アンジェラ!?」

「マコト様にとって私は、親が勝手に決めた婚約者でしかないんですか？　迷惑ですか？　私はそんなこと関係なく、マコト様のことを本気でお慕したいしています！」

　悲壮な表情で訴えるアンジェラ。

「落ち着いて」

　そう言いながら、マコトはミリアムを目で追った。車椅子はすでにダンスホールから出ていった後だった。

　マコトの視線の動きを見て、アンジェラの腕から少し、力が抜けた。

「やっぱり、あの子の方がいいんですね。マコト様が帰ってこないのは、私よりあの子がいいからなんですね」

「そんなことは……」

「ないですか？　ではなぜ？　私といてもあの子のことを考えていたんですか？」

「プールのことを言ってるの？　だってミリアムは歩けないんだし──」

　気を遣つかうのは当然のことじゃないか、とマコトは続けようとした。

「違います！　買い物のときだって、カフェに入るときだって、マコト様はどこか上うわの空そらでした。話しかけたことすら気付いてくれないことがありました！」

「っ」

「違うというなら、今夜、私の部屋まで来てください」

　アンジェラはマコトの腕を離した。キモノの合わせ目を押さえて、

「……私がマコト様の婚約者だと、マコト様を信じてもいいのだと、分からせてください」

　アンジェラはマコトに背を向ける。ミリアムとは別の出入口からダンスホールを出て行く。
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　第４デッキ、ダイニングの厨ちゆう房ぼう。

　流し台では見習いと思おぼしき若いコックが三人、並んで食器を洗っている。

「たりーよな」と右みぎ端はしの見習いが言った。「昨日きのうもお皿、今日きようもお皿、明日もお皿だ」

「ほんと。俺おれ今日きよう一回も包丁握らせてもらってない」と真ん中。

「しょうがないですよ。先輩たちとはレベル違い過ぎますし」と左。

「かーっ。いい子ちゃんぶりやがって」

「まあまあ。こいつはこの間入ったばかりだから。あと三ヶ月もすれば現実が見えてくるさ。……というかおまえも陸ではそれなりに期待されてたんだろ？　今さらこんな下働きばっかりさせられて不満ないわけ？」

「ないわけじゃないですけど……。あこがれのヴィーヴル号の厨ちゆう房ぼうに入れただけでもすごいことですし……欲を言ったら罰が当たりそうで」

「おおやだやだ真性いい子ちゃんだ」

　と右が肩をすくめると、

「いいこと教えてやるよ。この業界じゃ……まあどんな業界でもそうなんだろうけど、謙けん虚きよな奴やつは好かれはしても人の上には立てないぞ。おまえもゆくゆくはどこかの料理長になりたいとか思ってるんだろ？　もっと押しを強くしないとやばいぞ」

　真ん中も先輩風を吹かせて説教する。

「はあ……」

　左は愛想笑いをしながら、壁かべに掛けられた時計を見た。厨房のどこからでも見えるよう、やたらと大きな文字が使われている時計は、午後十時五十六分を示していた。

「……そろそろか」

「何がだ？」

　左の呟つぶやきに真ん中が反応する。左は一いつ瞬しゆんぎくりとしつつ、

「そろそろペース上げて終わらせましょう、って言ったんです」

「なんだこの野郎。俺おれたちのせいで片付けが終わらないみたいな言い方だな」

「ひゃあ、すいません！」

　右が拳こぶしを振り上げて、左がわざとらしく頭をかばった。二人の手から泡の塊かたまりが飛び散る。

「おい、やめろよおまえら」と真ん中が笑いながら二人を制する。

　右と左も笑いながら皿洗いに戻る。

　左の見習いコックが、その手をズボンのポケットに突っ込んだ。ずっしりと重い銃じゆう把はを握る。他ほかの二人は気付いていない。見習いコック──に扮ふんした若者は、その瞬間に備えて静かに、さりげなく身構える。
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　体にバスタオルを巻いただけの格好でバスルームを出る。

　後おくれ毛げから滴しずくを垂たらしながらアンジェラは部屋を横断した。ベッドの上にトランクを運び、蓋ふたを開ける。中身は全すべて下着だ。真剣に吟ぎん味み。一組を選び出す。バスタオルを床に落として新しい下着を身につける。バスタオルを拾い、髪の水気を吸い取りながら、今度は鏡台に向かう。

「……」

　鏡に映るその姿は、美しい。しかしそれは、人形の美しさであった。

　アンジェラ・フラムベルクはストーリア全土にその名を知られるフラムベルク家の令れい嬢じようとして富と名声、そして〝クアドラ海の真珠〟と称される程の美び貌ぼうを与えられて生まれてきた。

　全てを手にして生まれてきたかに見えて、しかしアンジェラにはたった一つだけ、いくら願っても手に入れられないものが存在した。

　自由、である。

　フラムベルク家は元貴族──しかも遠えん戚せきとはいえ王家の血が入った名門である。家門の維持が絶対である。にもかかわらず、現当主ロベールにはアンジェラ以外に子がなかった。となればアンジェラが婿むこを取るしかない。

　アンジェラはその運命を受け入れていた。諦あきらめていた、と言えるかも知れない。

　アズール市の山の上に広大な面積を占めるフラムベルク家の邸宅。その一角にある自分の部屋をアンジェラは思い出す。四方に窓を備えた八角形の尖せん塔とう。螺ら旋せん階段で繫つながれた二階。鈴すず蘭らんの形をしたランプ。裕福な、しかしあれは鳥とり籠かごだった。美しい小鳥を来客に見せるための。

　異国から来た少年に引き合わされたとき、アンジェラはなんの感情も抱かなかった。ああ、この人が鳥籠の持ち主になるのか──そう思っただけだった。

　その少年は、黒い箱を持っていた。箱にはガラスをはめた筒が付いていた。カメラ、である。

『それがカメラ、なんですか？』

　アンジェラの知っているカメラは、少年が持っていたものよりずっと大きくて、確かレンズが二つ縦に並んでいて、撮とられるときにはじっとしていなくてはいけないものだった。

『最近はみんなこんなものだよ。もっと小さいものもある。レンジファインダーだと……』

　少年はひとしきり専門的なことを語ってから、今まで撮り溜ためた写真を見せてくれた。

『……うわ、あ……』

　見たこともない世界が、そこに広がっていた。

　キモノを着た男女、重そうな瓦かわらを載せた屋根。障しよう子じ、縁えん側がわ……そのときは名前も知らなかったあれやこれや。少年の故郷、秋あき津つではありふれたものだという。

　一生を鳥籠の中で過ごすのだと、限られた景色しか眺めずに過ごすのだと思っていたアンジェラは、初めて見る異国の風景の虜とりこになった。同時に、それをもたらした少年にも。

　少年は会うたび新しい写真を見せてくれた。秋津からストーリアへの船旅や、立ち寄った国々でのスナップ。世界はこんなにも美しいのだと、モノクロームの写真は語る。

　世界の見方を変えてくれたのだ。マコトが。

　うつむいて、鳥籠の床だけを見ていたアンジェラに、顔を上げることを教えてくれたのだ。

　地位も財産も美び貌ぼうもいらない。一生籠かごの鳥だって構わない。

「……」

　アンジェラは鏡に映る己おのれを見つめた。薄い唇に紅を引く。

　それさえあればいい。他ほかには何もいらない。




　マコトが、マコトだけがいればいい。
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　第５デッキ。船尾テラスの手すりにマコトは寄りかかっていた。下方からはスクリューが起こす小さなうねりが聞こえてきている。ヴィーヴル号には煌こう々こうと灯あかりが点ともっていたが、その光が届く範囲は、海の広さに比べればあまりにも狭い。白亜の船は闇やみの中を静かに進む。その様子は、道に迷って恐る恐る歩いている子供のようでもあった。

　いや、この船は迷ってなどいない。星の位置を頼りに、確実に目的地を目指している。

　行き先が分からなくなっているのはマコトであった。

　船尾に引き波が生まれ、闇の中に消えていく。繰くり返されるパターン。波間にミリアムの泣き顔や、アンジェラの悲壮な表情が浮かんでは消えた。マコトは何も考えられない。半なかば放心して波を見続けている。

「こんなところにいましたか」

　その声にマコトは振り返る。テラスのドアを開けて船内から出てきたのはマルだった。

「……ミリアムは？」

　マコトの問いにマルは首を左右に振った。

「一人にして欲しい、だそうです」

「…………そうですか」

　酷ひどいことをしてしまったのだと、マコトは今さらのように思う。

　ミリアムがピアノを弾ひいたのはマコトに聞かせるため──プールで迷惑をかけたお詫わびであり、マコトに楽しんでもらおうと思ってのことだったのだ。マコトはそれを台無しにしてしまった。

　沈み込むマコトを見てマルは首を傾かしげた。しばし思案し、

「わたしはちょっと不思議なんですけど……マコトさんは馬ば鹿かではあっても、あ、すみません悪い意味ではなくてですね。ええっと、なんて言うか……純粋！　そう！　綺き麗れいなものを見たら止まらなくなる写真馬鹿ではありますけど、あんな真似まねをするほど無神経ではないようにわたしは思ってました」

　褒ほめられてるのかけなされているのかよく分からない。どちらでも大差ないような気もした。

「……マコトさん、もしかしてあのアンジェラという子に弱みを握られているか、さもなくば負い目でもあるのですか？」

「そう言うわけでは……ないんですが……」

　いや、あながち外れてもいないのかも知れない。

　婚約者であるアンジェラの前から、マコトは無言で姿を消した。アンジェラが自分に好意を寄せていることは知っていたが、それが本気で、マコト個人に向けた思いだとは、マコトは思っていなかったのだ。

　政略結婚だったのだ。マコトがそうであったように、アンジェラには相手を選ぶ権利などなかった。自分の選んだ相手と結ばれることなどできないなら、せめて「決められた相手」を好きになる努力をしよう──アンジェラはそんな風に考えているのだと、マコトは思っていた。マコトが消えたらアンジェラは別の誰だれかと結婚する。自分のような陰気なカメラオタクと結ばれるより、その方がアンジェラは幸せになれる。そう思っていた。

　ところがどうだ。アンジェラはマコトを慕したっていると言う。結ばれたいと言う──「部屋で待ってる」の意味が分からない程マコトは子供ではない。

　しかしどう答えればいいのだろう。こんなにも強く、まっすぐに気持ちをぶつけられたことが、マコトにはなかった。

「……どうするのが正解なのか、さっぱり分からなくて……」

　マコトは愛想笑いの出で来き損そこないの表情を浮かべた。

「マコトさんのしたいようにすればいいんですよ。据すえ膳ぜんを食らわば皿まで、というのは秋あき津つの言葉だったと思いますけど」

「……何か混ざってますけど？」

「そうですか？　まあ何でもいいです。若さに任せて暴走するのも、ヘタレて部屋に閉じこもるのもマコトさんの自由ですよ」

　にこやかに、しかし辛しん辣らつなことをマルは言った。

「正解も不正解もありません。マコトさんがどうしたいか、それだけです」

　マコトは意外な思いがした。マルはこれまでずっと、ミリアムとマコトの中を煽あおるようなことばかり言っていた。ところが今は、アンジェラのところに行きたければ行け、と言っている。

「矛む盾じゆんしてませんか？」

「何がですか？」

「マルさんはミリアムと僕が……仲良くなることを期待してたんじゃ……」

　マルはうなずく。

「でもマコトさんにその気がないならしょうがないですよ。というかその気もないのにお嬢じよう様に触れたりしたらマルはマコトさんを許しません。生皮はがして雑ぞう巾きんとして使ってやるです」

「……」

　マコトはぶるりと身を震わせた。冗談にしても怖い。と、気付く。マルは怒っているのだ。マコトが無神経なことをしてミリアムを泣かせたから。ここへ来たのもマコトに一言お説教をするつもりだったのだろう。ところが当のマコトが予想以上にヘタれていたので気が変わった。しかし感情の残り火のようなものは残っていて、それが言葉の端はし々ばしにきつい表現として出てしまっているのだ。

「……すみません」

　己おのれのふがいなさにうなだれるマコト。

　そんなマコトを見てマルは、自分の態度が攻こう撃げき的だったことに気付く。

「いえ、こちらも言い過ぎました」マルは軽く頭を下げてから、「マコトさんは考え過ぎてるんですよ」

「……」

「風邪は引かないようにしてくださいね」

　そう言うと、マルはテラスから出て行った。マコトはその後ろ姿が完全に見えなくなるまで見送る。

「考え過ぎ、か……」

　自分では全然そんな気がしない。まともに思考が働いていない気さえするのだが。

　マコトはそれから三十分ばかり海を眺めていたが、時刻が十一時になろうかという辺りで船内に戻ることにした。寒さに耐えられなくなってきたのだ。

　身震いしながらドアに手をかける。

　その瞬しゆん間かんだった。

　船内通路が突然明るくなったかと思うと、すさまじい衝しよう撃げきがマコトめがけて殺到した。

「っ！」

　一体何が起こったのか。理解する暇ひまもなくマコトは後方に吹っ飛ばされる。

　そのすぐ脇わきを、枠から外れたドアが空中分解しながら飛んでいき、手すりの隙すき間まをすり抜けて海へと落ちていった。

　続いてマコトの体が手すりに激突する。手すりが派手に折れ曲がり、マコトの体はあっさり手すりを乗り越えた。

　マコトの意識はすでにない。なすすべもないまま暗い海に──水面下のスクリューめがけて落下していく。













　　　　第四章　風蛇フオンダ










　第３デッキ。船尾のカジノは異様な雰囲気に包まれていた。

　煙草たばこの煙が渦巻くフロア。白い靄もやの向こうのスロットマシンにも、ルーレットにも、ブラックジャックのテーブルにも人っ子一人いない。どよどよ、がやがや、というざわめきはフロアのごく狭い範囲だけから生まれている。ポーカーコーナー、のたった一つのテーブル。

「うおっ。ここでその手か……」

「これで何連勝だ？」

　カジノ中の客の目を一身に集めているのは、テーブルの右みぎ端はしに座るメイドであった。仏ぶつ頂ちよう面づらの小柄なメイド──リータの両脇わきには、積み上げられたチップが小山を形成している。そしてその足下には大きな箱があり、テーブルの上にあるものの十倍以上のチップが、無む造ぞう作さに流し込まれている。現金に換算してざっと一千万リーラにはなるだろうか。一人の客がここまで大勝ちするのは、ヴィーヴル号にカジノが設置されて以来、初めてのことであった。ディーラーの顔はすでに蒼そう白はくだ。

「ポーカーフェイスなんてものじゃねえぞ。全然読めない」

　誰だれかがうめく。

　リータの隣となりにはトリノが座っている。が、こちらは連戦連敗で初期のチップは全すべて失い、リータのチップを分けてもらってゲームに参加している始末。本来プレイヤー同士のチップの融ゆう通ずうは禁止なのだが、カジノ側はトリノとリータが連れであることから、家族客の一種と見なして黙認している。リータが勝った分を、トリノを通じて少しでも取り返すためだ。

「お嬢じようちゃん、そこのぼんぼんに雇ってもらう必要なんかないんじゃないのか？」

　トリノのさらに隣、ディーラーの正面に座っていたクロードが、からかうように言った。

「かも知れません」

　リータは相も変わらぬ仏頂面で答える。

　ディーラーがカードのシャッフルを終えた。次のゲームが始まる。リータはどこまで勝ちを伸ばすのか。皆が期待を高める中、

「……ん？」

　遠くから、ずん……という鈍にぶい音が聞こえてきた。

　その音を合図に何人かの客が目め配くばせを交わした。一いつ斉せいに動く。

「全員動くな！」

　テーブルに飛び乗って宣言した男たちの手には、小形の機関銃が握られていた。男たちの一人が、それがおもちゃではないと証明するかのように銃口をスロットマシンに向け、ぶっ放した。轟ごう音おんと共にスロットマシンが弾はじけ飛び、チップがざらざらと流れ出てくる。

「こうなりたくなかったら大人おとなしくしろ！」

　叫ぶ男の足下に隙すきが見えた。クロードは即座に腰を浮かし──

「よせ」

　──制圧に動こうとしたクロードの腿ももに、トリノの手が乗っていた。

「下手へたに抵抗すると死人が大勢出る」

　これまでのへらへらした態度とは正反対の、冷静かつ理知的な眼まな差ざし。女好きの無能なぼんぼんの面おも影かげはどこにもない。

　反はん撃げきの機を失ったクロードは舌打ちしつつ、腰を下ろす。

「な、なんだ君たちは!?　金か!?　金が目的なのか!?」

　ディーラーが震えながらそう訊たずねた。

　卓上の男は機関銃の銃口を客たちに向ける。

「説明は後だ。全員腕を頭の後ろで組め。一列に並んでダンスホールまで移動。分かってると思うが、おかしな動きをする奴やつが一人でもいたら、容赦なくぶっ放すからな」







　第７デッキ。船橋ブリツジ。

「船長、交代の時間です」

　窓から前方を眺めていた船長に、副長がそう話しかけた。言われて船長は腕時計を見る。間もなく午後十一時になるところだった。

「ふむ。では休ませてもらうとするか。実は先程から小便がしたくてたまらなかったのだ」

　そう言いながら船長が持ち場を離れる。

　副長は笑って一歩下がり、船長のために進路を開けた。そのまま船橋を出ていこうとする船長を見送る姿勢になる。が、

　船橋の出入口で船長が不意に立ち止まった。

　船長はそのまま一歩、二歩、ぎくしゃくした動きで後あと退ずさり、船橋に戻ってくる。その両手が顔の高さに挙げられていた。

「船長？」

　訝いぶかる副長。その時だった。

　船内数ヶ所で連続的に爆ばく発はつが起き、その振動が船橋を揺らした。

　副長が慌てて計器にしがみつく。

「な、何事だ!?」

「海賊だよ。悪いがこの船はあたしたちがいただく」

　副長の疑問に答えた声は、若い女のものだった。

　船長の陰から銀髪の、背の高い女が現れる。その手に握られたサーベルが、船長のみぞおちに突きつけられていた。女はサーベルで船長を船橋ブリツジ中央へと押しやる。女の背後から複数の男たちが入ってくる。彼らは格好こそ客だったりコックだったり水夫だったりと様々だが、いずれも武装をしていた。何より目つきが一般市民のそれではない。

「お前たち……まさか海賊と内通して」

　船長がうめく。

「それは違うわ船長さん。こいつらは最初から私たちの仲間なの」

　女は唇を釣り上げて、扇情的に笑った。







　第10デッキ。スイート。

　なんだか船内が騒さわがしいように思えて、アンジェラは顔を上げた。

　船に乗っていれば突然揺れることは良くある。問題があればすぐに係員が飛んでくる。何も言ってこないからには、乗客が心配するようなことは何も起こっていないのだろう。一度はそう考えたアンジェラの脳裏に、するりと小さな不安が入り込んだ。

　何も言ってこないのではなく、何も言ってこられない状況なのだとしたら。

「……」

　一度思いついてしまうと、もうその可能性が頭から離れなくなった。

　アンジェラは立ち上がり、ナイトガウンを羽織る。

　廊下に出て様子を見ようと考えた刹せつ那な、部屋のドアが開いて見知らぬ男が入ってきた。

　男は仕立ての良さそうなドレスシャツとスラックスを身につけてはいたが、気持ち腰の曲がった前まえ屈かがみの歩き方や、下から睨ねめ付けるような視線の動かし方は、どう見ても紳士のそれではなかった。

「……あ」

　男の手にはナイフが握られている。アンジェラは震える足で後ろに下がった。

「おお？　これはこれは。お宝発見、ってやつだ」

　男は口笛を吹くと、ナイフを回しながら部屋の中に進んできた。ちらちらと左右を見回して、室内に他ほかに人間がいないか確かめる。

　アンジェラは恐怖に顔を強こわ張ばらせてさらに後退する。そのふくらはぎがベッドにぶつかった。

「……あっ」

　アンジェラはベッドに仰あお向むけに倒れ、男が大声で笑う。

「おお!?　まさかそっちから誘ってくるとはねえ」

　うれしそうに言いながら男はベッドに登って来た。

「嫌いや！　来ないで！」

「そう嫌がるなよ。ちゃんと良くしてやるからさ」

　男がナイトガウンに手をかける。

「助けて！　誰だれか！　マコト様！」

　アンジェラは必死で暴あばれた。ばたばたと全身を動かして男から逃れようとする。

「大人おとなしくしろ！」

　暴れるアンジェラに苛いら立だったのだろう。男はナイフを逆手に持つと、それをアンジェラめがけて振り下ろした。ナイフはアンジェラの耳たぶを掠かすめてベッドに突き刺さり、内部のスプリングにこすれて、ギャリッ、と悲鳴のような音を立てた。

「！」

　アンジェラの耳たぶから赤い血が流れ出し、刃やいばを伝って、白いシーツに染みを作る。

「嫌……嫌……マコト様」

「そうそう。目をつぶって、そのマコト様だと思ってればいいんだよ」

　男はアンジェラが大人しくなったのを見届けると、おもむろにズボンを降ろし始めた。震える小さな体に覆おおい被かぶさり、

「何をやってるんだ？」

「！」

　入口からの声が、男の動きを制止させる。

　アンジェラは初めマコトが助けに来てくれたのだと思った。だが、実際に部屋に入ってきたのは長身で金髪の若い女だった。腰にサーベルを吊つり、手には銃身の長い拳けん銃じゆうを握っている。

「おまえの仕事は乗客を犯すことだったかねえ？　あたしはそんなこと命令したっけ？」

「あ、姐あねさん……」

　男はうわずった声で言うと、慌ててアンジェラから離れた。ズボンを上げようとするが、その手が震えて上手うまくいかない。

「ズボンははかなくていい」と女は言った。

「え？」

「そのまま少し泳いで頭を冷やしてきな」

「へ、へい」と男はズボンを膝ひざに絡めたまま部屋を出て行こうとするが、

「違う。あっち」と女はドアとは逆方向を銃口で示した。

「え？　だって姐さん。そっちはテラス……まさか」

「まさかも何も、水泳ったら飛び込みだろう？　おまえは小さな子供みたいに、つま先からそろそろ水に入るのかい？　そんな男らしくないこと、しないよねえ？」

「そんな……ここ何階だと思ってるんスか。死にますって……」

　女は薄く笑って撃げき鉄てつを起こした。

「泳いで冷やすのが嫌いやなら、風を入れて冷やすけど？」

　男は顔を青ざめさせると、よたよたした足取りでテラスに出た。手すりを乗り越え、

「ちくしょ────っ！」

　絶叫が暗い海へと落ちていく。

「……あ、あの……ありがとうございます」

　ベッドのアンジェラが身を起こし、女に頭を下げた。

「助けたわけじゃない。団の規律を維持しただけだ」

　女はつまらなそうに言うと、アンジェラに銃口を向けた。

「すぐに服を着ろ。おまえも人質になってもらう」







　十二時二十分。屋上。

　数人の男が、ヴィーヴル号に備え付けの投光器に取り付いた。空に向け、カシャカシャと信号を送る。幾度か繰くり返すうち、西の空に変化が起きた。

　暗い空からしみ出すように現れたのは、複数の飛行艇てい。

　飛行艇群は夜の暗さをものともせずに着水し、ヴィーヴル号の周囲を取り囲む。

　それらの機体には全すべて、翼つばさのある蛇のマークが入っていた。







　ヴィーヴル号を占拠した海賊たちは乗員乗客をダンスホールに集めた。そこが船内で一番広い部屋であったからだ。

　広いホールの前半分に十数名の海賊。後ろ半分に数百名の人質。後部の出入口はふさがれていたが、海賊たちは人質を縛しばり上げるまではしなかった。人質らは旅の仲間同士、船内で知り合った友人同士などで寄り集まり、服が汚れるのも構わず、床に座り込んでいる。

「行動開始から一時間とちょっとか……予定よりかかったね」

「すいやせん姐あねさん。陽動の爆ばく弾だんをしかけ過ぎたせいで、逆にホテル部門の連中が船内にバラけちまったんでさあ」

「機関室の方は？」

「そちらは問題ありやせん」

　海賊たちを指揮しているのは、二人の若い女だった。船橋ブリツジを制圧した銀髪と、スイートに現れた金髪。この二人が手下の男たちに指示を出している。二人は髪の色以外は全くのうり二つであった。双子なのだ。金髪は「ゴーシュ姐さん」、銀髪は「ドロワット姐さん」と呼ばれていた。

「き、君たち。我々をどうするつもりだ？」

　船長は双子を交互に見ながら言った。どちらが頭とう目もくなのか測りかねたのだろう。二人はどちらが上ということはなく、一緒に海賊団を仕切っているのだが、獲え物もの相手に内情を説明するようなことはしなかった。

「しばらく不自由な思いはしてもらうけど、殺しはしないよ」

「余計なことをしなければ、だけどね」

「目的は身みの代しろ金きんか？」

　船長が訊たずねる。ヴィーヴル号の乗客はいずれも名士か、そうでなくても金持ちばかりだ。

「そういう面倒なのはパスなのよね。時間がかかるし引き渡しの現場を張り込まれる危険もあるし」

「では金や宝石が目当てか？」

　船長はまた訊ねた。狙ねらいが何であれ、それさえ渡してしまえば海賊たちは引き上げてくれるはず──その船長の思いを裏切るかのように、双子の海賊は顔を見合わせて薄く笑う。

「金はもちろんもらうわ。宝石も。でもそれはほんのついで」

「つ、ついでだと？」

「あたしたちの狙いはこの船──ヴィーヴル号そのものよ」
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　耳元で風が渦巻く。マコトは無意識に全身を震わせる。寒い。トイレに行きたい。そう思って歩き出し、足下に違和感。目をこすり、

「……ん？　……うわわっ！」

　マコトは一いつ瞬しゆんで覚かく醒せいした。足の下にはただただ空間……遥はるか下方に水面らしきかすかなきらめき。

「な、な、な……」

　なんだこれ。驚おどろき過ぎて独ひとり言ごとすらまともに出てこない。すさまじい勢いで脈打ち始めた心臓を宥なだめつつ、マコトは首を回し、自分が今どんな状態にあるかを把握しようとした。

　マコトはヴィーヴル号の船尾テラスから宙吊づりになっていた。右腕はカメラバッグを抱え込むような形になっていて、たすきがけにしたストラップの先せん端たんが、折れ曲がったテラスの手すりに引っかかっているのだ。手ぶらだったら海に落ちていたことだろう。

「それにしてもあの爆ばく発はつは……って考えるのは後だな」

　壊こわれた手すりは今も軋きしみ続けている。いつまでも体重──と撮さつ影えい機材──の重みを支えてはくれないだろう。マコトは自由な左手を上に伸ばして、テラスの縁ふちをつかんだ。

「ふんっ、……ぐぐぐぐぐ」

　体をひねり、右手をテラスへ。両手を届かせてしまえば後はそう難しくなかった。懸けん垂すいの要領でぐっと体を持ち上げる。そのまま手すりの下からはい上がろうとしたのだが、頭がつかえて無理だった。マコトは一いつ旦たん体を戻し、残った手すりに手をかける。

「っ！」

　その瞬しゆん間かん、乾いた無情な音と共に手すりが基部から折れた。落下していく感覚──は一瞬、マコトはなんとかテラスの縁ふちにしがみつくことに成功。その背後を手すりの残ざん骸がいが落下していき、闇やみの底で水音を立てた。

「……あ、危なかった……」

　手すりが壊こわれたことでできた隙すき間まからテラスによじ登り、マコトは額ひたいの冷や汗を拭ふいた。

　それにしても嫌いやに静かだ。辺りを見回し、マコトはそれに気付いた。

「……スクリュー音がしてない。停泊の予定はなかったはずなのにどうして……」

　マコトは状況を確かめに行くべく立ち上がった。幸い、大きな怪け我がはしていないので動き回るのに支し障しようはない。

　船内への出入口は綺き麗れいさっぱり吹き飛んでいた。焦こげ臭くさい臭においがまだ残っている。船内には人の気配が全くない。入ってすぐのカフェでは、爆ばく風ふうによるものだろう、テーブルと椅い子すがめちゃくちゃに積み重なり、窓まど際ぎわに寄っていた。その窓のガラスは全すべて割れ、枠しか残っていなかった。

　ガス爆発でもあったのだろうか。それにしても人の気配がないのは何故なぜだ？

「誰だれかいませんか？　誰か！」

　声をかけながら、マコトはカフェに足を踏み入れる。焦げた絨じゆう毯たんと散乱したガラスの破片が靴の下でこすれて不快な音を立てる。マコトは灯あかりを求めて窓際へ進む。そして、ヴィーヴル号の周辺に浮かぶいくつもの飛行艇ていを、その機体に描かれた、翼つばさを持つ蛇のマークを見た。

「あれは……海賊？」

　秋あき津つからストーリアへ来る船旅の途中で聞いたことがある。アフリカ大陸東岸から、中東にかけて荒らし回っている海賊団がいると。

「……〝風蛇フオンダ〟」

　名前までもしっかり思い出した。中東を縄張りにしている彼らが何故地中海にいるのかは分からないが、ヴィーヴル号が彼らに襲おそわれたのは間違いない。

　とんでもないことになった。

「落ち着け。落ち着くんだ」

　自分に言い聞かせながら、マコトはこの先のことを考える。

　どうすればいい？

　海賊なのだから狙ねらいは金だろう。ヴィーヴル号の乗客は金持ちばかりだから身みの代しろ金きんが取れる。簡単には殺さないはず。人質にしているはず。

「みんながどうなったかを確かめるのが最初か」

　もしかしたら、自分と同じように海賊の手を逃れて潜せん伏ぷくしている人がいるかも知れない。

　マコトは窓まど際ぎわから離れた。

「……」

　カメラバッグをどうするか、少し迷う。この重さは明らかに邪じや魔まになる。置いていくべきだと思ったが、しかしマコトは持っていくことにした。つい先程、このバッグのおかげで命を救われたのだ。その幸運にあやかりたい。

　ストラップを限界まで短くして、行動の邪魔にならないようにする。

　小さな幸運ぐらいしか縋すがるものがない、という状況は見ないふりをして、マコトは船内通路に踏み込むのだった。







　絶対に見つかってはならないと、全方位に神経を尖とがらせてマコトは移動を始める。

　自分が海賊だったら人質はどうする？　どこかの部屋に閉じこめる。ヴィーヴル号の乗員乗客は合わせて三百人以上。これを収容できる広さのある部屋はそう多くはない。マコトは一番広いダンスホールが本命だとにらみ、これが正解だった。

　階段から第６デッキの通路を覗のぞくと、ダンスホールの前に見張りらしき男が立っているのが確認できたのだ。人質はあそこだと確信し、マコトは一いつ旦たん踊り場まで下がった。

　さて、どうするか。

「……正面からってわけにはいかないし」

　そんなことをすればたちまち捕まってしまう。それでも一応皆の安否は確認できるが。

「海賊たちに見つからないように行けるか？」

　マコトは船の構造を脳裏に描いた。少々危険だが行けるかも知れない。

　マコトはそろそろと階段を登り、第７デッキへ侵入した。船首方向へ進む。一歩進むごとにすさまじいプレッシャーと恐怖が募つのった。

　第７デッキの船首には船橋ブリツジがある。船の中ちゆう枢すう部分を海賊が押さえていないはずがない。今この瞬しゆん間かんにも、海賊が通路に出て来てマコトを見つけるかも知れない──その恐怖に耐えつつ、息を殺して船首付近へ。幸い海賊に遭そう遇ぐうすることもなく、手近な客室に入り込むことができた。

　マコトはドアの鍵かぎを閉めてカメラバッグを降ろすと家や捜さがしを始める。置き去りの荷物の中からナイフを発見。シーツとカーテンを切り裂いてロープを作成。部屋のベランダに出ると、ロープの両りよう端たんを手すりと自分の腰にがっちり縛しばり付けた。ベランダから下を見て、

「……切れたら、死ぬよな」

　見なきゃ良かったと後悔。マコトは拳こぶしで頭を叩たたいた。記憶は消えてくれなかったが、気合いは入った。

　手すりを乗り越え、ベランダの外に出る。手作りロープを頼りに下のデッキへ降りる。周囲の海上には海賊の飛行艇ていが何機も停泊している。見上げられたらアウトだが、まさかこんなことをしているバカがいるとは向こうも思うまい、と信じることにする。

「……ふぅ」

　第６デッキの遊歩道プロムナードに降り立ち、マコトはほっと息をついた。後は少し船首側に歩くだけでダンスホールに到着だ。

　マコトは壁かべにぴったり身を寄せ、足音を殺して移動した。ダンスホールの窓に到着。そっと中の様子をうかがうと、予想通り、人質はダンスホールに集められていた。

　人質はマコトから見て反対側の半分に集められているようだった。劇げき場じようにたとえるなら、人質が観客、海賊たちが舞ぶ台たい上の役者、そしてマコトが、舞台袖そでからそれをのぞき見ている、という位置関係だ。

（あ……）

　不安そうに肩を寄せ合う人質たちの中に、マコトはアンジェラの姿を見つけた。うつむき、憔しよう悴すいした様子ではあるが、ここから見る限りは怪け我がなどはしていないようだ。

「よかった。無事だったんだ」

　知人の無事な姿を確認してマコトは勇気を得た。一いつ旦たん窓から離れ、ロープを伝って上階へ。上の部屋から手鏡を持って降りてくると、アンジェラの顔に反射光が当たるように鏡を振った。

（頼む。気付いて……）

　祈るような気持ちで──いや、真に祈りを込めてマコトは鏡を振った。しかしアンジェラは気付かない。うつむいて、周りの様子などまったく目に入っていないのだろう。それに何より、手鏡で生み出せる反射は、煌こう々こうと灯あかりの点ともったダンスホールの中では弱過ぎる。

「……」

　マコトは博打ばくちに出ることにした。

　より強い反射を得るために窓まど際ぎわに接近、身を乗り出して鏡を構える。

　と、突然ダンスホールの奥の方で誰だれかが勢いよく立ち上がった。

「っ！」

　海賊に気付かれたのだと思ったマコトは絶望感に体を硬直させた。

　が、よく見ればそれは海賊ではなくクロードだった。

　クロードは股こ間かんを押さえて情けないポーズをとりつつ、海賊たちに向かって何か言った。

　海賊の一人が動く。

　クロードが人質の輪から抜けた。海賊に銃を突きつけられながら、ダンスホールを出ようとする。その歩き方はわざとらしいくらいの内うち股まただ。

　ダンスホールから出る直前、クロードは一いつ瞬しゆんだけマコトの方を振り返った。目が合い、マコトはその意図を察する。

（トイレか！）

　マコトは即座に移動し、ダンスホールのすぐ隣となりにある、トイレの窓の下で待ち受けた。

「……マコトか？」

　ほどなくトイレの窓からクロードが顔を出した。

「クロードさん！」

「あの海賊どもやってくれたぜ。事前に何人か潜もぐり込ませて内部工作をしてから、一気に乗り込んで船ごと制圧って、ついこの間俺おれたちが軍に仕掛けたのと全く同じ作戦じゃないか」

　強奪の手段としてはありふれたものだ。が、そのタイミングがいけない。レヴァンテが軍に潜り込んでいた期間と、風蛇フオンダがヴィーヴル号に潜り込んでいた期間はかなりの部分が重なる。言うなれば盗みを成功させて帰ってきたら我が家が空き巣に遭あっていたようなものだ。

「とりあえずこちらは全員無事だ。ミラもマルも。議員と秘書も怪け我が一つない」

「ミリアムは？」

「あ？　お前と一緒……じゃなかったのか？」

　逆に問われて、マコトは凍りついた。

「……そんな」

　ミリアムがいない。そんなこと、考えもしなかった。てっきり一緒に捕まっているものだとばかり思っていた。

　捕まっていないとすれば一体どこに？

「……どこかに隠れている？　脚の悪いミリアムがとっさにそんなことできるのか？　でも海賊に見つかってないというのは……船の中にいない？」

　ぞくりと全身が粟あわ立だった。

　ミリアムは海に落ちたのかも知れない。いや、もしかしたらあの爆ばく発はつに巻き込まれた可能性だって──。

「──っ！」

　己おのれの想像が生み出した絶望感に、マコトは目の前が暗くなった。立っていられない。なんだこれ？　マコトは窓の下にしゃがみ込んだ。胸が割れそうに痛い。ミリアムが死んだ──かも知れないと思っただけなのに、全身に力が入らなかった。

「マコト！　おいマコトしっかりしろ！」クロードが小声で呼びかけてくる。「まだ死んだとは限らないだろ」

「でも、だって……」

「あいつは〝赤い亡ぼう霊れい〟だろう？　誰だれが亡霊を殺せるって言うんだ？」

「……うっ……く」

　マコトは嘔吐えずきそうになる喉のどを、無む理り矢や理り押さえつけた。

「……そうですね。あのミリアムがこんなあっさり死ぬはずがないですよね」

「そうだ。それでいい」

　クロードがそう言ったときだった。

『おい、いつまでションベンしてるんだ！』

　トイレの外から、海賊の苛いら立だった声が聞こえてきた。

「ちっ」クロードは舌打ち、「状況説明は後だな。しばらくそこで見つからないようにして待ってろ」

　そう言い残して、クロードはトイレの窓から離れた。「す、すいません、緊きん張ちようしてるせいかなかなか出なくて」と気弱な一般人の演技をしながら去っていく。

　その五分後、

「マコトくん」

　女子トイレの窓からミラの声がした。

「大丈夫？　マコトくん」

　まだマコトの顔色がおかしいからだろう、ミラはまずそう訊たずねた。

「はい」

「時間がないので手短に言うわ。状況は良くない。この船が海賊に占拠されたのは分かってるわね？　乗員乗客はあなたとミリアムを除いて全すべて人質になってしまった」

「ミリアムは……」

「生きていると仮定して作戦を立てています」

　作戦──ミラはこの状況を打破するつもり、海賊に反抗するつもりなのだ。

「あの……助けとかは来ないんですか？」

　下手へたに抵抗するより当局の到着を待った方が懸けん命めいではないのか。

「来るわ。船長に聞いたんだけど、船橋ブリツジが占拠される寸前、通信士が密ひそかにＳＯＳを発信したらしいの。海賊たちはこれに気付いてない。大ざっぱな計算だけど、早ければ夜明け頃ごろには軍がこの船に接触するはず」

「じゃあそれを待てば……」

「そうもいかない事情があるのよ……この船にはリナシメントが積んである」

「あ」

　ストーリア軍が海賊を撃げき退たいしたら、リナシメントも発見されてしまうだろう。機体が押収されるだけでなく、この船がレヴァンテの息のかかったものだと分かり、ミラを始め関係者は一いち網もう打だ尽じんに逮捕され、協力を申し出てくれた議員も身の破滅だ。

　ヴィーヴル号の船長はレヴァンテの協力者だが、船員の全てがそうではない。何も知らない通信士は通常の対応としてＳＯＳを発信したのだ。

「軍は海賊相手に容赦はしないでしょう。軍が到着して海賊と戦せん闘とうになれば、巻き添えで相当数の死者が出ることも予想される。この手の事件での人質の救出は『可能であれば』のオプション扱いが基本だもの」

　そちらの方がより問題だ、とミラはため息をつく。

「諸もろ々もろの事情を鑑かんがみて、ここは行動を起こした方がいい、という結論になったわ。幸いにして手伝ってくれる人も現れたし、船内の狭さを利用して上手うまく立ち回れば十分に勝機はある」

「手伝ってくれる人？」

「トリノさんとそのメイドよ。詳しい事情は教えてくれなかったけど、あの人たちも、軍と顔を合わせるのはまずいんですって」

「……何か後ろ暗いことでもしてるのかな」

「腕には自信があるみたいだし、この際相手の素性は構っていられないわ。……話を戻します。さっき説明した通り、白はく兵へい戦せん、乱戦に持ち込めば十分勝機はある。ただしその前に一つ問題があるの」

　ミラは背後を気にしながら言った。用を足すだけにしては時間がかかり過ぎている。そろそろ海賊が不審に思い始める頃ころ合あいだ。

「敵には機関銃がある。正面から挑んだら何もできずにミンチにされるだけ。なんとかして海賊の注意をそらしたい。隙すきを衝つければなんとかなる。そこでマコトくん、あなたの出番。あなたは船内のどこかにいるミリアムを捜し出し、一緒に格納庫に行って。そこでリナシメントを発進させ、外から攻こう撃げきを仕掛ける。海賊たちもまさか戦せん闘とう機が出てくるとは思ってないでしょう。動揺しないはずがない。その隙をついてこちらは見張りを制圧。そこまでできれば、奪った武器を船員にも持たせて、船橋ブリツジと機関室の奪だつ還かんも難むずかしくはないわ。海賊たちに隙を作れない場合は作戦中止、軍の到着を待ちます」

　ミラはトイレの窓から手を出し、マコトに鍵かぎを渡した。格納庫の鍵だ。

「もし、ミリアムに万一のことが起こっていた場合、リナシメントだけでも処理してちょうだい。海に落とすだけでいいわ。あれさえなければ軍が来てもしらばっくれることができる」

「……」

　理解はできたが「分かりました」とマコトは答えられなかった。

　トイレのドアが乱暴に叩たたかれる。

「じゃあ、幸運を祈ってるわ」

　ミラが窓から離れた。

　マコトもまた、鍵をポケットにしまいながら窓から離れる。
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　トイレから戻ってきたミラは背中を丸め、元の位置に戻ろうとした。と、

「ちょっと待ちな！」

　海賊の一人が鋭するどい声でミラを引き留める。

　まさかトイレで密談していたのがばれたのか……不安に駆られるミラの前に、海賊は一抱え程の紙箱を突きだした。箱の中には時計や宝石などの貴金属が入っている。

「金かね目めのものがあるならここに入れろ。隠したらろくなことにならないのは分かっているな？」

「は、はい」

　ミラはペンダントを外して箱に入れた。

「まだあるんじゃねえの？」

「ありません。全部です」

「確かめさせてもらう」

　そう言って海賊はミラの体に手を伸ばしてくる。全身をまさぐられる不快感を味わいながら、ミラは安心してもいた。マコトに鍵かぎを渡した後で良かった。

　海賊はミラが何も隠してないと分かると、つまらなそうな顔で解放した。ミラは覚おぼ束つかない足取りで仲間のところに戻る。

「どうだった？」とクロード。

「必要なことは伝えてきましたけど……ミリアムが行方ゆくえ不明になったのが相当ショックだったみたいで……」

「……きちんと動いてくれるかは微妙か」

　ミラとクロードは難むずかしい顔をする。いくら度胸が据わっていると言っても、しょせんは子供、そして一般人だ。過度の期待は禁物だろう。

「大丈夫です」

　はっきりと言い切ったのは、マルだった。

「お嬢じよう様は強い子です。そのお嬢様が認めたマコトさんも。きっとやってくれます」

「マル……」

　それは希望的観測に過ぎる──ミラはそう言おうとして、口ごもった。

　マルの瞳ひとみには何の揺らぎもなかったのだ。

　と、不意に海賊たちの間に動きが生まれた。

　幹部の一人である銀髪の女──ドロワットが人質に接近し、視線を巡らせる。

「やっぱりだ」

「姐あねさん。どうしたんで？」

「人質になってない奴やつがいる。黒い本格的なカメラを持った東洋人の子供がいたはずだ。仮装パーティーに潜せん入にゆうしたときに、そいつに写真を撮とられたから覚えてる」

「っ」

　レヴァンテの面々が息を吞のんだ。気付かれてしまった。

「二、三人行って捜してこい」

「へい」

　ドロワットの指示を受けた海賊たちが動き出す。

　ミラはクロードと視線を交わした。

「……まずいですね」

「いや、考えようによっては状況は好転している。これでダンスホールが手薄になった」

　だがそれも、マコトが捕まらず、ミリアムが生存し、かつ二人が合流してリナシメントを発進させられなければ何の意味もない。

「お嬢じよう様、マコトさん、どうかご無事で……」

　そう呟つぶやきながらマルは目を閉じる。

　幸運の東風よ、どうか二人をお守りください──ミリアムとマコトを信じてはいるが、しかし祈らずにはいられないマルであった。







　ダンスホールを離れたマコトは手製のロープを伝って第７デッキに戻った。

　カメラバッグを担かついで部屋を出る。

　さて、ミリアムはどこにいるのか。

「単純に考えれば部屋に戻ってる……か？」

　しかしそれならマルと一緒に捕まっていそうなものだが。いや、マルだけが外出中に捕まった、という可能性もある。

「考えるよりは行動だ」

　マコトはとりあえずミリアムとマルが使っていた客室を目指すことにした。

　人っ子一人いない船内を小走りで駆ける。船尾側にあるミリアムの部屋へたどり着く。ドアに鍵かぎはかかっていなかった。

「……ミリアム？」

　声をかけながら中へ。ツインルームの床に開いたトランクがあり、周辺に着替えが散らかっていた。着替えには複数の足跡がついている。マルは荷物の整理中に海賊に踏み込まれ、そのまま連行されたのだろう。

　再度声をかけ、反応がないことを確かめてからマコトは廊下に出た。隣となりのミラの部屋へ入る。こちらも似たような状況だった。ミリアムはいない。さらに隣となりのクロードの部屋を開ける。室内は綺き麗れいに整っていた。念のために自分の部屋も確かめたが、やはりミリアムはいなかった。と、マコトは違和感を覚えた。確かに閉めたはずの部屋の鍵かぎが開いていた。

「！　もしかして……」

　その可能性に気付いたマコトは即座に隣──何の関係もない人の客室に行ってみた。鍵はかかっていなかった。その隣も、そのまた隣も。

「……やっぱり」

　これは海賊たちの仕し業わざだ。海賊たちがマスターキーを用もちいて全部屋を開けて回ったのだ──異変を察知して閉じこもった乗客を引っ張り出し、人質にするために。

　ミリアムは客室階層にはいない。ではその上か、それとも下か。

　マコトは屋上を当たることにした。船尾へ戻って階段を駆け上がる。

　第10デッキから屋上へは外階段だ。ドアを開けて外へ出ると、冷たい夜風がマコトの全身を包んだ。冷え切った手すりを握りながら屋上へ。プールで溺おぼれそうになったのが何日も前のことのように思える。

　プール、更衣室、カフェ、その向こうのテニスコート。順に見ていく。どこにもミリアムの姿はなかった。マコトは苦にがい顔になる。屋上には来ていなかったのか。

　船首側のテラスに来たとき、船の周囲で複数のエンジン音が生まれた。少し遅れてヴィーヴル号の船体が震え、南へと向きを変える。動き出す。ヴィーヴル号の移動に合わせて、海賊の飛行艇ていも航走を始めた。

　地中海から南を目指す──単純に考えれば行き先はアフリカだろう。アフリカ大陸の北岸には政情不安で無法地帯と化している小国がいくつもある。

　屋上の探索を終了してマコトは船内に戻った。第６デッキへ降り、舷げん側そくの遊歩道プロムナードを使って各施設を確認していく。アンジェラと買い物をした小物屋、生活用品の店、カフェ……しかしミリアムは見つからなかった。反対側の遊歩道に入り、また同じことを繰くり返す。一つの施設を調べ終え、ミリアムの不在を確かめるたび、マコトは胃の辺りにずしんとした重みが増していくのを感じた。

　ミリアムは生きている。そんな簡単にやられるはずがない──ではなぜこうも見つからないのか。前提が間違っているのではないか。ミリアムはもう……。

　信じる気持ちが、不在という現実に押しつぶされていく。

　第６デッキを調べ終え、マコトは第５デッキに降りた。

　船首側から足音が聞こえてきたのはその時だった。マコトは反射的に近くの店に飛び込んだ。

　足音はゆっくりとしたペースで近づいてくる。

「ったく面倒くせえなあ。ガキ一人放っておいてもたいしたことないだろうに」

　ぼやく声。海賊だろう。何かを──おそらくはマコトを──捜している。あまり身を入れてない様子なのが、ぼやく声と、一つの場所にかける時間とで推し量れる。

　マコトがいるのは旅行用品の店だった。周囲には大きな鞄かばんが並んでいる。マコトはカメラバッグを降ろして棚に突っ込み、自身はその店にあった一番大きなトランクの中に潜もぐり込んだ。

「だいたい姐あねさんも姐さんだぜ。なんで写真撮とられてるんだよ。もっと用心してくれないと困るっての」

　海賊のぼやきが迫る。部屋に入ってくる。トランクの鍵かぎ穴あなから一いつ瞬しゆん、電灯の光が差し込んできた。海賊がこちらにやってくる。マコトは息を止めて口を塞ふさいだ。

　ドガン！　ガン！　ドン！　とすぐ側そばでものすごい音がして、大きな震動が伝わってきた。

「……ふん。気のせいだったか」

　海賊の足音が遠ざかる。もう十分に安全だと思えるまで待って、それからさらに三十を数えてから、マコトは幼児の事故防止用に備えられている、トランクを内側から開けられるレバーをひねった。

　トランクから脱出して辺りを見回すと、隣となりの商品陳列棚がひっくり返り、無数のバッグが散らばっていた。海賊が蹴け飛とばしたのだろう。

「危なかった……」

　しかしともかく危機は去った。思う存分空気を吸い込み全身に酸素を送る。探索に戻ろう、とカメラバッグを手にして、気付く。

（……今の海賊は僕を捜していた……僕だけを……）

「──ぅく」

　それが何を意味するのか考えた瞬間、マコトは強烈な吐き気に襲おそわれた。口元を押さえる間もあらば、ついさっきまで隠れていたトランク目掛けて胃の中身をぶちまける。

「……っ！　うぅうえぇっ！　がはっ！　っ！」

　嘔吐えずくたびに背筋が震える。震えが骨を伝って下半身へ。マコトは膝ひざを砕かれたかのようにその場に崩れ落ちた。

　もう嫌いやだ。

　これ以上一歩も動けない。

　ミリアムは死んだのだ。このまま捜し続けたところで、待っているのは変わり果てた死体との対面なのだ。

　もうやめよう。もう十分がんばった。

　リナシメントのこともレヴァンテのこともどうだっていい。だってミリアムはもういないのだから。もう一度トランクに閉じこもって、朝まで息を潜ひそめていればいい。そうすれば軍が来て何もかも片付けてくれる。

「…………」

　そう思ったにもかかわらず、マコトはなぜか立ち上がった。手の甲で口元をぬぐう。口の中に残った吐と瀉しや物ぶつをつばと一緒に吐き捨てる。

　脳裏の映像が消えてくれない。

　爆ばく発はつの衝しよう撃げき。車椅い子すから放り出されたミリアムが、歩くことすらできないミリアムが、必死で床を這はい、部屋の隅すみに行き、小さな体をさらに小さく丸めて震えている──それは明らかに幻覚であった。にもかかわらず、マコトはそれを無視することができなかった。

「可能性は……ゼロじゃ、ない」

　カメラバッグを背負う。震える腿ももに爪つめを立て、無む理り矢や理り刺激して歩き出す。

　どうして自分がそこまでするのか、マコト自身理解してはいなかった。

　分からないけど止まらない。止まれないのだ。

　通路へ出る──前にしつこいくらいの確認。海賊が動き回っていると分かった以上、これまでのようには進めない。どんな小さな異変も見逃さないよう、マコトは神経を張り詰めさせて通路に出た。順じゆん繰ぐりに施設を調べていく。結局、第５デッキにミリアムはいなかった。

　船首側の階段から第４デッキに降りる。レセプション。カフェ。ミリアムはいない。

　ダイニングに入ろうとしたときだった。ふと、何かがマコトの目に留まった。

「……」

　マコトは意識が引っかかった場所を凝ぎよう視しする。ガラス越し。窓まど際ぎわに二人がけの丸テーブルがある。それだけだ。そんな物の一体何に引っかかったのか。マコトはダイニングに入ろうとし、そして理解した。

　窓越しに見えたものが気になったのではなかった。窓に映ったものが気になったのだ。

　一歩後退。窓ガラスに目の焦点を合わせると、星明かりにきらりと光る銀色の輪──

「っ！」

　マコトは振り返った。ダイニングの向かいには有名ブランドのアンテナショップが出店している。海賊に襲しゆう撃げきされた際の混乱でそうなったのだろう、倒れたマネキンやハンガーの向こうに、横倒しになった車椅子のハンドリムが、静かに、とても静かに光っていた。

「ミリアム！」

　マコトは声を抑えることも忘れてブランド店に飛び込んだ。

「ミリアム！　いるの!?　いたら返事をして！」

　声をかけながら店の奥へ。

「……マコト……？」

　声が。

「ミリアム？」

　マコトは自分の声がミリアムの声をかき消してしまわないよう、囁ささやくように呼びかけた。

「ミリアム。どこ？」

「マコト」

　声は低いところから聞こえる。マコトは両手を床に付け、這はうようにして声の源みなもとを辿たどった。

「ミリアム！」

　ついに見つけた。折り重なって倒れた陳列棚の下、小さな直角三角形の隙すき間まに、艶つややかなオリーブのきらめきがあった。ミリアムの瞳ひとみ。それがまっすぐにこちらを見て、震えていた。

　マコトは棚の隙間に手を突っ込んだ。ミリアムがその手を意外な程強く摑つかまえる。

　マコトは力を込めて、ミリアムの体を棚の下から引っ張り出した。助け出されたミリアムはケホケホと咳せき込む。棚の下が埃ほこりっぽかったのだろう。

「けほっ、ん……ありが──」

「ミリアム！」

　お礼の言葉を最後まで言わせず、マコトはミリアムに抱きついていた。

「ちょ、マコト!?」

　身もだえるミリアムを、まるで逃すまいとするかのように腕を回す。

　触れた箇所からぬくもりが伝わってくる。

　ああそうだ。やっと分かった。

　僕はこの子を愛している。

　被写体としてではなく、一人の女の子として。

　写真家になりたいから帰らない。この美しい少女を写真に撮とりたい。初めは確かにそうだった。しかし今はそれだけではない。

　ミリアムと一緒にいたい。

　離れたくない。

　その気持ちが、いつのまにかこんなにも大きくなっている。

　違う。

　逆だ。

　まず好きになった。

　好きだから撮りたいと思ったのだ。

　マコトはミリアムをさらに強く抱きしめた。お互いの心臓はもう、二十センチも離れていないだろう。なのにまだ遠くに感じる。もどかしさに気が狂いそうになる。

　一つになりたい。

　猛たける気持ちを抑えつけ、マコトはミリアムの背に回していた片腕を外し、顎あごに添えて顔を上げさせた。

「マコ……っ」

　影かげが重なる。鼓動がひとつになる。

　地中海の空に、幾千の星が瞬またたいていた。
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　　　　第五章　焰ほむら舞まう










　かさついた、熱っぽい唇が触れる。

　驚おどろき、押し返そうとしたのは一いつ瞬しゆんだけだった。ミリアムはすぐに力を抜き、マコトに体重を預けた。

　マコトの鼓動がミリアムの胸で響ひびく。体の一番深いところをノックされる。その心地ここちよさ。背中に回された腕。肌と肌の間で高まる熱が、強こわ張ばっていた筋肉をほぐし、心を溶かしていく。

　求められることがこんなに気持ちいいなんて、知らなかった。

　穏おだやかな充足感に包まれつつ、情熱的な歓喜が内に膨ふくらむ。これを幸せというのだろう。

　迸ほとばしる感情が全身を満たし、あふれ出す。制御できない。その必要もないのかも知れない。

　心が命じるままにミリアムは身をよじった。

　手を伸ばし、マコトの頭を引き寄せて──







「……っは！」

　長い口づけの途中、マコトは突然ミリアムを突き飛ばすようにして体を離した。

「ちょ、何で逃げるの!?」

　拒まれたミリアムが傷ついたように言う。

「え、だって……舌っ……舌入れ……」

「え？　そういうものじゃないの？」

「知らないよっ！　……ってまさか経験済みなん」

「違う！　これが初めて！　……その……本とかで……そうするって……」

　ミリアムはうつむいて真っ赤になった。

　微妙な、間。

「あ！　かか体は大丈夫？」

　気まずさをごまかすようにマコトは訊たずねる。

「今いま頃ごろそれ……」とミリアムはちょっと怒ったような様子を見せたが、「大丈夫。別に棚の下した敷じきになってたわけじゃないから。……海賊が来たときは試着室にいたの。お店の中がパニックになって棚が倒されて……その時は運良く見つからなかったけど、いつまでもそこにいたら見つかると思って、倒れた棚の下に隙すき間まができてたから、あそこに隠れていよう、って」

「試着室？」

　マコトは首を傾かしげる。ミリアムはブランドものなどに興味を持つタイプだっただろうか。マルが選んだ服を適当に着ているだけだったような。

「…………ああいうぽわぽわした格好が、好きなのかな、って」

「──っ」

　不意打ちの上うわ目め遣づかいを食らってマコトは息を詰まらせる。

　ミリアムはアンジェラのような格好をしてみようと思ったのだ。マコトの気を引くために。ミリアムがそんなことを考えていたことがうれしいような背中が痒かゆいような。

「……ごめん」

「マコト？」

　マコトの唐突な謝しや罪ざいにミリアムは面食らう。

「僕はミリアムに噓うそをついてた。アンジェラは、友達じゃない。婚約者なんだ」

「！」

「正確には『婚約する予定だった』だけど……。そういうのを知られたくなかったんだ。……僕の家〝カシマ〟は兵器メーカーで、僕の父とうさんはカシマのヨーロッパ進出の足がかりとしてアンジェラと僕を結婚させようとしてたんだ。アンジェラのお父さんは与党議員、それもかなりの大物だから、レヴァンテから見れば敵になる。敵の娘の婚約者で、将来的には敵に武器を売ることになるかも知れない家の子だって知られたら一緒にはいられなくなると思って……」

　こんなことを話している場合ではないのだろう。海賊は今もマコトを捜してその辺をうろうろしている。一刻も早く逃げなくてはいけない。頭では分かっていたが、しかし今言わずにはいられなかった。ミリアムに隠し事をしたままでいることに、マコトはこれ以上一秒だって耐えられなかったのだ。

「……本当に、ごめん」

　首が折れんばかりに頭を下げるマコト。

　ミリアムはその首に、そっと触れた。乾いた血液が粉のように落ちた。マコトは自分が傷を負っていたことにも気付いていなくて、舞まい散る赤い粉末を驚おどろきの目で見た。

「……いい」

　ミリアムが言った。

「マコトはここに来てくれた。ちゃんと私を見つけてくれた。だから、いい」

「……ミリアム」

　二人は見つめ合った。どちらからともなく顔を近づけ──

　キィッ！

「「！」」

　不意に異音がして、二人は同時にそちらを向いた。

　キィッ！　キキキッ！

「……なんだ、ネズミか」

「人騒さわがせね」

　ぼやき、それから二人はハッと顔を見合わせた。こんなところで雰囲気を出していられるような状況ではなかった。

「ね、今どうなってるの？」

「あ、うん……ええっと……」

　爆ばく発はつに巻き込まれて気を失っていたこと、船内の状況、人質になっていたミラたちとの会話──マコトはこれまでの経緯をざっと説明した。

「おじさま、海賊なんていないって言ってたのに」

「さすがのアントニオさんも中東の事情までは把握するのは無理なんじゃない」

　それもそうね、とミリアム。

「そうすると、私はこれから外に出て一ひと暴あばれすれば良いいわけね？」

「まあだいたいそんな感じ。中のことは中でなんとかするから、奇き襲しゆうが終わったらそのまま逃げろって言ってた」

「船の中の海賊に機銃を撃うち込むわけにもいかないものね」

　とミリアムは不満そうに言った。気持ちとしては一暴れではなく大暴れをしたいところなのだろう。

　早くもやる気になっているミリアムをマコトはおぶった。

「ごめん」とミリアム。「私、地上では何にもできないから」

「気にすることないよ」

　そのために僕がいる──ほんの数分前なら言えただろうが、勢いが途切れてしまった今は恥ずかしくてとても口にできなかった。背中に確かな重みと熱──守るべき人の存在を感じながらマコトは立ち上がり、船内通路へ出る。

「あっ」

　通路の奥に黒いスーツを着た男の姿があった。マコトと同じように捕まらなかった乗客──ではない。男はマコトを見るなり拳けん銃じゆうを抜き、こちらへと向けた。海賊だ。もう見つかってしまった。

「くそっ！」

　戻ったところで店内は行き止まり。マコトは通路に飛び出し走り出す。海賊はすぐに拳銃を撃うってきた。マコトは通路をジグザグに走る。銃弾が足下に突き刺さる。このままではいずれ当たる──マコトはやむなく通路の反対側にあるダイニングへと飛び込んだ。テーブルにぶつかり、ひっくり返しながら走る。

　考えろ、と己おのれに命令。考えるんだ。ミリアムを守る方法を。

　店の奥、衝つい立たての陰にミリアムを降ろしてテーブルクロスをかぶせる。

「マコト！」

「ここでじっとしてて」

　返事も聞かずにその場を離れ、マコトは厨ちゆう房ぼうへと飛び込む。

　ほとんど同時に店の入口に海賊が姿を現した。







「ここに逃げ込んだのは分かってるんだ！　大人おとなしく出てこいコラ！」

　威い嚇かくのために野太い声を出しながら、海賊はダイニングへと踏み込んだ。

　逃げ回っているのは東洋人の少年カメラマンだったか。厨房へ逃げ込む姿は見えていたので迷わずそちらへ向かう。わざと大きな足音を立て、袋のネズミになった逃亡者を精神的に追い詰める。

　厨房の入口で、海賊は足を止めた。厨房を睥へい睨げいする。二列になった調理台。壁かべに沿って食器棚と大型冷蔵庫が並ぶ。一つ、ドアがきっちり閉まっていない冷蔵庫があった。十分に人が入れる大きさだ。

（……「いかにも」という感じじゃねえか）

　こちらが冷蔵庫の中を確かめに行ったら、その隙すきに背後に回って逃げるつもりなのだろう。

「であれば……」

　海賊は冷蔵庫とは対角線にある部屋の隅すみを見た。と、ちょうどそちらの方から、カシン、と何かが落ちるような音がした。ビンゴ。

「よーし、小僧。そこにいるのは分かってる。大人おとなしく出てくればあまり痛い目には遭あわなくて済むぞ？」

　問いかけて、しばし待つ。逃亡者からは何の反応もない。必死で気配を殺しているのだろう。

「やれやれ、しょうがないな」

　面倒くさそうに言いつつ、海賊は音がした方へと歩き出す。その頰ほおには嗜し虐ぎやくの色が浮かんでいた。姐あねさんたちは確かにすげえ。あの二人が仕切るようになってから、風蛇フオンダの稼かせぎは何倍にもなった。だが、しかしそれでも団の規律は厳きびし過ぎる。たまにはこうしてストレス解消しないとやってられねえよ。言い訳はもう考えてある。だってしょうがねえじゃねえか、こいつが抵抗するからさぁ。俺おれは余計な暴力なんて振るいたくなかったんだよ──そんなことを思いながら、思考とは裏腹の表情で、海賊は部屋の隅へ進んだ。拳けん銃じゆうを腰に戻してナイフを抜く。なぶるなら刃物の方がいい。

　笑みさえ浮かべて海賊は部屋の隅へ、逃亡者が隠れているであろう辺りを覗のぞき込む。

「……あ？」

　部屋の隅には誰だれもいなかった。ただカメラだけが置かれていた。

「うおおおおおおっ！」

　唐突に背後で雄お叫たけびが発生する。

　振り返った海賊は調理台の上に仁王立ちになった少年を見た。その両手が、握りしめた棍こん棒ぼうのようなものを振り下ろす。

「ガキが調子に──っ！」

　海賊の叫びをかき消して、鈍にぶい打撲音が厨ちゆう房ぼう一杯に響ひびいた。







　白目をむいた海賊がゆっくりと、仰あお向むけに倒れていく。

　仕掛けは極きわめて単純だった。セルフタイマーをセットしたカメラを部屋の隅に置き、自分は調理台の間に身を潜ひそめる。海賊が物音で釣られたら背後から一いち撃げき──海賊の予想とは違って、マコトは最初から戦うつもりだった。ミリアムを連れて逃げるには、それ以外の選択肢はなかったのだ。

　罠わなを仕掛けて背後に回り、そこで興奮のあまり叫んでしまったのは失敗だったが、結果的にはうまく昏こん倒とうさせられたので良かった。ちなみに冷蔵庫のドアはマコトの仕掛けではない。そんな時間的余裕はなかった。おそらくは、海賊たちの最初の襲しゆう撃げきの際、混乱によりきちんと閉められず放置されたのだろう。

　マコトは荒い息をつきながらめん棒を投げ捨てる。

　シャッターボタンからセルフタイマー装置を抜き取り、カメラと一緒にバッグに放り込む。バッグを背負って海賊の身体検査。ナイフと拳けん銃じゆうを取り上げ、ナイフをベルトに、拳銃は手に持ったままダイニングへ戻る。

「ミリアム」

　呼びかけるとすぐ、ミリアムがテーブルクロスを払い落として姿を現した。

「マコト！」

　ミリアムはマコトの無事を確かめてほっと息をつく。

　そのとき、通路の方から複数の足音が聞こえてきた。戦せん闘とうの音を聞きつけた海賊たちが降りてきたのだろう。いずれここまでやってくる。うかうかしてはいられない。

「これ持ってて」

　マコトはミリアムに拳銃を渡すと、脇わきと膝ひざの下に手を入れて持ち上げた。そのまま厨ちゆう房ぼうへととって返す。

「そっちに行っても行き止まりじゃ」

「大丈夫。いいものを見つけた」

　そう言いながら厨房の奥へ。壁かべの一部に両開きの扉。貨物運搬用のエレベーターだ。

「これで下に行けるはず」

　マコトはエレベーターの扉を開けるとミリアムを抱えたまま乗り込んだ。『ダウン』ボタンを押してエレベーターを作動させる。

　三十秒程でエレベーターは停止した。扉が開くと台所の地下収納にそっくりの臭においが二人を包み込んだ。食料庫だ。現在位置は第２デッキ。リナシメントのある格納庫も同じ階層。

　マコトは抱きかかえていたミリアムを一いつ旦たん降ろすと、海賊から奪ったナイフをエレベーターの操そう作さパネルにどっかり突き立てて作動不能にした。これで多少は時間が稼かせげるはず。ミリアムを背中におぶい直して移動を再開。食料庫の扉を開けて通路に出る。海賊たちの姿はない。

「今のうちね」

「うん」

　船尾方向へ。二人はほどなく格納庫に到着した。格納庫の扉はいかにも後から付けた感じの、重そうな鎖くさりと錠じよう前まえで封じられていた。

「僕の胸ポケットに鍵かぎが入ってるから」

「ん」

　ミリアムは片手でマコトのベストを探り、格納庫の鍵を取り出した。マコトはミリアムの手が錠前に届くように中腰になった。ミリアムは片手で、少し苦戦したが錠前を外した。鎖を抜き取って扉を押す。鈍にぶい鉄の軋きしみ。

　格納庫には灯あかりがついておらず、真っ暗だった。

　マコトはリナシメントを積み込んだときの記憶を頼りに歩き、照明のスイッチを入れた。瞬しゆん時じに格納庫が明るくなり、その奥の方、ターンテーブルの上に固定された深紅の機体を浮かび上がらせる。

「ああ」

　分身に再会したミリアムがほっとしたような、うれしそうな声を出した。

　マコトは急いで機体に駆け寄り、操そう縦じゆう席にミリアムを押し上げた。ミリアムは即座にエンジンを始動させてゴーグルを首にかける。

　マコトは機体を固定している索を外しにかかった。全すべての索を外し終えたら今度は格納庫の一番奥──外部へと通じるハッチの開閉装置を作動させる。格納庫のハッチは、跳ね橋のように床を軸に上から開く構造だった。ハッチ自体はベルトで吊つられている。ウイィィィィ、とやや苦しげな音を立ててモーターが作動、ベルトを送り出し、ハッチを降ろしていく。

「あそこだ！　灯あかりがついてる！」

　通路から声。続いて複数の足音。海賊たちだ。

「くそっ。もうちょっとなのに！」

　マコトはハッチをにらみ付けた。その動きは嫌いやになるほど遅い。

「オラッ！　観念しろ！」

　ついに海賊が格納庫に侵入した。機上のミリアムが拳けん銃じゆうを撃うって牽けん制せいするが、たいした時間は稼かせげないだろう。と、

「マコト！　ターンテーブルを！」

「え？　あ！」

　ミリアムの意図をマコトは理解、ハッチの開閉装置から離れてターンテーブルの操そう作さパネルへ。すぐにスイッチを入れて回転させる。床の回転に従い、その上のリナシメントも回転する。その機首がハッチの開閉装置に向かった瞬間、ミリアムは機銃のトリガーを引いた。

「うおっ！」

　格納庫を閃せん光こうが満たす。海賊たちが反射的に扉の陰に隠れた。

　ハッチを支えているベルトが引きちぎられるように裂けた。負荷から解放されたモーターが高速で回り出す中、マコトはターンテーブルを逆方向に回転させた。再度の機銃攻こう撃げき。二本のベルトを断ち切られたハッチは、重力に従って勢いよく開く。限界を超えて開き過ぎ、ハッチの基部が嫌いやな音を立てた。

　閃光が収まる。船尾の壁かべに四角い星空が出現していた。

「よし！」

　マコトはターンテーブルを操作してリナシメントの向きを戻すと、ロックして機体へと駆け寄った。よじ登ってミリアムの後ろへと滑すべり込む。ミリアムは弾たま切ぎれになった拳銃を投げ捨てててゴーグルを降ろす。スロットル全開。格納庫にすさまじい暴風が吹き荒れる。

　リナシメントがフロートを床にこすりながら動き出した。海賊たちが扉の陰から銃じゆう撃げきしてくるが、拳けん銃じゆうごときで戦せん闘とう機が止まるものではない。

　深紅の機体は数日ぶりに空の下へと躍おどり出した。そのまま一度着水し、波に跳ねる。

　ミリアムは一度スロットルを戻して機体を安定させると、改めて機体を離水させた。

　急上昇。ゴーグルに星の光を反射させ、ミリアムは歯をむき出しにして笑う。

「赤い亡ぼう霊れいが乗る船を襲おそったこと、後悔させてあげるからね！」
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　ダンスホール。人質を見張っていた海賊の何人かが、異音に気付いて顔を上げた。

「……エンジン音？」

　一人がそう呟つぶやき、外の様子を見ようと窓に近づく。と、轟ごう音おんと共に外の手すりが弾はじけ飛んだ。飛び散る木片が窓を割り、ガラスを辺りにぶちまける。

「今だ！」

　海賊たちが顔を覆おおい、人質たちが悲鳴を上げたその瞬間、クロードは姿勢を低くして前方へと走り込んだ。狙ねらうは機関銃を持った海賊。窓側にいたそいつに迫り──銃を奪って敵を一気に殲せん滅めつするつもりだったが、その前に海賊がこちらに気付いてしまった。クロードは銃を奪うのは諦あきらめ、機関銃を蹴けりつけて窓の外へと飛ばす。海賊が機関銃の行方ゆくえを気にしたその一いつ瞬しゆんに、海賊の腰からサーベルを奪って腿ももの辺りに斬きりつける。

「うあっ！」

　倒れ込む海賊にとどめを刺すのは後回しにしてクロードは床を蹴った。

　突然の戦闘に人質たちがパニックを起こし、我先にと逃げ出そうとする。

「落ち着いてください！　全員助けますから！」

「巻き込まれないように下がって！」

　ミラとマルが人質たちに呼びかける。その声を背後に聞きながら、クロードは敵陣深くへ一気に切り込む。一人一人相手にしていてはきりがない。マコトを捜しに何人か出ていったが、それでも敵はまだ二十人近くいるのだ。サーベルを煌きらめかせて瞬またたく間に二人を切り伏せ、あっという間に敵幹部である銀髪の女へと迫る。頭を潰つぶせば勝敗は決する──が、

　金属のぶつかる甲かん高だかい音が響ひびいた。

「……やるじゃないの」

　自身のサーベルでクロードの攻こう撃げきを受け止めて、ドロワットは不敵に笑った。

　鍔つば迫ぜり合あい。力と体格の差で押し切ろうとするクロードを、ドロワットが器用にいなして距離を取る。クロードは不満そうな目でサーベルを見た。

「カタナとは勝手が違うな」

「負けたときのための言い訳かい？」

　ドロワットの挑発をクロードは鼻で笑って受け流す。

　両者は同時に床を蹴けった。高速で触れ合う剣先が火花を散らす。

　ダンスホールの入口側でも戦いが始まっていた。こちらの中心にいるのはリータだ。相も変わらぬ仏ぶつ頂ちよう面づらで海賊の懐ふところに飛び込む。横なぎのナイフをしゃがんでかわし、流れるように水面蹴り。後ろを向き、床に手をついて逆立ちするように跳ぶと、踵かかとが別の海賊の顎あごを捉とらえる。その海賊が崩れ落ちる前、リータは海賊の膝ひざを足場に使って高く跳んだ。

「ガキがっ！」

　少し離れたところにいた海賊が、空中で無防備になったリータを拳けん銃じゆうで狙ねらう。が、

「手元がお留守だよ、っと！」

　声と共に突き込まれたトリノのサーベルが海賊の手首を打った。海賊が拳銃を取り落とす。その間にリータは着地──のついでに踵落としでまた一人倒した。

　トリノは素早く拳銃を人質の方に蹴飛ばした。

「このっ！」

　拳銃を失った海賊が腰のナイフを抜く。が、

「足下にもご用心」

　トリノが楽しそうに言った次の瞬しゆん間かん、海賊は背後から強烈な足払いを食らって逆さまになり、頭から床に激突して気を失った。

「若。ご無事ですか」

「一緒くたに蹴飛ばされるかと思って冷や冷やしたよ」

「その方が確実であればそうしましたが、今はそうではありませんでしたので」

「……ボクはときどき、本当に君を雇い続けていていいものか不安になるよ」
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　ため息をつくトリノ。そこへナイフを腰こしだめにした海賊が突っ込んでくる。トリノがひょい、と手を出した。リータはその手を足場に飛び上がると、海賊の頭に回し蹴りを決めた。もんどり打ちつつ吹っ飛んでいく海賊。

「な、なんだ。こいつら……」

　見る間にやられていく仲間たちを見て、残りの海賊に動揺が走る。

　逆に人質たちの目には生気が戻ってきた。

　恐ろしくも凶暴な海賊に襲おそわれた。もう人生は終わったようなものだと思いこんでいた。だがどうだろう。たった三人、どうやら相当腕が立つようだが、たったの三人が、その何倍もいる海賊たちと互角に、いや、互角以上に戦っている。

　──勝てるんじゃないか？

　──たった三人でこれなら、俺おれたちも戦えば。

　そんなことを考える人質の足下には、クロードやトリノが海賊の手から叩たたき落とし、拾われないよう後ろへ飛ばした武器がいくつも落ちている。

　乗客の一人が後ろを見た。ダンスホールの奥。身を寄せ合い震える女子供。

　その乗客はつばを飲み込むと、落ちていた拳けん銃じゆうを拾った。続いて、また誰だれかが。

「俺おれたちも戦うんだ」

「ああ！　お客様を守るんだ！」

「私の妻や子供には指一本も触れさせんぞ！」

　もはや彼らは人質ではなかった。武器を持ち、守るべき人々のために立ち上がった戦士であった。その剣幕、覚悟に押され、海賊たちが後ずさる。

「吞のまれてるんじゃないよ！」

　手下の動揺を見て、金髪の幹部──ゴーシュは声を張り上げた。

「素人しろうと衆しゆうにやられるなんて恥ずかしい最さい期ごを迎えたいか!?　そんな間抜けはそうなる前にあたしが殺してやるよ」

「あ、姐あねさん……スンマセンでしたっ！」

　ほとんど絶叫のような謝しや罪ざい。顔を上げた海賊たちの顔に、もう動揺は残っていなかった。

「そこのちゃらいのとチビはあたしが押さえる。お前とお前、船橋ブリツジと機関室から応援を呼んでこい。残りは人質の制圧。一番働いた奴やつにはあたしから特別ボーナスだ！」

「へいっ！」

　海賊たちが動き出す。人質たちも動き出す。

　ダンスホールは瞬またたく間に大乱戦に陥おちいった。







　ヴィーヴル号に機銃を撃うち込んだミリアムは、機首を起こして船体上空を通過した。とりあえず奇き襲しゆうは成功、船内がどうなっているのかはここからでは分からない。と、

「ミリアム。敵が来るよ」

　後席のマコトが告げた。ヴィーヴル号の周辺に浮かんでいた海賊団の飛行艇ていが次々に加速を始め、離水してこちらに向かってくる。

「いいじゃない」とミリアムは唇を舐なめた。「このまま帰るのはちょっと面白くないなって思ってたところ」

「ミリアム、なんか悪役みたいだよ」

「む」

　マコトの突っ込みに不満そうな声を上げ、ミリアムは操そう縦じゆう桿かんを傾けた。戦せん闘とう開始。すでに上がってしまった敵はとりあえず後回し。ヴィーヴル号の灯あかりに照らされた水面に、これから離水しようとしている無防備な敵機が見える。急降下して機銃掃射。順当に三機ばかりの離水を阻止し、

「っと！」

　危うく自分も水面に突っ込みそうになり、ミリアムは慌てて操縦桿を引いた。夜の暗さで水面を見失いかけていた。あまり高度を落とさない方がいいか。高度を取りつつ旋せん回かいして機体を戻す。すれ違いざまに一機撃げき墜つい。

　敵はあまり強くはないな、とミリアムは感じた。海賊たちが使っている飛行艇は、速力だけはかなりのものだが、そのほかの性能はいたって凡ぼん庸ようである。おそらくは格闘戦になることなど一いつ切さい考えていない、逃げ足を最優先した改造を施ほどこしているのだろう。ある意味、非常に海賊らしい機体特徴と言える。

　そんなことを考えつつまた一機、ミリアムは海賊の機体を撃墜する。海上にはまだ数機の飛行艇が残っていたが、いずれも輸送機である。もはや戦力になりそうな機体は残っていない。

　物足りないな──ミリアムがそう思った瞬しゆん間かんだっだ。

「ミリアム！」

　唐突にマコトが叫んだ。

　ミリアムは完全に反射的な動きでペダルを踏みつけた。操縦桿を一気に倒す。

　機体の向きを基準に右手側、夜空の星の一部が消滅する。いや、そんなことはあり得ない。何かが星の光を遮さえぎったのだ。直後、星の光を遮る闇やみに閃せん光こうが生まれ、ほんの一瞬前までリナシメントがいた空間を明るく照らした。機銃による攻撃だ。

「敵!?　今どこから!?」

「今の敵は、多分下から来た」

「下ぁ!?」

　信じられない思いでミリアムは聞き返す。マコトの目の良さは知っているが、

「あり得ない。何かの見間違いでしょ」

「でも……」

　マコトがそう言った瞬しゆん間かん、海面の辺りで何かが光った。爆ばく発はつ的な音が生まれ、何か影かげのようなものが、すさまじい勢いで上昇してくる。海賊団の飛行艇ていが闇やみの中を駆け上がってくる！

「!!」

　ミリアムは連続してロールを打った。敵機が機銃を撃うちながら上空へと抜けていく。

　マコトの見間違いではなかった。敵は下からの奇き襲しゆうを仕掛けてきたのだ。

　しかし、一体どんな手品を使ったら、そんなことができるのか。

「あの無茶な加速力は……！」

　思い当たるものが一つあった。ロケットだ。あの機体は通常のエンジンとは別に、化学反応を利用したロケット推進装置を搭とう載さいしている。その暴力的な力でもって、重力に逆らってなお有り余る加速力を得ているのだ。

「でたらめもいいところ」

　だが、これもある意味では海賊らしいと言えるのかも知れない。摑つかまったら最後。全すべてが命がけ。その覚悟はあるいは、レヴァンテに通じるものがあるかも知れない。

　死に物狂いの無茶をする相手──これが強敵でないはずがない。

　ミリアムは唇を嚙かんだ。先程までの余裕は、全くなくなっていた。







「働かずに給料をもらえると思ってたんだが、当てが外れちまったなあ」

　暗い水面へと降下していく海賊団の飛行艇。その操そう縦じゆう席で、赤しやく銅どう色の肌を持つ男が唇を舐なめた。身長二メートル近い偉い丈じよう夫ふである。口元には針金のようなひげがびっしり生えている。袖そでのない革のベストを前も留めずに着用し、露あらわになった胸や腕は、おびただしい数の傷に覆おおわれていた。

　ぎょろりとした目が特徴のその男は〝砂すな蛙がえる〟と呼ばれていた。

　元は中東のとある国でパイロットをしていたが、些さ細さいなことで上官を殴り殺してしまったのをきっかけに軍を脱走、裏街道一直線な生活の末、今は〝風蛇フオンダ〟の用心棒として雇われている──ほぼ無給で。酒場で出会った風蛇の双子頭とう目もく、その片割れであるドロワットに、砂蛙は惚ほれてしまったのだった。ドロワットは今のところ迷惑がっているだけだが、なあに、そのうち俺おれの魅力に気付いてくれるさ。

「それにしても驚おどろきだぜ」

　砂すな蛙がえるは左前方を見上げた。明るい星の光を遮さえぎって、フロートを装備した複葉機のシルエットが浮かんでいる。

「まさか二回もかわされるとはね。地中海にもなかなか腕の立つ奴やつがいる」

　補助ロケットを用もちいた下からの奇き襲しゆうは、砂蛙が砂漠で強盗団をしていた頃ころに編み出したものである。元々は速力に勝まさる相手に追われたときの緊きん急きゆう脱出用だったロケットを、攻こう撃げきにも使えると気付いて転用したのが始まりだ。

　砂蛙は敵機のシルエットを確認しながら相対位置を調整する。

　敵はおそらく、ロケットの点火を合図に回かい避ひに移っているのだろう。だが、そうなることは織り込み済みである。

　この奇襲攻撃の真の恐ろしさはここからだ。ほんのちょっと目をそらした、息をついた。そんな些さ細さいなことが、化学ロケットが生み出す上昇力の前では致命的な隙すきになる。敵パイロットはそれに気付いたはずだ。気付いたからにはもう一いつ瞬しゆんも気を抜けない。常時最大の集中力を維持し続けなければいけない──それはパイロットをすさまじく消耗させる。

　最早もはや積極的に仕掛ける必要はない。このままの状態を維持していれば、敵は勝手に消耗していく。後は頃合いを見計らって適当にとどめを刺せば終わりだ。敵パイロットはかなり腕が立つようだし、ここは慎重に、たっぷり時間をかけるのが正解だろう。

　だが、

　砂蛙は横目でヴィーヴル号を見た。どうも船の様子がおかしい。赤い機体が飛び出してきたこともそうだが、船内で何かトラブルが起こっている。

「悪いがさっくり片付けてさせてもらうぜ。マイハニーを助けに行かなきゃいけないんでな！」

　砂蛙は三つめの補助ロケットに点火した。星空に浮かぶ機き影えいめがけて一直線に飛び上がる。
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　海賊はヴィーヴル号の乗員乗客をダンスホール一ヶ所に集めたが、これが裏目に出た。

　ヴィーヴル号の乗員乗客は合わせて三百人程、女子供を除外しても百人以上が「戦える」計算だ。対する海賊たちは総勢が五十人にも満たない。それが、船橋ブリツジ、機関室、そしてダンスホールに分散している。武装面では海賊たちの方が遥はるかに上ではあったが、これだけ数が違えばその優位も絶対的なものとは言えなくなってくる。

　そして何より、乗員乗客には覚悟があった。助かりたければ、守りたければ戦うしかない──その必死の思いが、仕事として、金のためにやっている海賊たちとの差を生む。

「広い場所では戦うな！　個人能力ではこちらが上だ！」

　ゴーシュ、ドロワットの両名は早々にダンスホールの破棄を決めた。引ひき際ぎわを見誤った海賊が何人か乗員たちにタコ殴りにされるが助けに行く余裕はない。サーベルで牽けん制せいしつつ階段を上がって船橋ブリツジへと後退していく。

「こっちに数はいらない！　みんなは機関室を取り返しに行くんだ！」

　階段の途中、トリノが下に向かって怒ど鳴なった。こんな大人数で船橋に駆け上がってもただ混乱を生むだけだ。船長がトリノの指示に従い、機関長や運行部の乗員を連れて第１デッキを目指す。

　海賊団はさらに後退。そのほとんどが船橋へ入る。殿を務めていたゴーシュが扉を閉めようとするが、そこにリータが、乗員の股こ間かんをすり抜けるスライディングで襲おそいかかる。

「くっ」

　ゴーシュは構わず扉を閉めようとするが、しかし遅い。完全に懐ふところに入ったリータがすくい上げるような蹴けりを放ち、これを受けるためにゴーシュはハンドルから手を離してしまう。

　リータは攻め手を緩ゆるめない。連続の回し蹴りでゴーシュを下がらせて進路を確保。その背後からクロードを筆頭に多数の乗員が船橋になだれ込んだ。すぐにそこかしこで斬きり合いが始まる。辺りに血の臭においが漂ただよい始める中、リータはついにゴーシュを壁かべ際ぎわまで追い込んだ。

「ふっ！」

　高速で突き込まれるサーベルを、リータは仰あお向むけに倒れ込むようにしてかわした。そのまま片足を高く上げ、ゴーシュの手首を蹴る。サーベルが高々と舞まい、天井に突き刺さった。リータはそのままバク転を決めて着地、と、その目が見開かれた。ゴーシュが腰の拳けん銃じゆうを抜いている。その銃口がまっすぐにリータを狙ねらっていた。

「もらったよ！」

　リータは右脚を振り上げる。しかし遠い。

　ゴーシュは勝利を確信しながら引き金を引いた。撃うち出された銃じゆう弾だんは狙い過あやまたず小柄なメイドへと迫る。が、

「っ！」

　リータはほんの少しだけ表情を変えた。振り上げた右脚を顔の前でぴたりと止め、靴底で銃弾を受け止める。

「え!?」

　必殺のはずの一いち撃げきを無効化されて驚おどろくゴーシュ。

　その一いつ瞬しゆんの隙すきにリータは懐に飛び込み、ゴーシュの首を摑つかまえて腹部に膝ひざ蹴げりを叩たたき込む。

「が……グッ……」

　悶もん絶ぜつし、胃液を吐きながらゴーシュは倒れ込む。

　その目の前でリータは、足を上げて靴底に手をやった。ひしゃげた弾丸をほじくり出すと、弾だん痕こんの奥に金属の輝きがあった。リータは靴底に鉄板を仕込んでいたのだ。

「なんでそんな……そうか……体重の軽さを補おぎなって蹴けりの威力を高めるために……」

　そこまで言うとゴーシュは気を失った。

　リータは弾だん丸がんをその辺に捨て、残る敵の制圧へ向かう。







　クロードは乱戦をくぐり抜けると、サーベルを強く振って血ち糊のりを払った。その正面にはドロワットがいる。その息は荒い。

「……あんた、秋あき津つ人だろ？　サムライって奴やつ？」

　クロードは静かに首を振る。

「サムライってのは忠義のために死ぬ奴のことを言うんだよ」

「まあ何でもいいさ」話しかけたのは体力回復のための時間稼かせぎに過ぎない。「ふっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いを込めてドロワットは突きを放つ。クロードはこれを余裕を持って弾はじいた。

　ドロワットの顔が驚きよう愕がくに歪ゆがむ。クロードの動きが鋭するどくなっている。

「今まで手を抜いていたとでも!?」

「まさか」クロードは口角を持ち上げた。「真剣な戦いでそんな真似まねをするほどクズじゃない。単に慣れただけのことさ」

　言いつつ上から斬きりつける。ドロワットが両手でこれを受ける。再度上段、と見せてクロードは中段への突きを放つ。剣先をそらされる。逆らわずに一いつ旦たん下がる。

　反はん撃げきの機会を得たドロワットはここぞとばかりに攻め立てた。力では元々かなわない。だが速さなら？　上中下段に攻撃を散らし、剣先が霞かすむ程の速度でサーベルを振り続ける。しかしそのどれもが届かない。弾かれる。ドロワットは焦あせり、そして一いちか八ばちかの攻撃に出た。

　しかしクロードはそれを予測していた。狙ねらい澄すました一撃。ドロワットの腕から血しぶきが上がり、その手からサーベルが落ちる。

「お前もこの程度か」

　失望も露あらわに言いつつ、クロードはドロワットの喉のど元もとにサーベルを突きつけた。

「……く」

　ドロワットはゆっくりとした動作で両手を挙げ、降伏の意を示す。

「……」

　クロードは少しの間銀髪の女を見つめ、それからおもむろにサーベルを引いた。

　ドロワットが息をついたその瞬しゆん間かん、クロードはその喉を目掛けてサーベルを突き込む。

「っ！」

　金属同士がこすれる甲かん高だかい音。

　思わず目をつぶっていたドロワットがその目を開けると、顎あごのすぐ下で二本のサーベルが交こう錯さくしていた。一本はクロードのもの。そしてもう一本はトリノが横から差し込んだもの。ドロワットを殺そうとしたクロードを、トリノが止めたのである。

「……何故なぜ邪じや魔まをする？」

「美しい女性は世界の宝だよ。ボクにはそれを守る義務があるんだ」

　不ふ機き嫌げんににらみ付けるクロードに、トリノはつまらない冗談で答えた。しかしその目は笑ってはいない。

「もう勝負はついたじゃないか。それでも血を望むのかい？」

「……ふん」

　鼻息を漏もらしてクロードはサーベルを降ろした。つまらなそうにその場を去る。







　船橋ブリツジでの戦いが佳か境きように入ったその頃ころ、マルはダンスホールに残って負傷者の救きゆう護ごに当たっていた。怪け我が人にんはとにかく多かった。能力で勝まさる海賊団を、数の力だけを頼りに押し返そうというのだから当然だ。次から次へとやってくる負傷者を片かたっ端ぱしから捌さばき、

「コラ！　もう戦いに行っちゃダメです！」

　無理して戦線復帰しようとする船員を叱しかりとばす。

　ダンスホールには船橋と機関室での戦いの様子が、戻ってきた負傷者の口から逐ちく一いち伝えられていた。時間と共に海賊たちは劣勢に回っていく。そして、

「やったぞ！　海賊の頭とう目もくを捕らえた！　二人ともだ！」

　その知らせが入ったとき、ダンスホールは絶叫に等しい歓声に包まれた。

「やった！　勝ったんだ！」

「これでうちに帰れる！」

「おお、神よ！」

　人種も年齢もバラバラな人々が肩を抱き、涙を流して喜び合う。

　そんな中、マルは一人の少女に気付いた。

「……あの子」

　確かマコトの友達だ。アンジェラ、だったか。

　歓喜に震えるダンスホールで、誰だれと抱き合うこともなく、アンジェラはうつろな目で床板を見つめていた。

「大丈夫？」

　マルはアンジェラに歩み寄り、話しかけた。と、アンジェラの左肩が真っ赤に染まっていることに気付く。

「まあ！　大変！」

　マルはすぐに手当てを始めた。一見重傷に見えたアンジェラの傷は、よく見れば耳たぶの切り傷一つだけで、出血もほとんど止まりかかっていた。後できちんと医者に診みせる必要はあるが、とりあえずは消毒と止血をしておけば大丈夫だろう。

「ちょっと染みるけど我慢ですよ」

　マルは消毒液を浸ひたした脱脂綿をアンジェラの耳に当てた。それは「ちょっとどころではなく」痛かったはずなのだが、アンジェラは微動だにしなかった。

　魂たましいが抜けてしまったかのように、アンジェラはただ床板だけを見ている。
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　海上。空中戦はまだ続いていた。

「ミリアム右っ！」

「──っ！」

　避よけた！　これで四回目。

　奇き襲しゆうを回かい避ひした回数を数えて、ミリアムは絶望的な気分に襲おそわれた。

　──まだたったの四回なのか。

　ロケットを用いた反則的な加速による下からの奇襲。そんなでたらめな真似まねが無限にできるはずがない。機体・パイロットへの負担も大きいし、何よりロケットの搭とう載さい数に限りがあるはずだ。この奇襲はいつか必ずできなくなる。

　だが、それは一体いつのことなのか。次で終わりか？　それともその次？

　もしまだ十回以上続くとしたら？

　慣れない夜戦。終わりの見えない攻こう撃げき。ミリアムの神経は普段の数倍の勢いで消耗しつつあった。マコトの〝目〟があるからまだ耐えられているようなものだ。

　なんとか手を打たなくては。

　こちらも高度を落として低空で戦うか？　意味がない。高度を落とすということは、それだけ位置エネルギーを捨てるということである。機動に制限がかかる。

　勘違いしてはいけない。敵はロケットがあるから「低空でも不利にならない」のであって、特殊装備のないリナシメントが低空に行っても条件は五分にはならない。もしもこちらが高度を落とせば、相手は喜び勇んで上を取るだろう。そしてセオリー通りの空戦を行ってこちらを落としにかかる。それに対し、位置エネルギーを捨てたリナシメントは満足な回避運動ができなくなる。こちらから高度を落とすのは意味がないのだ。それどころか不利になる。

　そして何よりの問題はこの暗さだった。低空での格かく闘とう戦は水面を見誤り、自滅してしまう可能性が非常に高い。

「くそっ。来る位置もタイミングも見えてるのに」

　マコトが悔しそうにぼやく。ミリアムもまったく同じ気持ちだった。分かっているのに反撃が間に合わない。回避で手一杯になってしまうのが歯は痒がゆい。

「──あっ！」閃ひらめいた。「そうよ！　来る位置は分かってるじゃない！」

「どうしたの？」

「反はん撃げきの方法を思いついたの！　敵が上がって来る位置はだいたい分かってる。敵はロケットを使って加速している。ロケットには火がついている。むき出しで。そこに燃料を撒まいておいたら？」

「……引火して爆ばく発はつする」

「そう！」我が意を得たりとばかりにミリアムは何度もうなずく。「何もかわしてから反撃する必要なんてない。相手の位置は読めるんだから、罠わなを仕掛けて待ち受ければいい。昼間にそんなことをしても避よけられて終わりだけど、幸い今は夜戦、燃料を撒き散らしても相手には見えない。いける。マコト、その辺に予備燃料の缶がない？」

　マコトは後席の足下を探る。ガソリン用の携けい行こう缶が側面にくくりつけてあったが、

「軽い……」

　それでも一応振ってみる。缶はなんの音も立てなかった。空からなのだ。これでは空に燃料を撒けない。いや、

「燃料ならこの機体にたっぷり積まれてるじゃないか。それを撒けば」

　航空機には燃料を投棄する仕組みがあると聞く。それを使えばいいのだとマコトは思ったのだが、

「この機体には燃料を投棄する仕掛けはない」

「え？」

「あれは大型機が緊きん急きゆう着陸するときに、機体を軽くするために使うものなの。こういう軽い機体は燃料を捨てなくても普通に着陸できるから、燃料の投棄はできない」

　そうだったのか。

「で、でも給油口はあるよね？」

　ミリアムは左手を操そう縦じゆう席から出し、機体の側面を指さした。そこに給油口がある。座席に座ったままではもちろん届かない。

「……」

　マコトはごくりと息を吞のんだ。給油口は遠い、が、

「……身を乗り出せば、届きそうだな」

「ちょ、正気なの!?　やめて。今言ったことは忘れて。なんとか相手がロケットを使い切るまで粘ってみせるから」

　ミリアムはそう言うが、しかしその声には隠しきれない疲労が漂ただよっている。

　マコトはカメラバッグを座席の下に押し込んだ。シートベルトを外す。







「本当にやるの？　後悔しない？」

　ミリアムはしつこく訊たずねてくる。

「大丈夫。絶対後悔しない」とマコトはそのたびに答えた。

　だって後悔する前に死んでるだろうからね！　とは口にしない。

　ミリアムのためにできることがある。それだけで、行動する理由としては十分だった。

「座席から身を乗り出して給油口を開ける。たったそれだけの簡単な作業じゃないか」

　そう言うと、マコトは機体の縁ふちをつかんで立ち上がった。

　たちまち全身に強風が吹き付けてくる。

「っ。思ったよりきついかな……」

　マコトは一いつ旦たん座席に座り直す。靴を脱いで裸足はだしに。再度立ち上がり、大きく息を吸うと、

「はっ！」思い切って足を出す。「っ！　……ととと」

　ミリアムはマコトを止められないと悟ると、せめてもの助けにと機体を右に傾けた。これで少しは落ちにくくなるだろう。

　機体の縁に右脚を引っかけたまま、マコトは胴体に抱きつくようにして身を乗り出した。震える左手を一杯に伸ばすと、指先が給油口の蓋ふたに届く。

「よし！　いけるぞ！」

　蓋と胴体の隙すき間まに指を差し込み、思い切って弾はじく。金具が外れて蓋が開くと、その下からねじ込み式のキャップが現れる。これを開ければ燃料を撒まける。あと一息。

「ちょっと遠いかな……」

　マコトはさらに身を乗り出した。と、

「摑つかまって！」

　ミリアムが叫ぶと同時に機体をひねりながら急旋せん回かいさせた。敵機が奇き襲しゆうを仕掛けてきたのだ。

　不安定な姿勢にいたマコトはその動きに置いていかれ、一いつ瞬しゆん、その体が完全に宙に浮いた。

「!!」

　あっ、と思ったその瞬間、指がねじ込みキャップの取っ手に引っかかった。マコトは文字通りの死に物狂いで力を込める。宙吊づり。全体重のかかった指がちぎれそうになる。

「うっ……ぐうううううう、う」

「マコト！」

　マコトの状態に気付いたミリアムが機体を右に九十度傾けた。

「し、死ぬかと思った……」

　横向きになった機体にまたがるようにして、マコトは冷や汗を流しながら呟つぶやく。

　しかしおかげでキャップは目の前だ。マコトはミリアムに機体の姿勢をしばらくこのままにしておくように頼むと、両手でねじ込みキャップを回した。キャップはすぐに外れ、中からガソリンのむっとする臭においが立ち上ってくる。

　マコトは外したキャップをポケットに押し込むと、機体に抱きつくようにして下がり、座席へと引っ込んだ。

　これで準備は整った。

　ミリアムは音を頼りに敵機のおおよその位置を探った。タイミングを計る。

　これまでの戦いで、相手の呼吸は何となくつかめていた。敵は圧倒的優位にあるはずなのにあまり間を取らない傾向がある。気が短いのか。それとも勝負を急ぐ理由があるのか。

「そろそろ仕掛けてくるはず」

　ミリアムは機体を傾けてそのタイミングを待った。と、海面に光が点ともる。

「来たっ！」

　ほぼ読み通りのタイミング。機体をさらに傾け、燃料を空に撒まき散らしながらミリアムは上昇軌道を取った。撒かれた燃料が風に乗って散らばりながら気化する。

　ミリアムはあえて回かい避ひ運動を行わずに上昇を続けた。敵がこちらを追って進路を変えたら、燃料の霧きりの中に突っ込ませることができなくなる。

　眼下で爆ばく発はつ的な音が響ひびいた。ロケットに点火した敵機がすさまじい勢いで上昇してくる。迷いも無む駄だも何一つない完全な一直線。

　ロケットがひときわ大きく輝き──

　不意にミリアムは恐怖に襲おそわれた。風が強過ぎるのではないか？　燃料の霧は流れてしまったのでは。そもそもきちんと着火する保証があるのか。この罠わなをくぐり抜けられたらもう勝ち目はない。燃料の大半を捨ててしまった今、リナシメントの飛行可能時間は残り五分もないだろう。正しよう真しん正しよう銘めいの一発勝負。無む謀ぼう過ぎる賭かけ。それにマコトを巻き込んでしまったことをミリアムは激しく悔

　──瞬しゆん間かん、世界が朱に染まった。

　夜空に振り撒かれた燃料はロケットの熱で瞬時に着火し、爆発炎上、辺りを昼間のように明るく照らす。

「ひゃあっ！」

　マコトが裏返った悲鳴を上げた。まさかここまでの大爆発が起こるとは予想していなかったのだ。

「噓うそっ！」

　今度はミリアムが悲鳴を上げる。

　驚おどろくべきことに、敵機は爆発に飲み込まれなかったのだ。機体の下方で爆発が起こったと見た瞬間追加のロケットに火を入れてさらに加速、爆風を振り切って上空へと抜けていく。

　しかし、そこが機体の限界だった。主しゆ翼よくがたわみ、プロペラが弾はじけ飛ぶ。胴体からは装甲板が剝はがれて落下、尾翼もねじ曲がって根本から折れた。

「……やり過ぎた、かな？」
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　マコトの呟つぶやきに、ミリアムは首を横に振った。

「仕方ない。手加減できる相手じゃなかった」

　ミリアムがそう答えたとき、敵機の補助翼よくが動いた。パイロットは意識を保っているのだ。満まん身しん創そう痍いの機体をそれでも動かし、機首をこちらに向けてくる。

「まだやる気なの……」

　もはや戦える状態ではない。着水できるかも怪しいだろうに。

　その執念、その闘とう志しに、ミリアムは敬意で応こたえることにした。ふらふらと迫ってくる敵機目掛けて機銃を発射し、その機銃を吹き飛ばす。

　戦闘能力を完全に奪われた敵機は、今度こそ海面へと降りていった。







「……なるほど、あれが赤い亡ぼう霊れいか」

　ヴィーヴル号の屋上。投光器に寄りかかって、クロードは片方の口の端はしを持ち上げた。

「機体もいいが、それ以上に、やはりパイロットだな」

　ミリアム・トラエッタ──あの少女は本物だ。

　上手じようずに飛ばすだけなら誰だれにだってできる。撃墜数スコアだって死にさえしなければ次第に伸びていく。だがそれは「良いパイロットの条件」ではない。

　一流と二流を隔てる壁かべ、それは言葉にできない感覚的なものだ。

　飢え渇き、求め続けたものだけが限界を超える。ミリアムにはそれがある、とクロードは感じる。だが、まだ足りないとも感じる。

　あれはもっと強くなる。何かを契機にさらなる高みへと舞まい上がるだろう。

「面白いな。この国にもまだ、こンなパイロットが残っていたか」

　低い声で楽しそうに笑いながら、クロードは身を起こして投光器のスイッチを入れた。







　ヴィーヴル号の屋上で投光器の灯がついた。規則性のある明滅──発光信号だ。

「ミリアム。あれ」

「うん。船の方も片付いたみたい」

　船内の海賊を撃げき退たい完了──信号はそう告げていた。

　海上に残っていた海賊の輸送機は、砂すな蛙がえるが落とされた直後に逃走している。ミリアムが最初に行動不能にした何機かの機体も、すでにヴィーヴル号の船員らによって制圧されていた。

　戦いは終わった。

　予定ではマコトとミリアムはこのままマローネ島に帰ることになっていたが、燃料を撒まいてしまったのでそうもいかない。一度降りて燃料を補給する必要がある。

　マコトはカメラバッグから遮しや光こう用の黒布を出すと、一枚をミリアムに渡した。

「降りるなら顔を隠さないと」

　下を見ると、ヴィーヴル号の甲かん板ぱんにたくさんの人がいるのが見えた。ヴィーヴル号はレヴァンテの息のかかった船であるが、その乗客は一般の人間だ。正体を知られるわけにはいかない。

　マコトは黒布で顔の下半分を覆おおう。ミリアムもそれを真似まねた。

「……赤い亡ぼう霊れいが女だということはバレちゃうね」

　人相はなんとか隠せるが、長い髪はどうしようもない。

　着水すると、すさまじい歓声が二人を包み込んだ。誰だれも彼もが興奮している。

「良くやった！　ありがとう！」

「あなたたちのおかげよ！」

　乗客が口々に二人を褒ほめ称たたえる。

　そんな中、一艘そうのボートがリナシメントに近づいてきた。乗っているのはミラとヴィーヴル号の船長、それにレヴァンテのメンバーである数名の船乗り。

「さすがは赤い亡霊、と言ったところか」

「いえ。私一人の勝利ではありません」

　ミリアムは船長にそう答えながら、ちらりと後席のマコトを見た。マコトは照れくさそうに笑う。

「あの、給油をお願いしたいんですけど」

「分かってるわ」

　マコトの言葉にミラがうなずく。下から見ていて、ミリアムとマコトが何をやったかは見当がついていたのだろう。すぐに船員が持ってきた携けい行こう缶の燃料をリナシメントに注ぎ始めた。

　給油を待つ間、マコトはヴィーヴル号を眺めていた。ヴィーヴル号はダンスホール付近に機銃の跡がある以外、目立った外傷もなく優美な姿をさらしている。

「あ」

　第６デッキの遊歩道プロムナードにアンジェラがいた。

　アンジェラはこちらをぼんやりと見ている。マコトには気付いていない、らしい。

（アンジェラ……）

　無事を知らせてやりたかったが、しかしそうもいかなかった。今、マコトはリナシメントに──反政府勢力の機体に乗っている。そのマコトがアンジェラに向かって手を振ったり、話しかけたりしたら、フラムベルクは反政府勢力とのつながりがある、と噂うわさされるかも知れない。アンジェラに迷惑がかかってしまう。

（……後でちゃんと謝あやまりに行くから、今はごめん）

　心の中でわびて、マコトはアンジェラから視線をそらした。

　給油作業が終わった。

　ボートが離れ、エンジンが再始動される。

「じゃあ、先に帰ってるから」

　そう言ってミリアムは機体を発進させた。

　見上げた空に、星の数が随ずい分ぶん減っていた。夜明けが近づいているのだ。

　空へ上がり、二人は黒布を取った。ミリアムは振り返ってマコトに布を返し、

「……っ！」

　突然目を見開くとプロペラよりも早く首を回して前を向いた。

「……ミリアム？」

　訝いぶかるマコト。

「な、なんでもないっ！」

「なんでもないって……声裏返ってるけど」

「な、何でもないったらないの！　声は……ずっと歯を食いしばっていたからそのせい！」

　振り返らず、前方を見据えたままがっちりと体を固定して、ミリアムはそう答えた。

　マコトに見せないその顔は真っ赤だ。

（……どどどどどうしよう）

　もう帰るだけだと思ってほっとしたら、ミリアムは思い出してしまったのだ。マコトとキスをしたことを。

（ううぅ）

　恥ずかしさが今さらこみ上げてくる。振り返れない。マコトの顔が見られない。

　今はまだいい。操そう縦じゆうに集中してるふりをしてればいいのだから。でも帰ったら？　陸に降りたら？

　明日からどんな顔して会えばいいわけ？
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　身み悶もだえる。額ひたいをどこかに打ち付けたくてたまらない。帰るのが怖い。と言うかマコトは……その、私のことを選んでくれた、のだろうか。そう思っていいのだろうか。あんなことまでして違うということはないだろう──と言うか違ったら死なす。

　でも、やっぱり確かめるのは怖くて。

「ミリアム！」

「はっ！　はいっ！」

　突然呼ばれてミリアムはかしこまった返事をしてしまう。と、

「前見て前！　高度落ちてる！　ってか海に突っ込む！」

「──っ！」

　ミリアムは慌てて機首を引き起こした。無意識のうちに操縦桿かんを前に倒していたらしい。

　ぎりぎりで海面への衝しよう突とつを回かい避ひ。上空へ戻ってほっと一息つくと、

「……ミリアム」

　再びマコトが話しかけてくる。

「な、何？」

「お願いが、あるんだけど」

「い、言ってみなさいよ」

　ミリアムはうわずった声で促うながした。昨夜ゆうべのことは雰囲気に流されただけの過あやまちだから忘れてくれ──そう言われることさえ覚悟して待ちかまえる。

　マコトはなかなか「お願い」を言わなかった。ミリアムが沈黙に耐えきれずに叫び出しそうになったその瞬しゆん間かん、

「一緒にいさせて欲しい！」

「！」

「僕はレヴァンテに雇われたカメラマンだ。契約はいつか終わる。でも、それが終わってもミリアムの側そばにいたい。ミリアムを見ていたい」

「それは……私をずっとモデルにしたいってこと？」

「それもあるけど、そうじゃなくて……レンズを通して見るだけじゃなくて、隣となりにいたいって思ったんだ。隣にいなきゃ守れないから」

　マコトは後席で居住まいを正した。

「僕はミリアムを失いたくない。何があっても。君を守りたい」

「マコト……」

「…………ダメかな？」

　ミリアムはぶんぶんと首を振った。

　その激し過ぎる動きが操そう縦じゆう桿かんに伝わり、機体を不安定にさせる。

「ミリアム！　前を見てぇぇぇ！」

　マコトの悲鳴が夜明けの空に響ひびき渡った。
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　ヴィーヴル号が海賊に襲おそわれている、との報を受けた軍は、すぐにビアンコ基地所属の高速艦かんを派は遣けんした。太陽が水平線から離れ、辺りがすっかり明るくなった頃ころ、高速艦はようやくヴィーヴル号と接触を果たした。その頃にはもう、船内はすでに元の落ち着きを取り戻していた。

「これでは何しに来たのか分からんではないか」

　部隊を指揮するゾフ──以前シェンナでレヴァンテを取り逃した責任を問われて左さ遷せんされ、今はビアンコ基地のしがない一艦長である──は、不満を隠そうともせずに言った。

「はあ。誠に申し訳ありません」

　ヴィーヴル号の船長は愛想笑いで答えた。

　二人は今、ヴィーヴル号の甲かん板ぱんの出入口付近にいて、水兵たちが海賊たちを高速艦へ収容する作業を見守っていた。

「まあ事情聴取はしなくてはならんか。詳しくは帰ってからとして、概要だけでも今聞いておこう」

　面倒くさそうに言い、ゾフは後方に控えていた水兵に記録を取るよう合図する。

　船長はことのあらましを順に説明した。リナシメントを積んでいたことは言えないので、『赤い亡ぼう霊れいは突然この海域に出現し、海賊団に攻こう撃げきを仕掛けた。なぜここに現れたのかも、何を考えていたかも分からない』ということにする。

「まあテロリスト共のやることに理屈はないか……」とゾフはあっさり信じた。

「しかし、よく素人しろうとだけで海賊どもを制圧できたものだ。この船、まさかただの客船ではない、ということはないだろうな？」

「いえいえ滅相もない」船長の声は少し焦あせり気味になった。

　ゾフが疑いの目を向けてくる。

「お、お客様の中に腕の立つ方がいらっしゃいまして、その方のおかげですよ」

「ほう？　それは是非会いたいものだ」

「そ、それは……」

「どうした？　まさか恩人が誰だれだか知らないと言うことはないだろう？」

　船長は今やはっきりと焦あせっていた。海賊を撃げき退たいし、船を解放したきっかけとなったのはクロードである。しかしクロードはレヴァンテのパイロットだ。面は割れていないはずだが、うかつに軍の高官に会わせるのはまずい。しかしこの話の流れで断るのも不自然である。

　と、船長はもう一人の功労者の存在を思い出した。

「マルヤッキという方です。トリノ・マルヤッキ。おーい！　誰かマルヤッキさんを捜してきてくれ！」

　船長がそう言うと、周囲にいた船員の何人かが返事をして、船内へと駆けていった。

　そのまま待っていると、船の左さ舷げん──二人がいるのとは反対側が騒さわがしくなった。様子を見に行こうと歩き始めた二人の耳に、飛行機のエンジン音が飛び込んできた。

　船長は左舷へと走る。手すりに摑つかまって見下ろすと、海賊団が使っていた飛行艇ていの一機が、ヴィーヴル号から離れて行こうとしていた。飛行艇の翼つばさの上に誰か座っている。

「マルヤッキさん!?」船長が悲鳴を上げた。「一体何を!?」

　呼ばれたトリノはちらりと振り返り、

「悪いね。途中下船させてもらうよ。こいつは迷惑料代わりにいただいていく」

　ひらひらと手を振ると、トリノは後部座席へと滑すべり込んだ。操そう縦じゆう席でリータがスロットルを倒す。

「なんだと！　動く機体が残っていたのか!?」

「追え！　追うんだ！」

「ダメです！　他ほかの機体はどれも被ひ弾だんしてて飛べません！」

　兵士たちの混乱を余所よそに、飛行艇は大空へと上がっていった。







「ふう、危ないところだった」

　小さくなっていくヴィーヴル号を見下ろしながら、トリノはそう呟つぶやいた。

「ぎりぎりアウト、という気もいたします。ゾフに顔を見られた可能性は高いかと」

「あの一いつ瞬しゆんじゃバレっこないよ」

「そうでしょうか？　若は楽観的に過ぎるかと」

「リータが悲観的に過ぎるんだよ」

「それが仕事ですので」

　リータは仏ぶつ頂ちよう面づらで答えた。

　トリノは視線を前に戻し、シートに深く座った。片手を癖くせで胸元にやり、そこにあるべきものがないことを思い出す。

「リータ、あれ返してくれ」

　トリノにそう言われて、リータは片手を操そう縦じゆう桿かんから離した。姿勢を直して顎あごを上げ、脇わき腹ばらをポンと叩たたく。

「ん……む」

　うつむくと、その口から金の鎖くさりがついたメダルが出てきた。いわゆる人間ポンプの芸だ。海賊たちに貴重品を奪われそうになった際、この特技でメダルを隠していたのである。

「それにしてもどこでこういうの覚えてくるわけ？」

「女には色々秘密があるものです」

　トリノは受け取ったメダルをシャツの裾すそにこすりつけて綺き麗れいにした。そのメダルの側面には、こんな一文が刻まれている──『我が子ジュリオへ愛を込めて。シャルロット』。

　すっかり綺麗にしたメダルを、トリノは首からかける。有角の獅し子しの紋章が朝日を受けてきらめいた。外国人であるマコトは気付かなかったが、それはストーリアで一番有名な紋章、ストーリア王家の紋章である。

　忌いま々いましいライオンだ、とトリノは思う。しかし捨てられない。母とのつながりを示すものは、これしか持ち出せなかったのだ。

「ところで若、行き先はどうされますか？」

「どこでもいいよ。できれば美女がいっぱいいるところがいいな」

「ではアルジェントへ戻」

「それはダメ」

「若。いえ、殿下……」

「分かってるよリータ。でも、今は言わないでくれ」

「……了解しました。では旅行の続きとしましょう。このままタルキア帝国を目指します」

　ほんの少しだけ不満をにじませて、リータは操縦桿を引いた。

　トリノはメダルをシャツの下に押し込み、もう一度振り返った。今度はヴィーヴル号ではなく、西の水平線を見やる。

「あの子たちとはまたどこかで会いそうな気がするよ」
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　ヴィーヴル号の事件から数日が経過した、ある日の夜のことだった。

　ストーリア王国宰さい相しようディーナ・フォールトは、眉み間けんに皺しわを寄せて議事録を読んでいた。

　今日きようの議会で、防ぼう衛えい計画について反論が出たのだ。

　政府は──つまりディーナは──軍の整備を加速させたい考えだ。この五年で王国軍は随ずい分ぶんと形が整ってきたが、周辺諸国に比べるとまだまだ貧弱である。今のままでは有事の際、時間稼かせぎにすらならないだろう。可及的速すみやかに防衛体制を整えることは依然として第一目標、緊きん急きゆうの課題である。

　ディーナの宰相就任以来、政府はずっとこの方針で動いてきた。

　今日の議会もその流れの中にあり、単に今後の方針を確認するための手続きでしかない──はずだった。だが採決の直前、

『閣下は戦争でも始めるおつもりか』

　野党のダンドロ派に属する若手議員が質問に立ち、そう言った。

『まさか。私は単に備えをしているだけだ。何かが起こってからでは遅い。これはそう……家に鍵かぎをかけるようなものです』

『防犯意識は結構ですが、防衛費の占める割合を閣下は把握しておられるのか？　次期計画がそのまま実行されれば二十パーセントを超えるのですぞ!?　念のために申し上げれば、これは道路や港湾の整備とはまったく別、純粋に軍だけで必要としている部分です。国防は確かに大事なことでしょう。しかし閣下のたとえで言うなら、このままでは鍵のために家が破産することになります。防犯は相応の財産を持ってから考えてもいいのではないでしょうか？』

『あなたの発言は、「ストーリア国民は守るべき財産ではない」と聞こえますが？』

『そ、そんなことは……』

『では国防の重要性はご理解いただけますね？』

『……う』

　野党議員は不ふ承しよう不ぶ承しようという風に席に戻った。採決の結果、与党の圧倒的多数で次期防衛計画は承認されたが、その後ずっと、議場は異様な雰囲気に包まれていた。

「……」

　ディーナは唇を嚙かんだ。レヴァンテのようなことを言う輩やからが、とうとう議会にまで現れた。何故なぜみんな私の邪じや魔まをする？　ネロ事変の教訓をもう忘れたのか。

（……私は守らなければいけないのだ。この国を……なんとしてでも……）

　視界の端はしで何かが動く。顔を上げると、執務室の入口に秘書が立っていた。

「閣下、面会を希望される方がいらしてます」

「面会？　そんな予定はなかったはずよね？」

　アポがないなら取り次ぐな、今忙しいのだ──ディーナは視線でそう語るが、

「はい。ですが、一応お伝えした方がよろしいかと思いまして。面会を希望しているのはアンジェラ・フラムベルク様です」

　その名前を聞いてディーナは表情を変えた。アンジェラ・フラムベルクは与党の重じゆう鎮ちんロベール・フラムベルクの一人娘だ。確かに無む下げにはできない。しかし何故なぜ彼女が官邸に？　ディーナはアンジェラと面識があったが、個人的な友人というわけではない。

　ディーナは時計を見た。残っている仕事を数える。多少の余裕はありそうだ。

「通して」

　秘書はうなずき、一いつ旦たん下がると、すぐにアンジェラを連れて戻ってきた。

　ディーナは議事録を伏せて立ち上がった。

　秘書は入口に待機。アンジェラだけが執務室の中に進んでくる。アンジェラの歩幅は大きかった。誰だれもがかしこまるこの執務室を、まったく怖おじることなく堂々と歩む。

「閣下、お時間を割いていただきありがとうございます」

　アンジェラは優雅な所作でお辞じ儀ぎをする。その左の耳で、大きな銀の飾りが光った。

「前に会ったのは新年のパーティーだったかしら」

「はい」

「髪を切ったのね」

「ちょっと気分を変えたくなったので、思い切ってやってみました。似合ってますか？」

「ええ、とても」

　そう答えつつ、ディーナはややとまどっていた。以前に会ったときとはアンジェラの雰囲気が違う。アンジェラはもっとこう、浮うき世よ離れした感じの、ふんわりとした少女ではなかっただろうか。婚約者との死別が、彼女を一回り大人おとなにしたのかも知れない。

　ディーナはアンジェラにソファを勧すすめた。応接セットに差し向かいで座る。秘書がお茶を持ってくるのを待って、ディーナはアンジェラに話しかけた。

「災難だったわね」

「ヴィーヴル号のことですか？」アンジェラは耳の飾りに触れた。「ご心配、ありがとうございます。こうして無事に帰ってこられたのは、当局の迅じん速そくな対応のおかげです」

　聞きようによっては嫌いや味みに聞こえる言葉だった。海賊団〝風蛇フオンダ〟の撃げき退たいに関して、軍はなんの活躍もしていない。終わった現場に到着して、ただ容疑者を引き取ってきたのみである。

「それで、今日きようはどういう用件で？」

「二つ、あります」

　答えてアンジェラはカップを手に取った。カップを顔に近づけ、まずは香りを楽しむ。それからゆっくりとお茶を飲んだ。ディーナをじらすかのように。

「寄付をしたいのです」

「寄付？」

「はい。私もこの国のためにお役に立ちたいと思いまして」

　ストーリアでは昔から、富裕層による国への寄付行為は一般的なものである。まだ貴族制度が残っていた頃ころには、戦時ともなれば各家はこぞって寄付を行い、その額を競きそっていたという。

「二つ、と言ったわね」

「はい。もう一つは寄付金の使い道についてです」

　アンジェラはディーナを正面から見据える。ディーナはかすかな寒気を覚えた。

「寄付金は、テロとの戦いに──もっとはっきり言えばレヴァンテ対策に使っていただきたいのです。具体的には即応力のある専門チームの創設、運用……既存の組織とは別の、もっと攻性の仕組みが必要ではないでしょうか」

　それはディーナも考えてはいたことであった。予算があればとっくに実行してもいただろう。アンジェラの申し出は渡りに船だった。だが、だからこそ、引っかかる。

　福祉事業に使えと言うのなら分かるのだ。金持ちの寄付と言えば目的はイメージアップであり、まず福祉が定番だ。アンジェラのイメージ的にもこちらの方が合っている。

「お父上は、なんと？」

「聞いていません。けれど、私の財産を使う分には父の許可は必要ありませんから」

　ディーナはしばし考えた。

「……悪いけどこの場では返答できないわ。でも、前向きに対処することは約束します」

　回答の先延ばし。決定は少し情報を集めてからだ。

　アンジェラはそうなることが分かっていたかのような顔でうなずき、立ち上がった。

「では、また……」

「そうね。近いうちに」

　一礼するアンジェラに、ディーナも立ち上がって応じた。握手を交わし、アンジェラが歩き出す。その耳で銀の飾りが光るのを見て、ディーナは言った。

「その耳飾り、素敵ね」

　その瞬しゆん間かん、アンジェラはぞっとするような笑みを浮かべた。

「……っ」

　一国の宰さい相しよう、王を除けばこの国の最高権力者であるディーナ・フォールトをして、一瞬気け圧おされる程の、それは美しく──凄せい絶ぜつな笑みだった。

　少女と女の中間、その奇跡的なバランスが生み出す美の極致。天使のように無邪気な、あるいは──。
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　この世ならざる美は一瞬で消えた。ディーナの錯さつ覚かくだったのかも知れない。

　アンジェラは元の笑顔に戻ると、十六歳の少女らしい、かわいらしい足取りで執務室を出て行った。







　官邸を出たアンジェラは車でホテルに移動した。

　予約していた部屋に入って一人になると、そっと銀の耳環に触れる。北欧の魔ま除よけをモチーフにした模様が刻まれた耳環は、醜みにくい傷跡を隠すためのものだ。

（……助けに来ては、くれなかった）

　海賊に貞てい操そうを奪われそうになったあの時、アンジェラは必死でマコトを呼んだ。

　だがマコトは現れなかった。来てくれなかった。

　マコトも海賊に捕まってしまっていたのだろう。だから来られなかったのだと、あの時のアンジェラは思った。しかしそうではなかったのだ。

　マコトは人質になってなどいなかった。ずっと自由だったのだ。ずっと、車椅い子すの少女と一緒だったのだ。

　ミリアム・トラエッタ。

　長い髪が印象的な、美しい少女。その正体は──赤い亡ぼう霊れいだった。夜明けに降りてきた赤い戦せん闘とう機きを思い出す。顔を隠してはいたが、あれがミリアムとマコトだったことは間違いない。

　その瞬しゆん間かん、アンジェラは全すべてを悟った。

「……マコト様は、あの悪あく霊りように取とり憑つかれてしまったんだわ」

　悪霊は哀れな姿で同情を誘い、みだらな誘惑で人間を堕だ落らくさせる。マコトはその罠わなにかかってしまったのだ。

　そうとも。そうとしか考えられない。

　マコトにはアズールを去る理由なんて何一つなかった。にもかかわらず突然、何も告げずに消えてしまった。アンジェラは随ずい分ぶんとその理由に悩んだが、なんのことはない、亡ぼう霊れいの仕し業わざだったのだ。

　亡霊だ。あれは亡霊なのだ。

　彼かの者どもは生者に焦こがれ、いつでもその魂たましいを欲している。マコトはその標的にされてしまったのだ。放っておけば亡霊は、あの血の色をした飛行機で、マコトを冥めい界かいに連れて行ってしまうだろう。

　そんなことはさせない。させてなるものか。

　焰ほむらの剣つるぎを振りかざせ。

　不浄のものを打ち払い、愛する人をこの手に取り戻すのだ。

「……？」

　小さな物音がして、アンジェラは顔を上げた。

　音の方を見ると、窓の外側に一匹の蛾ががいて、しきりに窓ガラスに体当たりを繰くり返している。窓辺のテーブルに置いたランプの明かりに引き寄せられてきたのだろう。

　アンジェラは窓辺に寄るとカーテンに手をかけ、そこでふと思いついて、ランプのガラスカバーを外した。それからおもむろに窓を開ける。

　蛾が屋内に入ってきて炎に触れた。たちまち炎に包まれる。蛾はすぐに動かなくなり、小さな消けし炭ずみと化した。

　その様に亡霊の最さい期ごを重ね合わせて、天使は静かに微笑ほほえんだ。

「……待っていてくださいね、マコト様。すぐにお助けに参りますから」










　あとがき







「天使ちゃんマジ空気」




　一巻の発売後直後に友人からそんなメールが送られてきまして、しかしそんなこととは一いつ切さい関係なく、今回はアンジェラ嬢じよう本格参戦のお話。ラブコメ要素大幅増量肌色率三倍増でお送りする『エアリエル２～蒼海の三角関係クルーズ　家政婦は見たかもしれない（噓うそ）～』でございます。

　今回、豪華客船を舞ぶ台たいにするに当たっていろいろ調べましたら、豪華客船にもリーズナブルなツアーがあると知りまして、これは一つ取材も兼ねて乗ってみるかと思ったもののスケジュールの都合であえなく断念。それでも説明会までは行ってきました。場所は地元のホテル。説明会より一時間も早く乗り込み、保安関係の質問をしてうさん臭がられてるうちに時間がやってきまして、隅すみっこに着席してふと辺りを見回した私はとんでもないことに気付くのです。

　お一人様って私一人じゃん！

　どこを見ても夫婦かカップルか女子グループ。どいつもこいつもべったり密着して一つのパンフレットを仲良く覗のぞき込んでやがります。

　すさまじいまでの居心地の悪さ、場違い感に隅っこでますます小さくなりながら船内見取り図を眺め、「どこに爆ばく弾だんを仕掛けたら船体へのダメージを抑えつつ最大の混乱を引き起こせるか」とか考えたり、「制圧に何チーム必要？　所要時間は？」などとパンフの余白に書き込んでいた私は誰だれがどう見ても一級の不審者でした。偶然書き込みを目にし、引きつった笑みを浮かべて遠ざかっていった船会社のお姉さんの顔が忘れられません。あの船に何か起こっていたら、今いま頃ごろ公安の怖い人が家に来ていたのでしょうか……。




　さて、今回も関係各位には多大なご迷惑をおかけしました。女心に関して多大な助言をくださった担当様。どばっと増えた新キャラを魅力的にデザインしてくださったイラストレーターの夕ゆ仁に様。校こう閲えつ様は的確な突っ込みありがとうございます。ヴィーヴル号が四次元空間にならなかったのはあなたのおかげです。

　そして一番の感謝はもちろん読者の皆様へ。実を言うと、一巻刊行の時点では続きが出せるか微妙な状況でした。それがこうして無事に二巻が出せたのは、ひとえに支持してくださる皆様がいたからです。本当にありがとうございます。よろしければもう少し、ミリアムとマコトにお付き合いくださいませ。


上うえ野の　遊ゆう
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上うえ野の 遊ゆう

石像シリーズ第二弾。デジタルカメラは何枚撮ってもタダなので何でも気軽に撮れるのが素晴らしい。おかげでどうでもいい写真ばかりが増えていくわけでもあるのですが。
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イラスト／夕ゆ仁に

猫が飼いたい。スコティッシュフォールドかマンチカンか。というか雑種でもぜんぜん。子猫をひざにのせて仕事するのを夢みるまいにち。はっイカン！よだれが。
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エアリエル２




～蒼そう海かいの熾し天てん使し～








上うえ野の 遊ゆう
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